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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　名作『ロミオとジュリエット』に隠されていた驚くべき真実。この永遠の恋物語に、新たな光が！

　若い読者をどきどきさせるようなわかりやすい語り口が何よりの魅力のライトノベルだ。しかも、二人の運命的な出会いの瞬間にオルペウスの神話を重ねるなど、高度なテクニックを用いているところもニクイ。名作のなかにある〝どきどき感〟を実際に感じさせてくれる巧みな表現によって、あなたもジュリエットの恋を体験できるでしょう。シェイクスピア学者として専門家の立場からもおすすめします！





東京大学教授　河合祥一郎
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　花の都のヴェローナに、

　権けん威いを競きそう二名門、

　古き恨うらみがいまもまた、

　人々の手を血にぞ染む。

　かかる仇あだより生まれたる

　不幸な星の恋こい人びとよ。

　あわれふたりはその死もて

　親の不和をも葬ほうむり去さる。




　死の影かげ深きその恋と、

　子のはてるまでとけざりし

　親と親との争いを、

　これより舞ぶ台たいの二時間に、

　力の限りお目にかけますれば、

　なにとぞごゆるり、ご高覧のほどを。








『ロミオとジュリエット』

ウィリアム・シェイクスピア

訳＝小田島雄志
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　柔やわらかい朝の光が、眠ねむる少女の上に降り注ぐ。

　白いネグリジェをまとった少女は、二、三度眩まぶしそうに睫まつ毛げを震ふるわせ、ゆっくりと目を開いた。榛はしばみ色いろの瞳ひとみが陽の光を受けて、キラキラと輝かがやく。

　甘あまく鳴くヒバリの声に彼かの女じよは起き上がると、軽かろやかな足取りでバルコニーへ続く窓を開け放った。

　勢い良く開いた窓に、ヒバリたちが驚おどろいて一いつ斉せいに飛び立つ。

　けれど、部屋から出てきたのがこの部屋の主あるじ──ジュリエットであると気がつくと、ヒバリたちはすぐに手すりへと舞まい降おりてきた。期待に目を輝かせながら見上げてくるヒバリの姿に、ふふ、とジュリエットの笑えみが溢あふれる。

「おはようみんな。ちょっと待っててね」

　部屋にひょいと戻もどると、ジュリエットは棚たなの中からパンを取りだして、細かくちぎってバルコニーの床ゆかにぱらぱらと撒まいた。晩ばん餐さんの時にこっそりとっておいたパンを、翌朝ヒバリたちにあげるのが、彼女の日課なのだ。

　我先にと、ヒバリたちがパンに食らいつく。

「まだあるわ。慌あわてないの」

　パンを奪うばい合って喧けん嘩かを始めるヒバリたちに微笑ほほえみかけながら、ジュリエットは手元のパンをちぎり続けた。乳う母ばが起こしに来る前の僅わずかな時間。このヒバリたちとの交流が、なによりもジュリエットの心を穏おだやかにする時だった。

　華きや奢しやな肩かたにかかった亜あ麻ま色いろの髪かみが、朝の陽を透すかして輝く。

　その頰ほおはほんのりと薔ば薇ら色いろに染まっており、艶つやのある唇くちびるは幸福そうな笑みを浮うかべている。線の細さを際きわ立だたせる白くゆったりとしたネグリジェが風を受けてはためき、まるで一枚の絵画のように美しい光景をそこに描きだしていた。

　しかし、その美しさを知る者はヴェローナの街において殆ほとんどいない。ジュリエットは、この街でも一、二を争う名家であるキャピュレット家の大切な一人ひとり娘むすめであり、それゆえに家を出ることが滅めつ多たになかったのだ。

　キャピュレット家の夫ふう婦ふの間にも、かつては大勢の子供がいた。しかし、みな育たぬうちに先立ってしまったために、キャピュレット家の当主であるジュリエットの父は、たった一人生き残ったジュリエットをことさら過保護に育てたのだ。家を出るのは、ロレンス神父の庵いおりへ懺ざん悔げに出かける時のみ。

　それ以外の時間、ジュリエットは家の中で過ごしていた。

　しかし、家を出られないからといっても、由ゆい緒しよ正しきキャピュレット家の娘むすめとしてジュリエットがやらなければならないことは、山とあった。刺し繡しゆうにレース編み、読み書きや礼れい儀ぎ作法に楽器演奏など──

　だからジュリエットが退たい屈くつすることはなかった。来る日も来る日も、家族や召めし使つかい、教師や乳母たちを相手に、日々を平へい穏おんに過ごす。

　物もの乞ごいや飢うえて死ぬような人がいるこの世界で、比べようもないほどにジュリエットは幸福な少女だったのだ。

　その時、ピィ、という抗こう議ぎのようなさえずりがジュリエットの耳に届いた。餌えさがなくなってしまったため、ヒバリたちが催さい促そくしているのだ。

「駄目よ。今日はもうこれでおしまい」

　終わったことを示すようにジュリエットは両手を上げたが、ヒバリたちは納なつ得とくしない。不満気にさえずりながら、ジュリエットの指をそのくちばしでつつく。

「ふふっ、駄目だってば」

　くすぐったい感かん触しよくに、ジュリエットが声を立てて笑う。ヒバリたちはしばらくの間未練がましくジュリエットにまとわりついていたが、やがて待っても餌は出てこないと分かったのだろう。諦あきらめたように飛び去ってしまった。

　白い姿が、空へと舞まい上がっていく。

　太陽の中へ消えていく鳥たちを見上げていたジュリエットはその時、ふっと自分がどこかに遠ざかるような感覚を覚えた。

　目の前の景色が、まるで絵画であるかのような錯さつ覚かくに陥おちいる──

　ジュリエットは慌てて太陽から目をそらすと、頭かぶりを振ふった。実感を取とり戻もどそうと、バルコニーから見えるヴェローナの街へと視線を移す。

　石造りの象ぞう牙げ色いろの建物の並ぶ、ヴェローナの街。ここは、ジュリエットの生まれ育った街だ。見慣れた塔とうの形に、手に伝わるバルコニーの手すりの感触に、ようやく自分がここにいるという実感が戻ってくる。

　それでも、ジュリエットの胸には違い和わ感かんが残っていた。景色が遠くなり、胸に小さな穴が空いて隙すき間ま風かぜが吹ふき込んでくるような感覚。あれは、何なのだろう。

　こうした感覚は、度たび々たびジュリエットに訪おとずれた。ジュリエットがどれほど幸福だと思っていても、消えることのない孤こ独どく感かん。それは、まるでなにか大切なものをどこかに置き去りにしてしまったような空くう虚きよさだった。

　ここではないどこか。そこに、自分の居場所があるような──

　ジュリエットには親もいて、たくさんの召使いもいて、大好きな乳母も従兄いとこもいる。自分は、幸せなはずだ。

（それなのに、どうして……）

　──どうして、寂さびしいと思うのだろう。

　憂うれいを帯びた眼まな差ざしで、朝焼けに染まるヴェローナの街をもう一度見た、その時だった。

「キャピュレットを殺せ！」

「……っ！」

　憎にくしみに塗ぬられた怒ど声せいと共に何かが割れるような音が鳴なり響ひびき、ジュリエットはビクリと肩を震わせた。

「モンタギューをやっつけろ！」

「逃にげるな！」

「殺せ！」

　男や女たちの声が飛とび交かい、争うような音が塀へいの向こうから聞こえてくる。ピリピリと張はり詰つめた怒いかりが肌はだで感じられるような気がして、ジュリエットは後ずさると、自室へ駆かけ込んで窓をぴしゃりと閉めた。

　けれども、声は途と絶だえない。むしろいっそう激しさを増して怒ど鳴なり合い、ついに彼らは武器を取りだして戦い始めたようだった。

　棍こん棒ぼうの音が、槍やりの音が、矛ほこの音が、剣けんの音が、響ひびき渡わたる。

　塀の向こうで行われている争い。それは、この花の都ヴェローナの名門二家、キャピュレット家とモンタギュー家の抗こう争そうだった。

（どうしていつもいつも、こんなに怒おこっていられるのかしら……）

　憎み合うこの二家が諍いさかいを起こすのはいつものこと。それでもジュリエットは未いまだにこの喧けん騒そうに慣れることができず、争いの音を遠ざけるようにうつむいた。

　一体、いつ頃からいがみ合うようになってしまったのだろう。そもそもの始まりは、教皇と皇こう帝ていが対立するようになったせいだと言われている。モンタギュー家が皇帝派であったのに対して、キャピュレット家が教皇派だったためだ。

　しかし、今ではもはやそんな理由は失われ、ただ両家の名前だけが争いを生んでいた。

　ヴェローナの街の市民たちまでもが、モンタギュー派とキャピュレット派に分かれていがみ合う。ヴェローナという街全体は今や、真っ二つに分かれてしまっていた。

　ジュリエットの家の人も、なにかにつけてモンタギューを口くち汚ぎたなく罵ののしっていた。父が、母が、召使いが、モンタギューに呪のろいの言葉を吐はく。そうした環かん境きようで育ったせいか、従兄のティボルトなど、モンタギューの人間を見ると必ず喧嘩を売るようになってしまった。

　けれど、ジュリエットには、彼らを憎む訳が分からない。たとえ生まれた時から両家が争い合っていたとしても、ジュリエットが彼らを嫌きらう理由などなかったからだ。

　できることならば、争わず平和に暮らしたい。誰だれも、憎みたくなどないのだ。

（どうか、鎮しずまって）

　ジュリエットの祈いのりに反して、剣けん吞のんさがいっそう膨ふくれ上がった。窓を閉めてもなお聞こえてくる逃にげ惑まどう人の声。ぶつかり合う剣の音。

（お願い、喧嘩をするのはやめて）

　今一度強く祈った、その時だった。

　ジュリエットの祈りが届いたのかどうか、ヴェローナの街に高らかにラッパの音が鳴り響く。

　間ま違ちがいない。この音こそ、ヴェローナの街を治める大公が現れた証しよう拠こであった。

　騎き馬ばの走る音に、ラッパの音。それらに圧おされるように騒さわぎが静まっていく。打ち合う剣の音が弱々しくなっていき、やがて全く聞こえなくなったのを確かく認にんしたジュリエットは、そうっと窓を開いて再びバルコニーへと忍しのび出た。

　ジュリエットの姿を見て、飛び去っていたヒバリたちが手すりへと舞い戻ってくる。けれど、ジュリエットは彼らに気づかない様子で、騒ぎのあったほう──塀の向こうへと視線を凝こらしていた。

　争いの音はもう、聞こえない。けれど、この静けさの中に妙みような不ふ吉きつさを感じて、ジュリエットは不安に高まる心臓にそっと手を当てた。

　いつかヴェローナの街に巣食う因いん縁ねんが、自分の大切な世界を粉々に壊こわしてしまうのではないか。あの怒りがこの塀を乗のり越こえ、自分を吞のみ込んでしまうのではないか。そんな言い知れぬ不安が、ジュリエットの心を締しめ付ける。

（どうか、もう争いが起きませんように）

　ヒバリたちが、ジュリエットの気を惹ひくように美しくさえずる。

　けれどもジュリエットは、細い指を絡からめ合わせ、長いこと静かに祈っていた。

　この街を覆おおう怒りや憎しみが、いずれ溶とけて消えてなくなるように、と。
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　揺ゆれる楓かえでの葉が、さらさらと音を立てる。

　キャピュレットとモンタギューが激しい乱らん闘とうを起こしていた頃ころ。モンタギュー家の跡あと取とり息子むすこであるロミオは、街はずれにあるシカモアの森で一人散歩をしていた。

　僅かにうつむいたその横顔に、木こ漏もれ日びが影かげを作る。

（退屈だな……）

　柔らかい金の髪を搔かきあげて、ロミオはそっとため息をついた。

　別段、ロミオは森を歩くのが好きなわけではなかった。むしろ、友人のマーキューシオやベンヴォーリオなどと街を駆けまわっているほうが楽しい。それでも今日森へやってきた理わ由けはただ、言い寄ってくる女の子たちから逃げたかったからだ。

　若木のように伸のびたすらりとした背に、猫ねこの毛を思わせる柔らかい金の髪。瞳は澄すんだ湖のように透けた青色で、その顔立ちは常に憂いを含ふくんで見える。

　そんなロミオが微笑むと、まるで雲間から差した光のように美しく見え、だからこそ彼を慕したう娘はあとを絶たなかった。

（あの子たちも飽あきないよなあ、毎日毎日）

　ロミオがどんなに無視しても、慕う娘は一向に減らなかった。むしろ、ロミオがつれなくすればするほどに、彼に夢中になる女の子が増えていく。ロミオの気まぐれな猫のようなところが彼女たちの目には魅み力りよく的に映るのだが、ロミオはそのことに一いつ切さい気がついてはいなかった。ただ、娘たちはずいぶんと物好きだと思うばかりだ。

（どうして、あの子たちは簡単に人を好きになれるんだろう）

　まだ恋こいを知らないロミオにとって、それだけが不思議でたまらなかった。恋心とは、そんなにも簡単に芽生えるものなのだろうか。

　人を愛することは苦しみを伴ともなうものだと聞いている。ならば、しないに越こしたことはない。女の子と遊びたいと思うのならば、そのひとときだけ快楽をともにすればいい。なにも、恋をする必要はないのだ。

「ロミオ！」

　その時、思考を妨さまたげる声が響き、ロミオは足を止め気だるげに振ふり返かえった。木々の並びから、黒くろ髪かみの青年が姿を現す。

「ロミオ！　良かった、ここにいたのか」

「ベンヴォーリオ？」

　やってきたのはロミオの従い兄と弟こ、ベンヴォーリオだった。ロミオよりも背が高く、きりりとした真面目そうな眉まゆが印象的なその青年は、辺りを見回してそこにロミオ一人しかいないのを確認すると、腕うでを組んでロミオのことを疑わしげに見た。

「どうして、こんな街はずれの森になんているんだ」

「別に。特に理由はないよ」

「理由がないなら、頼たのむから伯お父じさんたちを心配させるような真ま似ねはしないでくれ。姿が見えないから、俺おれはてっきり──」

　なにかを言いかけて慌てて口をつぐんだベンヴォーリオに、ロミオは続きを察して猫のように目を細めて微笑んだ。

「なに？　またキャピュレットと喧嘩でもしてたの？」

　キャピュレットの名前を出すと、ベンヴォーリオはうっと言葉に詰つまり、やがて観念したように頷いた。

「……ああ。召使いたちがね」

「なあんだ、ベンヴォーリオが喧嘩をしかけたんだと思ってわくわくしたのに」

「俺がするわけないだろう」

「だよね」

　ベンヴォーリオは、モンタギュー家の人間の中でもとりわけ争いを好まない男だった。

　諍いは無益なものと考え、極力関わらないようにと立ちまわっている。そんなベンヴォーリオのことを、召使いたちは意い気く地じがないと思うこともあるようだったが、ロミオは彼のそんな自分を貫つらぬくところが好きだった。

「で、無事仲ちゆう裁さいできたわけ？」

　ロミオの問いかけに、ベンヴォーリオの表情が暗くなった。翡ひ翠すいと群ぐん青じようの混ざったような瞳が、僅かに陰かげりを帯びる。

「なに、失敗したの？」

「途と中ちゆうでティボルトが乱入してきたんだ。それからはもう、手がつけられなかった」

「あー、ティボルトかあ……」

　自分もよく知る男の顔を思おもい浮うかべ、ロミオは顔をしかめた。

　キャピュレット家のティボルトという男は、モンタギュー家の中でも特に有名だった。彼はモンタギューのことをひどく憎んでおり、モンタギューの人間と見るや否いなや必ずといっていいほど喧嘩を売ってくるからだ。

　しかも、桁けた外はずれに強い。まともに戦えば怪け我がなしでは帰れず、だからこそモンタギューの人間はティボルトを憎みつつも恐おそれていた。

「僕ぼく、そこにいなくて良かった。絶対ティボルトとなんて戦いたくないし」

「俺も、できればあの場にはいたくなかったさ……」

　心底疲つかれたように、ベンヴォーリオがため息をつく。さぞや、大変な騒ぎだったのだろう。誰がその場にいたのだろうと考えていたロミオは、ふと友人のマーキューシオのことが気にかかった。

「そういえばマーキューシオは？」

「ああ、あいつなら──」

　ベンヴォーリオがなにかを言おうとした、その矢先だった。

　騒そう々ぞうしく草を踏ふみ荒あらす足音と共に、ひょっこりと赤毛の青年が姿を現す。その人物こそ、今まさに噂うわさをしていた相手、マーキューシオだった。

「こんなところにいたのか！　このオレをのけものにするなんてつれないな、二人とも」

　毛先の跳はねた赤い髪についた草の葉を手で払はらい落おとしながら、マーキューシオが人ひと懐なつこそうな顔を無理やりしかめる。けれど、陽気な顔をしたマーキューシオが顔をしかめたところでとても怒っているようには見えず、ロミオとベンヴォーリオは二人して吹ふきだした。

「悪い。のけものにしたつもりじゃないんだ」

　笑われたために今度は頰を膨ふくらませたマーキューシオに、ベンヴォーリオは宥なだめるように言った。

「そうそう。僕はずっとここにいたけど、ベンヴォーリオはついさっきまでティボルトと一戦交じえてたみたいだし」

　ロミオの言葉を聞いた途と端たん、マーキューシオの顔からあっという間に不ふ機き嫌げんさは消え去った。喧嘩の話とくれば、マーキューシオの最も好むものだからだ。金色の瞳をきらきらと輝かせて、背の高いベンヴォーリオのことを見上げる。

「ベンヴォーリオ、ティボルトと戦ったのか！　うわー、オレもそこに混ざりたかったなあ！」

「まさか！　俺は仲裁に入っただけだ。ティボルトを止めたのは、大公様さ」

　大公、と聞いた途端マーキューシオはあっという間に元のしかめっ面つらに戻ってしまった。うえっと舌を出して、雨に打たれた子犬のように体を震わす。

「エスカラスのやつが出てきたのか。やっぱそっちにいなくて良かった」

　マーキューシオは、大公エスカラスの親しん戚せきだ。そのせいか彼は子供の頃から大公の小言を聞いて育ってきており、話題を出すと決まって顔をしかめるのだ。

「次に諍いを起こしたら、今度こそ死し刑けいだってさ」

「うわあ。じゃあ間違いなくティボルトは処しよ刑けい台だい行きだね」

　ロミオが茶化すように言うと、ベンヴォーリオはじろりとロミオのことを睨にらみつけた。

「誰が聞いているか分からないんだから外で物ぶつ騒そうなことは言うなよ、ロミオ」

「はいはーい」

　反省の見えない返事にベンヴォーリオが呆あきれているのも構わず、ロミオは首を傾かしげた。

「にしても死刑かあ。ずいぶんと厳しく出たもんだね」

　ロミオの言葉に、マーキューシオもうんうんと何度も頷く。

「こんな風に厳しくなってばっかじゃ、息苦しくて窒ちつ息そくしそうになるって。ったく、なんであんな堅かた物ぶつが大公なんかやってんだよ」

「堅物で真面目だから、こんな厄やつ介かいなヴェローナをなんとか治めていられるんだろう？　適当なロミオや喧けん嘩かっ早ぱやいマーキューシオみたいなのが大公だったらどうするのさ」

「それはもちろん、荒あれ放題だろうね」

「オレだったら、すっげー楽しい街にする自信あるけどな！　女の子と遊び放題で飲み食いもし放題！」

　自分から飄ひよう々ひようと言ってのけるロミオと脳天気なマーキューシオの台詞せりふに、ベンヴォーリオが再び深いため息をつく。この二人の若者は、いつもこんな調子だった。

　ロミオが気ままな猫のようだとしたら、マーキューシオは奔ほん放ぽうに遊びまわっている子犬のようだ。二人とも、自分の気の赴おもむくままに生き、そして気に入らないことはけしてやろうとはしない。

　呆れるものの、それでベンヴォーリオが二人を嫌うことはなかった。そこが彼らの魅力だと思っていたし、なによりも自由気ままに二人が駆けまわるのが、見ていて楽しかったのだ。

「にしても、女の子と遊び放題で飲み食いし放題、か。相変わらず自分に正直だな、マーキューシオは」

「いーじゃん。すげー楽しいんだもん。それより聞いてくれよ、この間遊んだ女の子なんだけどさ……」

　喜々として娘との楽しかった一時を語るマーキューシオを、ロミオは冷めた目で見た。

「マーキューシオってほんと女の子好きだよね～。なにがそんなにいいの？」

　ロミオは、本気で分からないから訊きいたのだが、マーキューシオは信じられないというように目を丸くする。

「なにがいいって、なにもかもに決まってるじゃないか！」

「ふうん」
















　気のないロミオの返事に、マーキューシオとベンヴォーリオは揃って顔を見合わせた。

「相変わらずだねえ。モンタギューの跡取り様は。あんっなに素す晴ばらしい女の子の良さが分からないだなんて！」

　この世の終わりだと言わんばかりのマーキューシオの大げさな物言いに、ロミオはむっとして唇を尖とがらせた。自分はただ、必要性を感じないから理解を深めないだけなのだ。良さを分からないことを非難されるいわれはない。

「女の子と遊んでも、別に面おも白しろくもなんともないし。むしろ、面めん倒どうなことが増えるばっかりじゃない？」

「もしかして、ロザラインとなにかあったのか？」

　つい最近までロミオを慕っていた女の子の名をベンヴォーリオが出すと、ロミオは曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「まーね」

「おっ、なんだよ。なにがあったんだよ」

　途端、マーキューシオが興味深げに顔を覗のぞき込んでくる。そんな彼の子犬のような瞳から逃のがれるようにぴょんと前に出ると、ロミオは踊おどるように振り返った。ふわりと金の髪が風を象かたどり、彼の線の細さが木漏れ日の中に際立つ。

「……ねえ、本当の愛ってなに？」

　囁ささやくようなロミオの声に、二人ははっとした。

　娘たちを魅み了りようする透すき通とおった瞳が、皮肉げに薄うすく細められる。

「真実の愛とか唯ゆい一いつの恋こい人びととかさ。ベンヴォーリオは知ってる？　本当にそんなものあるの？」

「え？」

　まさか、自分に振られるとは思わなかったのだろう。ベンヴォーリオはうろたえるようにマーキューシオを見て、それから首を傾げた。

「さ、さあ……」

「ふふっ、真面目なベンヴォーリオに聞いたって意味ないか。女の子と話すの、苦手だもんね」

　揶や揄ゆするようなロミオの声に、ベンヴォーリオは僅かに顔を赤くした。

「別に、苦手なわけじゃない。どう話せばいいか、分からないだけだ。大体女の子たちを泣かせてばかりのロミオにだけは言われたくない」

「ええ～？　十分ベンヴォーリオも女の子泣かせだと思うけどな。好きな子には一いつ生しよう懸けん命めいになるくせに、それ以外の子に言い寄られた時は容よう赦しやなく断るんだもん」

「当然だ。好きでもないのに、気を持たせるほうが悪いだろう」

　言い合う二人を見て、マーキューシオはしみじみと頷いた。

「なんかオレ、この中だと一番経験豊富で大人なんじゃないかって気がしてきた」

「それはない」

　口を揃えて言ったロミオとベンヴォーリオに、マーキューシオが頰を膨らませる。

「なんだよぉ、ベンヴォーリオは気になる女の子に声かけられないような奥おく手てだし、ロミオなんか初はつ恋こいがまだじゃねーか！　モテるくせに！　くそー余よ裕ゆう見せやがって！」

「誰彼構わず、女の子を見つけたら声をかけているようなマーキューシオよりはましだ」

　むっとして、ベンヴォーリオが言い返す。しかしマーキューシオは堪こたえた様子もなく、素知らぬ顔をしているロミオに声をかけた。

「というか、ロミオは一体どうしたんだよ。本当の愛がなにかなんて聞いたりしてさ」

　マーキューシオの問いかけに、ロミオは一いつ瞬しゆん黙だまりこんだ。遠くの空を見上げ、吐と息いきのようなため息をつく。

「……このあいだ、ロザラインに言われたんだよね。あなたの本当の愛が欲ほしい、って」

「えっ、まじで？　あの美人にそこまで言わせるとはすごいじゃないか！　さっすがロミオだな～」

　マーキューシオは羨せん望ぼうに目を輝かせて息巻いたが、ロミオはつまらなそうに目を伏ふせる。

「別に嬉うれしくないよ。僕、彼女のことは普ふ通つうにしか好きじゃないもん」

　ロミオにとって〝普通に好き〟は、友人に対する愛情の持ち方と大差なかった。むしろ、マーキューシオたち親友に対する想おもいよりもずっと少ない。そんな相手に本当の愛をせがまれても、困るばかりだ。

「それで、色々考えてたら馬ば鹿からしくなってきちゃって」

　だから今日は彼女たちに見つからないよう森へ逃げてきたのだとロミオが言うと、ベンヴォーリオは渋しぶく唸うなった。

「ということは、これからもずっと森に逃げるつもりか？」

「どうだろ。面倒だったらそうするかも。どこにいたって変わらないし」

　投げやりに笑ったロミオに、マーキューシオもベンヴォーリオも顔を見合わせた。大切な幼おさな馴な染じみの中に、払はらいきれない空虚さが住み着いているように感じられたのだ。

「修道士にでもなるつもりか？　ロミオ」

　なんとか笑い飛ばそうとするベンヴォーリオに続いて、マーキューシオも言葉を選びながら、彼にしては慎しん重ちように言った。

「ロミオ。面倒だって思うのは勘かん違ちがいだって。痺しびれるような恋を覚えてないから、そんな風に思うんだよ。ロミオも恋をすれば、女の子に対する考え方も変わるって」

「痺れるような恋、ねえ」

　そんなものがあるとまったく信じていないロミオは、マーキューシオを疑わしげに見た。

「そうだよ！　ロミオは、出会った瞬しゆん間かんこれだって思ったことないだろ？　恋をしたらな、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを感じて、その子のことしか考えられなくなるんだ。いいもんだぞ～あれは！」

「本当にそんなこと、あるの？」

　首を傾げるロミオに、マーキューシオは胸を張って頷いた。

「このマーキューシオ様が言うんだから、間違いないって！」

「振られ続けのマーキューシオが、ね」

　ロミオの茶化した言葉に、マーキューシオの顔が一気に紅潮した。

「うーるーさーいー！　別にいつも振られるわけじゃないし！　ただ、オレが好きになる相手はロミオやベンヴォーリオのことを好きな場合が多いってだけ！」

　どういうわけかこのヴェローナでは、三人の中で最も女好きで、娘と見ると優やさしくして回るマーキューシオよりも、女の子と向き合った途端口下手になるベンヴォーリオや、気まぐれなロミオを慕う女の子のほうが多かった。

　とはいえ、マーキューシオもけして女子に人気がないわけではない。あけっぴろげで人懐こいマーキューシオに思いを寄せる娘は少なくなく、結局のところこの三人の若者は多くの女性の心を惹きつけてばかりいるのだ。

「とーにーかーく、オレのことよりロミオのことだよ！　こんなにモテるのに恋しないなんて勿もつ体たいないって！」

「勿体ないなんて思わないけど」

「オレが思うの！　だってオレが女だったらぜってーロミオに惚ほれてるもん。顔はいいし、剣も強いし」

　茶化すでもなく真面目に言ったマーキューシオに、つい照れくさくなってロミオはそっぽを向いた。

「僕が女でもマーキューシオには惚れないだろうけどね」

「うるせー！」

　ぽこぽこと背中を叩たたいてくるマーキューシオを軽くあしらいながら、ロミオはそっと空を仰あおぎ見た。

（恋、か……）

　確かに、マーキューシオのように恋をすることができれば、きっと幸せなのだろう。今よりずっと、生きていると実感できるのかもしれない。

　──この灰色がかって見える日常が、鮮あざやかに見えるのかもしれない。

　それでも、恋をしたいとは思えなかった。自分が恋に落ちるとは、とてもではないけれど想像できなかったのだ。

「あーあ。どっかにおあつらえ向きの舞ぶ踏とう会かいとかないかなあ……」

　一人考え込んでいるロミオを見てぼやいたマーキューシオに、ベンヴォーリオはああ、と声をあげた。

「そういえばさっき面白い話を小耳に挟はさんだな。今晩、マーティーノー家やアンセルム伯はく爵しやくの誘さそわれている舞踏会があるとか……。それぞれの家の令れい嬢じようやリディア嬢じようにヘレナ嬢も参加するって言っていたぞ」

「へえ」

　気のない返事をするロミオとは対照的に、マーキューシオは興きよう味み津しん々しんといった様子で目を輝かせた。

「そりゃ豪ごう勢せいな顔ぶれだな！　彼女たちはどこに呼ばれるんだ？」

「ええと、確か……」

　記き憶おくを手た繰ぐり寄よせ、ベンヴォーリオはゆっくりと口を開いた。

「確か、そう。キャピュレット家だ──」
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　キャピュレット家の屋や敷しきの中は、舞踏会の準備で大わらわだった。

　何人もの召使いが、回かい廊ろうや中庭を忙いそがしそうに行ゆき交かう。ジュリエットは、そんな召使いたちの様子を二階の回廊の窓から一人こっそりと覗き見ていた。

　中庭の柱には花はな飾かざりがつけられ、二階の回廊の手すりからは布飾りが垂れ下がっている。食材を運ぶ召使いたちを見る限り普ふ段だんよりもずっと豪勢な宴うたげになることが予想され、ジュリエットは首を傾げた。

　名家でもあるキャピュレット家で舞踏会が行われることは珍めずらしくない。しかし、普段はこれほど贅ぜい沢たくに飾かざり立てられることも、召使いたちが準備に追われることもないのだ。

（誰か、大切なお客様でもいらっしゃるのかしら……）

　細い指を窓まど枠わくにかけながら、ぼんやりと中庭を眺ながめていたその時だった。見慣れた背格好の青年が視界を横切り、ジュリエットは思わず身を乗り出した。

（ティボルト……！）

　背中まで垂らしている長い黒髪のこめかみあたりを搔きあげながら、ぶっきらぼうな足取りで長身の青年が中庭を横切っていく。

　そこにいたのは、ジュリエットの従兄ティボルトだった。

　声をかけようかと息を吸ったジュリエットだったが、結局なにも言わずに吐きだした。ティボルトがひどく苛いら立だっているように見えたからだ。

　あのように不機嫌そうな時は無視されるか、もしくは怒鳴られることが多い。今は声をかけないほうがいいだろう。特にここ数年は、ジュリエットとの会話を拒きよ絶ぜつすることが多いティボルトなのだ。

（子供の頃はあんなに仲よかったのに……）

　一体なにが変わったのだろうと、ジュリエットは頰ほお杖づえをついて人知れずため息をついた。ティボルトが突つき放はなすような態度ばかり取るせいで、ジュリエットもなんとなく声をかけづらくなっている。昔は実の兄のように慕っていただけに、少し寂しかった。

　あのように苛立った様子では、今朝街であった喧嘩のことも聞けない。被ひ害がいはどれほどのものだったのか、仲裁した大公にはどのように言われたのかなどの疑問をジュリエットが一人こねくり回していると、ティボルトに話しかけてくる人物がいた。ジュリエットの父、キャピュレット卿きようだ。

（お父様がティボルトに話しかけるなんて珍しい）

　キャピュレット卿にとってティボルトは甥おいにあたる。けれども、ティボルトがジュリエットの母方の血を引いているせいか、二人が会話を交わすことはあまりなかった。

　興味を惹かれたジュリエットは、姿を見られないようにそっと階下へ降りて中庭のほうへと向かった。中庭に面している回廊の柱に隠かくれるようにして、二人の様子を窺うかがう。その瞬間、雷らい鳴めいのように激しい怒鳴り声が中庭に響き渡った。

「あいつはまだ子供だ！　承知できるはずがないだろう！」

　叫さけんだのは、ティボルトだった。ジュリエットのいる場所からはティボルトの背中しか見えないため、彼が今どんな表情をしているのかは分からない。それでも、怒らせた肩からは、彼が相当に憤いきどおりを感じていることが分かった。

　しかし、そんな彼に怯ひるむキャピュレット卿ではない。自分よりも背せ丈たけのあるティボルトの胸むなぐらを摑つかみ、真正面から怒鳴りつける。

「いい加減にしろ！　一人前のつもりになりおって、お前はまだ十八だろう！　いいから、黙って言うことを聞け！」

　叩きつけるように言ってティボルトの胸を押し返すと、キャピュレット卿は立ち去ってしまった。後には、ティボルトだけが残る。

　ティボルトは、キャピュレット卿の去っていく背中をしばらく睨みつけていたが、不意に怒りを持て余すように地面を蹴けりつけた。

「クソッ！」

　拳こぶしを強く握にぎりしめ、肩をぶるぶると震わせる。

（一体、なんのお話だったのかしら……）

　これだけティボルトが腹を立てるのを、久しぶりに見た。彼のことが気になったが、かといってこの状態のティボルトには何を言っても慰なぐさめにはならないだろう。むしろ、彼の怒りを余計に煽あおりかねなかった。見つからないうちに去ったほうがいいかもしれないと、ジュリエットが音を立てないように後ずさりかけた時だった。前まえ触ぶれもなくティボルトが振り返り、柱の陰にいるジュリエットを見つける。

「あっ……」

　しまったと思いジュリエットは慌てて頭を引っ込めたが、その時にはもう遅おそかった。逃げる間もなくティボルトが回り込み、ジュリエットの退路を断たつように柱に手をかける。

「どこから聞いていた」

　ギラギラと怒りに燃える双そう眸ぼうに睨みつけられ、ジュリエットはとんだ失敗をしたと思った。閉じ込めるような位置に手が置かれているものだから、逃げるに逃げられない。かといって、なにを言っても彼を怒らせてしまうような気がする。

（ど、どうしよう……）

　冷ひや汗あせを浮かべながら首をすくめる。それでも、このまま黙り込んでいたら余計に彼を怒らせるのは明白だ。迷った末に、ジュリエットは素す直なおに白状することにした。

「その……ティボルトが、あいつはまだ子供だ、って言ったところから……」

「本当か？」

　ぎろりと睨むティボルトに、ジュリエットは懸けん命めいに何度も頷いた。

「ほ、本当よ。それより前の話は聞いてないわ。私、二階にいたんだもの！」

　両指を組んで懸命に訴うつたえるジュリエットを、ティボルトはしばらく疑わしげにしていたが、彼女の怯おびえている様子を見て、ようやく納得したらしい。

「そうか。ならいい」

　僅かに眼光を緩め、柱についていた腕をどかす。それでも、ティボルトは立ち去らなかった。威い圧あつ的てきな眼差しでジュリエットを見下ろす。

　彼に見られているせいで、ジュリエットは退散する機会を見つけることができずに固まってしまった。蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、じっと立たち尽つくす。

「ええと……。そういえばティボルトは、今朝のモンタギューとの喧嘩にはいたの？」

　気まずくなって口を開くと、ティボルトがじろりとジュリエットを睨みつけた。その不機嫌そうな顔に、やはり言わなければ良かったと思う。

「いたが、それがどうした」

「その、怪我をしていないか心配で……」

　それは心からの言葉だった。モンタギューと争うと、ティボルトは大たい抵ていどこかしらに怪我をして帰ってくるのだ。

　じっと見上げると、ジュリエットが本気で心配していると分かったのか、ふとティボルトの眼光が和やわらいだ。

「しているわけないだろ」

「本当に……？」

　恐る恐る聞き返すと、ティボルトはふっと口元だけで微笑んでジュリエットの頭に手を置いた。固く大きな手が、横よこ髪がみを優しく搔かきあげていく。

「ああ、本当だ」

　珍しく、穏やかな声だった。柔らかいティボルトの眼差しに、温かい手のひらの感触に、ふと幼い頃の記憶が甦よみがえる。

　昔はよく、ティボルトがこうして撫でてくれたものだった。ジュリエットが一人隠れて落ち込んだりしていたら、必ず見つけて頭を撫でて慰なぐさめてくれたのだ。

　──ティボルトは変わっていない。どれだけ不ふ機き嫌げんそうに振る舞っていても、彼の心こころ根ねは優しいままなのだ。

　そう思った途端嬉しくなり、ジュリエットは頰を緩ゆるませて微笑んだ。

「良かった！　怪我してたらどうしようって思ってたの」

「そうか」

　ジュリエットの笑顔につられたように、ティボルトもふんわりと目を細める。

（いつも、こうだったらいいのに……）

　柔らかいティボルトの雰囲気に、ジュリエットはそう思わないではいられなかった。

　彼が今のままでいてくれれば、ジュリエットも昔のように素直に甘えることができる。しかし、ティボルトの機嫌は長続きしないのだ──。

「キャピュレットの人間はほとんど怪我してないから安心しろ。モンタギューのやつは、何人か動けなくしてやったがな」

　ティボルトが、喉の奥で低く笑う。その声に混ざった不穏な色に、ジュリエットは表情を固くしてティボルトを見た。

「動けなくしてやったって、どういうこと……？」

　震える声で聞いたジュリエットに、ティボルトはにやりと笑った。その顔に浮かぶのは、残ざん忍にんな表情。瞳にはもう穏やかさの欠片かけらもなく、血に飢えた獣けもののように瞳の奥に暗い炎をちらつかせながら、従兄は笑っていた。

「足の腱けんを切ってやった。モンタギューの人間はどいつもこいつも臆おく病びよう者ものの腰抜けだからな。逃げまわってるやつを背後からやってやったんだ。大公の野郎が来なけりゃ、腰抜けのベンヴォーリオの目も潰つぶしてやったのに……」

　笑みを消し、ぞっとするような形相で宙を睨みつける。

　その目には、憎しみしかなかった。まるで取り憑つかれたようにモンタギューを罵るティボルトの姿に、ジュリエットは言いようのない悲しみを覚える。

　昔はこうではなかった。モンタギューを嫌ってはいても、このように敵意を剝き出しにして相手を傷つけることなどなかったのだ。

「そ、それよりティボルト、今晩の舞踏会の準備はいいの？」

　いかにしてモンタギューを追おい詰つめたかを喜々として語るティボルトを見ているのが辛つらく、ジュリエットは強ごう引いんに話題を変えた。そうすれば、ティボルトがまた穏やかに笑ってくれると思ったのだ。しかし、ジュリエットの望むようにはならなかった。舞踏会と聞いた途端、ティボルトの顔から表情が消えたのだ。

「舞踏会？」

　恐ろしく低い声で呟つぶやき、ティボルトが拳を握りしめる。その反応にジュリエットは、いけないことを口にしたのだろうかと不安になった。

　また、怒鳴られてしまうのだろうか。怯えながらジュリエットがティボルトのことを見上げた瞬間、彼の顔に苦しそうな色が走った。眉まゆが切なげに、ひそめられる。

（ティボルト……？）

　どうしたのかと問おうとしたが、ティボルトが口を開くほうが先だった。

「ジュリエット。……お前は、結けつ婚こんについてどう思っている」

「結婚？」

　思いもよらない単語に、ジュリエットは目を瞬しばたたかせて繰くり返かえした。あまりにも急に話が変わったから、うまく思考がついて行かなかったのだ。

「どう、って……どういう意味？」

　小首を傾げると、ティボルトはイライラとしながら吐きだすように言った。

「そのままの意味だ。したいと思っているのか」

「それは……」

　正直なことを言えば、結婚など到底考えられなかった。ジュリエットはまだ、十六。恋も知らないような年齢なのだ。

「……考えられないわ」

　悩なやんだ末に、ジュリエットは素直に言った。

「まだ、十六だもの。多分、ティボルトが誰かを妻に迎むかえるほうが、先だと思うわ」

　おどけるように言って、ジュリエットは控ひかえめに微笑んだ。けれど、それは逆効果だったらしい。あっという間にティボルトの表情は険しくなり、その顔には青筋が浮かんだ。

「えっと、ティボルト……？」

　ただならぬ様子に名前を呼んだ瞬間、手首をぐいと摑まれ、気がつけばジュリエットは柱に押しつけられていた。
















「……っ！」

　熱く強いティボルトの手が、ジュリエットを柱に縫ぬい止める。突然のことに硬こう直ちよくしていると、ティボルトは悔くやしそうに眉をひそめて肩を震わせた。

「そうだ、まだ十六だ……」

　押おし殺ころした声が、その唇からこぼれる。

「それだってのにどうしてお前が……。お前はずっと、俺だけのものだと──」

「──え？」

　睫毛が触れそうなほど間近に迫せまったティボルトの眼差しを、ジュリエットは息をするのも忘れて見上げた。どうしてなのか、ティボルトが悲しんでいるように見えたのだ。たとえるなら、別れを覚かく悟ごした人のように。

（ティボルト？）

　切なげに眉を寄せて、ティボルトが唇を嚙かみ締しめる。それは、ジュリエットが初めて見るティボルトの表情だった。あまりに苦しそうな眼差しにどきりとする。

「くそっ！　なんで、あんなやつが！」

　吠ほえるように叫んで、ティボルトは柱の向こうを睨みつけた。途端に悲しみは搔かき消きえ、代わりにぞっとするほどの激情の影が浮うかび上がる。

（なにが、あったの……？）

　激げき昂こうするティボルトの姿に、ふと先程の光景が甦った。父と言い合っているティボルトの姿だ。

（もしかして、お父様と話していたことと関係があるの……？）

　ジュリエットは懸命に考えたが、どれも憶おく測そくに過ぎず、ティボルトの怒りがどこにあるのかが分からない。

「ジュリエットお嬢じよう様さま！　ジュリエットお嬢様、どこですかー！」

　そこに、遠くから乳母の呼ぶ声が聞こえてきて、ティボルトもジュリエットも同時にはっと我に返った。

「乳母か」

　舌打ちをしてジュリエットから手を離すと、ティボルトは踵きびすを返した。何も言わずに去っていこうとするティボルトに、慌てて声をかける。

「待って、ティボルト！　なにを怒っていたの？」

　なにも分からないまま、放っておかれるのは嫌いやだった。ティボルトの怒りを買う恐れを覚悟して問いかけたジュリエットだが、結局明確な返答は得られなかった。「すぐに分かる」とだけ言って、立ち去ってしまったのだ。

（いつもこうなんだから）

　訳の分からない居い心地ごこちの悪さを持て余しながら、ジュリエットはそっとため息をついた。

　ティボルトは、いつだって一方的にしか話さない。子供の頃はもう少しまともな会話ができていたと思うのだが、ここ数年この調子なので、昔どうやって話していたかがあまり思い出せない。

　遠ざかっていくティボルトの大きな背中を見送りながら、ジュリエットは先程彼に言われた言葉を頭の中で反はん芻すうした。

（結婚、か……）

　この時代、娘は親の決めた相手と婚こん礼れいをあげるのが常だった。それに背そむこうものならば、間違いなく野の垂たれ死じぬだろう。女は親の庇ひ護ごを受けるしか生きられないに等しく、自ら稼かせぐ術すべをほとんど持たなかったのだ。

　そして結婚をしても、夫の下もとで生きるしかない。持参金しか財産を持たず、しかもそれは寡か婦ふとなった時になってようやく手に入るものだ。未み婚こん者しやも既き婚こん者しやも寡婦も立場は変わらない。この世界で女が自由に生きることはけして許されず、だからこそ娘たちは子供時代の自由を惜おしみつつも婚こん期きが来ればその感情を殺すしかなかった。

（でも──）

　そうと分かっていても、ジュリエットの胸の中には密ひそかに潜ひそんでいるものがあった。

　それは、恋をしてみたいという想いだ。

　まだ知らぬ恋。それは、どんな感情なのだろう。

　砂さ糖とう菓が子しのように甘く、身を切られるよりも苦しいというのは本当なのだろうか。

　相手への愛おしさに狂くるいそうになり、同時になによりも幸福になれるというのは本当なのだろうか。

　まだ知らぬ恋への期待感にドキドキとする胸に手を当てる。その時だった。

「お嬢様！　こんな場所にいたんですか！」

　聞き慣れた声に振り返ると、ふくよかな中年の女が走ってくるのが見えた。乳母が、ようやくジュリエットを見つけたのだ。

「ばあや……。ごめんなさい」

　返事を忘れていたことを謝あやまると、乳母はなんでもないというように微笑んで、ジュリエットの手を取った。

「そんなことより、二階へいらしてください。奥おく様さまがお呼びですよ」

「お母様が？」

　思ってもいなかった言葉に、あっという間にさっきまでの思考が霧む散さんする。

　ジュリエットの母は、必要がない限り娘と話すことはなかった。日常的に話すのも、悩みを打ち明けるのも乳母のほうが圧あつ倒とう的てきに多く、母とは二日以上口を利かないことなどざらだったのだ。そんな母親が一体どんな用事なのだろう。

　乳母に連れられるままに母親の部屋を訪れると、ジュリエットは膝ひざを折って挨あい拶さつをした。

「ただ今参りました。お母様、なんの御ご用ようですか？」

　ジュリエットの姿を、ジュリエットの母──キャピュレット夫人は冷めた眼差しで見ていた。背筋をピンと張り、すました顔で見み据すえてくる母に尻しり込ごみしてしまいそうになる。

　この品定めするような母の双眸が、ジュリエットは苦手だった。それだというのに、今日はいつもよりもいっそう冷ややかに見える。これからされる話が楽しいものではないという予感を覚え、ジュリエットは手元に視線を落とした。

「ねえジュリエット。お前は、結婚するということをどうお思い？」

「結婚、ですか？」

　母親の言葉に、ジュリエットは驚いて息を吞のんだ。ついさっき全く同じことをティボルトに聞かれたからだ。立て続けに聞かれるということはつまり、ジュリエットの結婚にまつわる話が持ち上がっているということだろうか。まさかもう、という思いと、そんなはずはない、という願いが交差する。

　緊きん張ちようで汗あせばむ手のひらを強く握りしめながら、ジュリエットは首を横に振った。

「まだ、なにも考えておりません」

「そう。それなら今からでも結婚のことを考えてちょうだい」

　キャピュレット夫人は、ぴしゃりと言い放った。

「このヴェローナにはもっと若い良家の娘ですでに母親となった人もいるわ。私も、今のお前の年とし頃ごろでおまえの母親だったのよ」

「お母様が？」

「ええ。だからお前も嫁とついでいい頃でしょう。──実は、あのパリス様がぜひお前を、とおっしゃっているのよ」

　ジュリエットは返すべき言葉を見失って呆ぼう然ぜんとした。

「パリス様って──あの、パリス様？」

「そう。この街ヴェローナを治める大公様の親戚で、伯はく爵しやくでもあるパリス様よ」

　彼は確かに、このヴェローナでは有名な人の一人だ。しかしジュリエットはパリスその人を見たことがなかった。そもそも家から出ないのだ。名前しか知らず、人となりも、顔立ちもなにも知らない。それだというのに、結婚。

　ジュリエットが戸と惑まどって黙り込んでいると、乳母は嬉しそうに手を叩いた。

「まあまあ！　お嬢様、あの方はそれこそ──そうですよ、蠟ろう人形のように完全無欠な方じゃないですか！」

　乳母の喜びように、キャピュレット夫人は厳しい顔にようやく笑みを浮かべた。

「ええ。あれほど立派な殿との方がたはそうそういらっしゃらないでしょう。そんなパリス様がぜひお前を妻にとおっしゃるなんて、こんな名誉なことはないでしょう？　素晴らしいことだわ。お前もあの方を愛することができるでしょう？」

　母親に問われてもまだ、ジュリエットは返事ができなかった。乳母と母親のはしゃぎように気き後おくれしたこともあったし、やはりあまりにも急な話だったからだ。

「あの、お母様。私は──」

「あのお方は、本当に美しいお方よ。その上、お前はあの方を夫にすることであの方の持つ一切を手に入れることができる。お前はなにも失わずとも、一晩のうちに今よりもずっと幸せな花はな嫁よめになるのよ」

　にっこりと笑って、母親はジュリエットを見た。普段ならけして見せない顔だ。その満足気な表情に、ジュリエットは静かに悟さとった。母はジュリエットが断るだろうとは微み塵じんも思っていないのだ。

　ふつふつと、反はん抗こう心しんめいたものが胸の内に湧わき上がってくる。

　確かに、これは素晴らしい縁えん談だんだ。パリス伯爵ほどの人が是ぜ非ひにと言うならば、それを断る理由などどこにも見当たらない。きっと、ヴェローナの住人であれば誰もが二つ返事で引き受ける良りよう縁えんだろう。

　けれどジュリエットは、自分の意思を無視して進められていることがどうしても気に入らなかった。

　結婚は、家と家を結ぶ手段に過ぎない。物事を有利に進めるために、家を発展させるために、結婚というものはあるのだ。そう頭で分かってはいても、心が素直に従うとは限らない。

「お父様は、もうパリス様にお返事をされたのですか？」

　念のために聞いてみると、意外なことに母親は首を横に振った。

「いいえ、まだよ。お前が承知してからと言っていたわ」

　どうやら、これでも一応ジュリエットの意向を聞く気はあるらしい。父の気き遣づかいを、ジュリエットは内心で感謝した。

「パリス伯爵は、今夜の舞踏会にいらっしゃるわ。どう？　パリス様を好きになれる？」

　頷くものと信じて疑わない母に、ジュリエットは挑ちよう戦せん的てきに言い放った。

「分かりません。でも、努力はしてみます。この目で見てみて、好きになれるものなら」

　──この目で見て好きになれるものなら。つまり、目で見るだけで好きになれないのであれば意に添そえないと言外に込こめたつもりだった。

　細い顎あごをそびやかし、反抗心を瞳にきらめかせながら、愛らしい顔立ちのジュリエットが母のことを見上げる。

　叱しかられることは覚悟していた。それでも、自分の気持ちを母に分かってもらいたかったのだ。キャピュレット夫人は表情を険しくしてジュリエットを見下ろしていたが、結局なにも言わなかった。こういう時、ジュリエットの母は不機嫌そうにするばかりで、叱りつけたりはしないのだ。

　そこに、ノックの音が響ひびき、開いたままだった部屋の扉とびらから召使いが姿を現した。

「奥様！　パリス伯爵がおいでになりました」

「すぐに行くわ」

　顔も見ずに返事をすると、キャピュレット夫人はジュリエットを一いち瞥べつした。

「ジュリエット、伯爵がお待ちよ」

　ここで娘がなんと言おうと、拒絶はさせない。そう言われているようだった。

「……はい、お母様」

　渋々頷くと、キャピュレット夫人は満足したように乳母と共に部屋を去っていく。訪れた静寂に、急に胸が重たくなった。

　今晩の舞踏会は、もうすぐそこに迫っている。

　母親に何を言ったところで、今晩パリス伯爵と顔を合わせる事実は変わらない。そしてキャピュレット家のことを考えるならば当然、良い返事をしなければならないのだ。

（でも、私は──）

　祈るように指を組み合わせ、ジュリエットは思った。

　なにも知らないままで、一生を終えたくはない。恋も知らないまま、両親の言われる通りに結婚したら、大切ななにかを失うような気がするのだ。

　自分の人生を生きたと思いたいから、恋をしてみたかった。

　言いなりになるだけの娘には、なりたくないのだ。

　パリスと恋ができるなら、それでもいい。ともかく、言われるがままに結婚することだけはしたくないと、若い娘らしい反抗心を胸に秘めながら、ジュリエットは思ったのだった。
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　ロミオとマーキューシオ、ベンヴォーリオの三人の若者は松明たいまつを片手に夜のヴェローナの街を歩いていた。向かう先は、キャピュレット邸。

　今晩、仮面舞踏会が行われる場所だった。

「いいか、ロミオ。今日の仮面舞踏会に来る顔ぶれはいつになく豪ごう華かだからな。絶対にその目で恋を見つけろよ」

「はいはい」

　意い気き込ごむマーキューシオに対して、ロミオは全く気乗りしない様子だった。

「なんだよノリが悪いなあ。こんな機会滅多にないんだぜ」

「そうかもしれないけどさあ」

　女の子に興味を持てないロミオは、マーキューシオやベンヴォーリオと三人で馬ば鹿か騒さわぎをしているほうが楽しいと思えてしまうのだ。一度そう考えてしまうと、わざわざ舞踏会に足を運ぶ必要性が感じられなくなってしまう。

　それでも一応付き合っているのは、親友二人が行くと言っているからだ。二人が出かけると分かっていて、一人残るのは面白くない。

　かといってマーキューシオのように素直にはしゃげるわけでもなく、ロミオは気乗りしない様子でぼんやりと歩いていた。

「あ、ヒキガエル」

　気を取られるものを見つけるたびに歩みを止めてしまうロミオは、道の端はしにヒキガエルを発見してそちらへと足を向ける。後ろからは深々としたベンヴォーリオのため息が聞こえてきた。

「どうする、マーキューシオ。この調子だと、永遠に辿り着かないぞ」

　呆れた声こわ色いろだったが、ロミオは悪びれもせずに振り返って笑いかけた。

「それもいいんじゃない？」

「いやいや、駄だ目めだろ！」

　マーキューシオは、慌てて二人の間に割って入った。

「こんな機会、滅多にないんだよ！　頼むってロミオ、その気になってくれよ」

「その気になってるじゃん」

「なってるように見えないから言ってるんだよ！」

「そうかなあ」

　朗ほがらかに返すロミオに、今度はベンヴォーリオが乗っかる番だった。

「……これから行くのは、キャピュレット家だろう？　こんなところでぼやぼやしてたら危ないし、やっぱり引き返したほうがいいんじゃないか」

　ベンヴォーリオは、三人の中でも特に慎重で心しん配ぱい性しようだった。ロミオを元気づけたいと思ってここにいるものの、やはりキャピュレット家に向かうのは気が引けているのだろう。

「なに言ってるんだよ！　ロミオに恋を教えてやるって言ってたじゃないか」

　憤ふん然ぜんと言って、マーキューシオは腰こしに手を当て、自分よりも上の位置にあるロミオの顔をじっと睨みつけた。

「ロミオ、ようはお前、退屈してるんだろう？」

「え？」

　どきりと、鼓こ動どうが鳴る。怯んだロミオに畳たたみ掛かけるように、マーキューシオは続けた。

「仇かたきであるキャピュレット家の舞踏会に忍しのび込むだなんて、これ以上ない退屈しのぎじゃないか！　女の子に追われるのに飽きたなら、今度は絶対に落とせそうにない子を追いかけてみたりすればいいんだよ！」

「もちろん、それ以外のことでもいいけどな」

　騒そう動どうを危あやぶむ口ぶりで、ベンヴォーリオは言った。ロミオが女の子に声をかければ、たちまち争いが生まれるとでも思っているようだ。

「とにかく、家に引きこもっていたら絶対見つけられないような楽しいことを見つけに行けばいいんだって！　楽しいこと、探しに行こうぜ！」

「楽しいこと、ね……」

　二人の言葉に、ほんの少しロミオの心は揺ゆれ動うごいた。

　確かに、ロミオは飽きていたのだ。

　キャピュレットとモンタギューが争ってばかりいることに。

　様々な娘に物言いたげな眼差しで見つめられ、なにがしかの反応を求められることに。

　そして、代かわり映ばえのしない日常の繰り返しであることに。

　敵地であるキャピュレット家の舞踏会に忍び込めば、そんな退屈さも薄れるだろうか。

　そう思った途端、俄が然ぜん興味が湧わいてきた。明らかに危ないと分かっている場所へ赴くような無茶をして、羽目を外してみたくなったのだ。

　女の子を避さけて歩いていることと、あまりキャピュレットとの争いに加わらないことで、どこか厭えん世せい的てきに見られがちなロミオだが、それでも彼は、立派に力を持て余している若者だった。面白そうだと思えることには、やはり混ざってみたいと体が疼うずく。

　マーキューシオたちが期待するような、気に入った子を探しだすことにはやはり興味がわかない。けれども、退屈しのぎならば大だい歓かん迎げいだ。

「まあ、二人がそこまで言うなら、行ってみてもいいかな」

　ロミオが頷くと、マーキューシオの顔がぱっと明るくなった。

「そうこなくっちゃ！　ほらほら、早く行くぞ！」

　ロミオの気が変わらないうちにと、マーキューシオは走りだした。

「待てって！」

　見失わないようにと慌てて後を追うベンヴォーリオに続いて、ロミオも歩みを速める。けれど、ふいに妙な感覚に襲われ、ロミオは思わず足を止めた。

　何な故ぜだろう。不思議と、胸が騒ぐ。

　なにかが、ここから始まろうとしている──。

　まだ運命の星に留とどまっているような重大なことが、今夜の宴をきっかけに目覚め、恐ろしい効力を発揮し始めるような、そんな予感が水底から浮かび上がるようにして胸の内を満たしていく。

（な、に──）

「おおい、ロミオ！」

　だがその瞬間響いたマーキューシオの声に、ロミオはようやく我に返った。一体今、自分はなにを考えていたのだろう。

　あまりに自分らしくない考えにロミオは苦く笑しようを浮かべると、振り返った。遠くに、マーキューシオの持つ松明の火が揺れるのが見える。

「──今行くよ」

　ロミオは大声で返事をすると、その予感を頭から追いやって再び走り始めた。これから訪れる未来への期待と、一いち抹まつの不安を抱えながら。




　しかしそんな不安も、キャピュレット家へ辿り着くや否やまたたく間に消え去った。キャピュレット家の舞踏会は、想像していたよりもずっと豪勢なしつらえだったために、あっという間に目を奪うばわれてしまったのだ。

　隣となりに並ぶベンヴォーリオも、ロミオと同じように感心した眼差しで、着き飾かざる人々や広間の飾かざり付けを眺める。

「これは、見事だな……」

「ほらな、言っただろ？　退屈しのぎになるって」

　得意げに笑いながら、マーキューシオは辺りを見回した。

「キャピュレット家の当主たちはまだ、来てないみたいだな。今のうちに暴れまわっておくか。ほら、二人ともこれつけとけ」

　マーキューシオが取りだしたのは、美しい装そう飾しよくの施ほどこされた立派な仮面だった。

「今晩は仮面舞踏会だからな。これさえつけてれば早々に正体がバレることはないだろ」

　仮面は目元を覆うだけのものだったが、確かにこれがあれば相当親しい人でもない限り誰だか分からない。モンタギュー家の者が潜もぐり込むには、うってつけの道具だろう。

　早さつ速そく身につけると、三人の若者はお互たがいの顔を見て笑い合った。

「確かに、これはいいね」

　顔が隠れたことで、急になにをしても大だい丈じよう夫ぶなような気がしてきた。ベンヴォーリオまでもが若者らしく瞳を輝かせているところを見ると、仮面の効果は絶大らしい。

「それで、これからどうするのさ」

「舞踏会といったら、踊るに決まってるだろう」

　にやっと笑って、マーキューシオは会場の奥のほうを顎でしゃくった。

「実は、お目当ての子が来てるんだよ」

　ロミオのためとさっきまで息巻いていたはずなのに、どうやらマーキューシオには立派な目的があったらしい。

（そんなこと、一言も言わなかったじゃないか）

　もっともらしいことを言って誘っていたマーキューシオのことを思い出して、ロミオとベンヴォーリオは揃って呆れ顔になった。

「前に言い寄っていた子はどうしたんだ」

「それは聞かないでくれ」

　途端真顔になったマーキューシオに、二人は揃って吹きだす。

「いっつもそれなんだから、いい加減やめればいいのに」

「そこに美人がいたら、口説かないでいられるわけないだろう。ってことで二人とも付き合ってくれよな」

「なんで俺たちが」

　不服そうに顔をしかめたベンヴォーリオに、マーキューシオはいたずらっぽく笑った。

「そりゃあもちろん、二人がいたほうが口説ける可能性が高まるからだよ」

「その分、ベンヴォーリオのほうに惚れられる可能性も出てくるけどね」

「俺は、ロミオに取られるほうに賭かける」

「うるせー、好き放題言いやがって。この色男たち！」

　嚙みつくように、マーキューシオは言い返した。

「絶対にあの子を口説き落としてみせるから、その目できちんと見ておけよ！」

　二人に指を突つき付け、意い気き揚よう々ようとマーキューシオが広間の中心へと歩き始める。ロミオとベンヴォーリオは顔を見合わせて笑うと、その後に続いたのだった。
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　ついに舞踏会は、始まった。

　楽師たちが音楽を奏かなで、給士人たちが慌ただしく歩きまわる。

　ロミオたち三人の青年は、仮面で顔が隠れているのをいいことに、いつもよりも少々過激に舞踏会を楽しんでいた。

　大人たちをからかい、他の男女を冷やかし、酒を浴びるように飲む。

　しかし、そんな大騒ぎもマーキューシオが意中の娘に声をかけるまでだった。ロミオたちの予想に反して、声をかけられた娘はマーキューシオの想いに応えたのだ。

　それからは、ロミオもベンヴォーリオも羽目を外すわけにいかなくなった。マーキューシオが三人の輪を抜ぬけて、女の子の相手ばかりをするようになったからだ。

　有う頂ちよう天てんになって彼女と踊っているマーキューシオを眺めながら、壁かべ際ぎわに寄って男二人でちびちびと酒を進める。

「ねえ、ベンヴォーリオ。あの子とマーキューシオ、いつまで続くと思う？」

「さあ……。もって三日だろうな」

「僕は、一日だと思うけど」

　マーキューシオの惚れっぽさときたら、極きわめつきだった。毎回、マーキューシオが口にする女の子の名前が違ちがうのだ。散々色んな女の子の話を聞かされている二人は、今回もまた同じだろうと思いながら眺めていたのだが、そこで唐突にマーキューシオが二人を振り返った。

「おおい、二人とも！　こっちに来いよ！」

　見ると、マーキューシオのそばには別の女の子の姿があった。一人はマーキューシオが口説いていた子であり、もう一人は見覚えのない少女だ。おそらく、マーキューシオが声をかけた子の友人かなにかなのだろう。ダンスの相手を求めているのか意味ありげにこちらを見てくる娘の姿に、急にロミオは酔よいが醒さめるような気がした。

　これでは、いつもと変わらない。

　仮面で顔を隠しているのに、敵地の舞踏会にいるのに、やれることと言えば女の子の相手をして踊ったりするばかりということに気がついたのだ。

　そう悟った途端急に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなり、ロミオは背をもたせかけていた壁かべから体を起こした。刺し激げきを求めて来たはずのキャピュレット家の舞踏会は、ロミオの知る世界の範はん疇ちゆうの中でしかない。自分の求めるものは、ここにはないのだ。

「ベンヴォーリオ、あとお願い」

「は？　俺が!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げて、ベンヴォーリオは慌てふためいた。おそらく、ロミオがあの女の子の相手をすると思っていたのだ。立ち去ろうとするロミオの腕を摑み、全力で引き止める。

「待てよ。俺には無理に決まっているだろう」

「そうかなあ。ベンヴォーリオって意外と女の子の相手うまいと思うよ？」

「そんなわけあるか！　それにあの子はロミオと踊りたそうにしているじゃないか」

　確かにベンヴォーリオの言う通り、彼女はロミオの顔ばかりを見つめていた。だからこそ、ロミオは余計に逃げたくなったわけだが。

「逃げたりしたら、あの子が傷つくぞ」

　どうやら、ベンヴォーリオは本気であの娘を心配しているようだった。彼は、女の子との接し方が不器用なだけで、けして無愛想なわけではないのだ。

「でも僕は今、踊る気分じゃないんだ。ベンヴォーリオが相手してあげなよ」

　断り続けていると、ベンヴォーリオの表情が硬くなった。

「……まさか、帰るつもりなのか？」

　そのままロミオがどこかへ消えるのではと思ってでもいるような口ぶりだ。実のところ、さっさと家へ戻ろうと思っていたのだが、ベンヴォーリオの顔を見てロミオはそれを思い直した。ここで一人帰ったら、余計に虚むなしく感じると思ったのだ。

　それに、もしかしたら一人で舞踏会を歩きまわってみるのも悪くないかもしれない。

　三人でいるから普段と変わらないと思うのだ。一人でいればまた別の楽しみ方を見つけられるかもしれない。

「ううん。ちょっと一人で回ってみたいなって思ったんだ」

　なんでもないことのように言ったが、ベンヴォーリオの表情は変わらなかった。

「一人で大丈夫か？　言っとくが、今日の舞踏会はいつもと違うんだぞ」

「分かってるって」

　ベンヴォーリオは、ここが敵地であることを心配しているのだ。分かっているロミオは、安心させるように言った。

「帰る時はちゃんと声かけるから。一人でも大丈夫だよ」

　ロミオが微笑むと、ベンヴォーリオはようやく安心したようだった。

「分かった。じゃあ、また後でな」

　摑んでいた腕を離すと、ベンヴォーリオは足早にマーキューシオのほうへと向かっていった。多分、あの娘を一人にしておいたら可か哀わい想そうだと思っているのだ。

（そんなんだから、すぐ好かれちゃうんだよ。どうせ断るんだから、ベンヴォーリオも優しくしなけりゃいいのに）

　そう思うものの、同い年の従兄弟のそんな面倒見の良さが、ロミオは好きだった。

（後でどうなったか、マーキューシオに聞いてみよっと）

　きっと、娘に惚れられ、ベンヴォーリオが困ることになるのだろう。舞踏会の帰り道に三人で軽口を叩き合うことを想像して、ロミオは静かに微笑んだ。

　やっぱりロミオにとって楽しいのは、この三人ではしゃぐことなのだ。
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　宴の盛り上がりは、最高潮に達していた。

　その頃になってようやく、ジュリエットは母親と父親に伴われて大広間へと足を踏ふみ入れた。扉が開いた途端、広間に集まっていた客人たちの視線が一斉に注がれる。むっとした熱気が頰を撫なで、ジュリエットは予想以上の客人の多さに目を見張った。

「みなさん、よく来て下さった！」

　父親のキャピュレット卿は、機き嫌げんの良い笑え顔がおを見せて早速客人たちをもてなし始める。彼の合図に従って、楽師たちが楽しげな曲を演奏しはじめ、この家の主人の登場に動きを止めていた客人たちも再び踊りだした。

　ジュリエットも喜き々きとしてその輪に加わろうとするが、すぐに母親に阻はばまれてしまう。

「ジュリエット。先にパリス様にご挨あい拶さつしますよ」

「もう、ですか？」

「もう十分にお待たせしているのよ」

　母親に促うながされ、ジュリエットは残念な気持ちで歩きだした。ジュリエットは、舞踏会で踊るのが特に好きだったのだ。

　後うしろ髪がみ引かれる思いで、広間を進んでいく。ちらりと横を見ると、楽しそうに笑い合いながら踊る客人たちの姿が目に映った。

　いつもならばジュリエットは、あちら側にいた。客人たちとの会話を楽しみ、好きな時に踊りに加わる。

　けれど、もう自由でいられる時代が終わってしまったのだろうか。この先はなす術すべもなく、結婚という重たい鎖くさりにこの身を縛しばり付けられなければならないのだろうか。

「ジュリエット」

　ぼんやりと歩いていると、突とつ然ぜん後ろから手を取られた。ティボルトだった。

「ティボルト……どうしたの？」

　その険しい顔に、またなにか怒られるのだろうかとジュリエットが危ぶんでいると、彼は辺りを注意深く見回して、耳元に唇を寄せた。

「パリスには、必要以上に近づくな。あいつは、危険だ」

「え……？」

「あいつと結婚してもお前は幸せになれない。結婚は早過ぎると言って断るんだ」

　昼間怒鳴ったことを忘れたかのように、ティボルトは気遣わしげだった。本気で、ジュリエットの身を心配しているように見える。

　二の句が告げずにジュリエットが立ち尽くしていると、背後から母の声がかかった。

「ジュリエット？　──ティボルト。なにをしているの？」

　母親の鋭するどい声に、ティボルトが小さく舌打ちをする。けれど、なにも言わずにあっさりと引き下がった。さすがのティボルトでも、逆らえない人はいるのだ。

「いえ、なにも」

　短く告げ、ティボルトが立ち去ろうとする。けれどもその間際、ティボルトはジュリエットの腕をもう一度ぐっと摑んだ。さっきの言葉を忘れるな、とでもいうように。

「さあ、ジュリエット。パリス伯爵がお待ちかねよ」

「はい……」

　いつもと様子の違うティボルトのことが気にかかりながら、ジュリエットはその場を後にしたのだった。
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　母親と共に去っていくジュリエットを見つめながら、ティボルトは悔しさに拳を握りしめた。

　パリスとは、別の舞踏会で一度会ったことがある。だが、その時からティボルトはパリスに嫌けん悪お感かんを抱いだいていたのだ。

　それゆえに、今回の縁談は気に入らなかった。夢見がちで幼いジュリエットには、最悪の相手としか思えないのだ。

　だが、自分にこの縁談を止める力はない。昼間にキャピュレット卿に進言したものの、聞き入れられるどころか怒りを買ってしまった。こうなったら、ティボルトには止める方法がない。腕には自信があるが、それだけで問題を解決できるほど世の中は甘くないのだ。

　歯は嚙がみしながら怒りをぶつける先を探していた時だった。一人ふらふらと歩いている男が目に留まり、ティボルトは目を凝らす。

　あの背格好に金の髪。見覚えがある──

（……モンタギュー家のロミオだ）

　思い至った途端、ティボルトの苛立ちは膨れ上がった。モンタギューの人間の中でも特にロミオは生意気だ。どれだけティボルトが怒りをぶつけようと、どこ吹ふく風であっさりとかわしてしまう。けして弱いわけではないのに逃げまわるところが、特にティボルトの癇かんに障さわった。以前ティボルトは、ロミオに剣で負けたことがあるのだ。

　それ以降ティボルトはロミオを見かけると必ず喧嘩を売っていたが、彼が真面目に取り合ったことは一度もなかった。おそらく、剣を抜くのが面倒だというだけの理由で。

　そんな人間に負けたということが屈くつ辱じよく的てきで、だからこそロミオがここにいるのが許せなかった。

「貴様、どうしてここにいる！」

　怒鳴り声を上げると、ロミオが振り返ってぎょっとした。

「このキャピュレット家へやってきたということは、叩き殺されてもいいということだな」

　ロミオは逃げようとしたが、ティボルトは素す早ばやく彼の胸ぐらを摑み退路を断つ。

　それでもロミオは怯まない。いつもの冷めた眼差しで、ティボルトのことを軽けい蔑べつしたように見上げるばかりだ。

「こんな場所で喧嘩したら、君、怒られるんじゃないの？」

　涼すずしげな顔でのたまうロミオに、かっと頭に血が上った。

「うるさい！」

　勢いに任せて拳を振ふり上げる。

「どうした、ティボルト。そんなに息巻いて」

　しかし、ティボルトが殴なぐりかかろうとしたところで、仲裁はよそから入った。出鼻をくじく声に振り返ると、そこにはキャピュレット卿がいた。

「伯父上！　こいつはモンタギュー、我らの敵です！」

「ふむ」

　ティボルトにおとなしく胸ぐらを摑まれたままになっているロミオを見て、キャピュレット卿は唸った。

「まあ、落ち着け。放っておくがいいティボルト。紳しん士しらしく、行ぎよう儀ぎよくしているじゃないか」

「な──っ」

　おとなしくしているのは自分が捕つかまえているからだと言いたかったが、キャピュレット卿が口を開くほうが先だった。

「実際、ロミオの悪い話は聞かん。ヴェローナ中が、品行方正で礼れい儀ぎ正ただしい若者だと言っているだろう。ここで騒ぎを起こすとも思えん」

（こんな、腰抜けのやつが──）

　ロミオの評判が良いのは、その端たん整せいな顔立ちのおかげだ。喧嘩に加わろうとしないだけで、その実、腹の中で何を考えているか知れないロミオのことを、ティボルトは礼儀正しいなどとは到底思えなかった。表では従順で常識的なふりをして、その裏で大人らを欺あざむいているのではないかとさえ思える。

「手を離しなさい、ティボルト」

「だが伯父上、こいつは──」

「これはわしの意思だ。この屋敷で無礼を働くのは断じて許さん」

（いつもは、あれだけモンタギューを悪く罵っているくせに！）

　大人とは、なんて身勝手なのだろう。一いつ貫かん性のなさに、ティボルトはむかむかしてロミオの胸ぐらを摑んだ手に力を込めた。

「悪党が目の前にいるってのに我が慢まんできるか！」

「黙れ！」

　叩きつけるような怒鳴り声に、ティボルトは一瞬手の力を緩ゆるめてしまった。その隙すきに、ロミオがするりと逃にげ出す。

「待て、ロミオ！」

　慌てて後を追おうとしたティボルトだが、後ろから腕を摑まれて叶わなかった。

「いい加減にしろ、ティボルト！」

　激昴したキャピュレット卿が、ティボルトの腕をねじ上げる。

「ここの主人はわしだ。偉えらそうに、一人前のつもりになりおって！　いいか、絶対にこの場で騒動を起こすんじゃないぞ！」

　キャピュレット卿は、自分の屋や敷しきで騒ぎを起こしたくないのだ。そのためには、心情を捻ねじ曲まげることすら厭いとわない。

（大人は、みんなそうだ）

　奥おく歯ばを嚙み締めて、ティボルトは逃げるロミオの背中を睨みつけた。

　この憎しみは、正当化されるものではないのか。推すい奨しようされているものではなかったのか。

　今すぐ追いかけてロミオを締しめあげたかったが、これ以上この家の主人を怒らせるわけにはいかない。彼の言う通り、この屋敷で最も偉いのはキャピュレット卿であり、どんな者も彼に逆らってはいけないのだ。ティボルトは、怒りに体を震わせながら頭を垂れた。

「申し訳、ございません」

　ティボルトが抵てい抗こうをやめると、キャピュレット卿はようやく摑んでいた腕を離した。

「分かれば良い。だが、けして騒ぎを起こすな。分かったな！」

　ティボルトがおとなしくするとは信じていない口ぶりで告げて、キャピュレット卿が去っていく。

（どいつもこいつも、俺をこけにしやがって……）

　パリスも、ロミオも、キャピュレット卿も、誰も彼もが気に入らない。

　この世の全てを憎みながら、ティボルトは拳を握りしめていた。
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　広間を横切りながら、ジュリエットは先程のティボルトの言葉を思い返していた。何故彼は、パリスは危険だなどと言ったのだろう。

（ばあやもお母様も、パリス様は素晴らしい人だ、って言うのに）

　どちらの言葉を信じればいいのだろうかと思いながら、奥へ奥へと進んでいく。そして　広間の一番奥へやってきたところで、ようやく母は足を止めた。

　そこは、広間の一角ではあるものの天てん井じようから下げられている厚い布でやんわりと隔へだてられた場所だった。

　母親が布をめくり、中へと入っていく。続いて入ったジュリエットは、中が立派に客室のようになっていることを知って驚いた。手て狭ぜまながらも長なが椅い子すとテーブルが置いてあり、広間の喧騒を離れて話すにはぴったりの場所だ。

　パリス伯爵は、その長椅子に悠ゆう然ぜんと腰を掛かけていた。

　歳としの頃は、二十半ばをいくつか越したぐらいだろうか。流れるような長い銀の髪を物もの憂うげに垂らし、身なりの良い服を身につけている。

「パリス様、お待たせ致いたしました。娘のジュリエットでございます」

　母親の声に、パリスは顔を上げる。その眼差しを見た途端、ジュリエットは思わず後ずさりしそうになった。

　なぜか、パリスのことを怖こわいと思ったのだ。

　落ち着いたその双眸はどんなことにも動じないように見え、口元に湛たたえられている笑みは冷えきっている。

　──あいつは、危険だ。

　耳元に、ティボルトの声が甦ったような気がした。

「ジュリエット。挨拶なさい」

　母親の声にはっと我に返ると、ジュリエットは慌てて膝を折って挨拶をする。

「ジュリエットと申します」

　鈴すずを振るうようなジュリエットの声に、パリスの紫むらさきがかった瞳が面白がる色を浮かべた。

「これはこれは、可か愛わいらしい小鳥だ」

　パリスは立ち上がると、ジュリエットに手を差さし伸のべた。

　目の前の手に、恐おそる恐おそる手を重ねる。パリスはその手を引き寄せると、ジュリエットの手ての甲こうに軽く触ふれるようなくちづけをした。

　ほんの一瞬だった。けれども、針で刺さされたような不快感が体を走り、ジュリエットはたじろいだ。

　挨拶として手の甲にくちづけをされることには慣れているはずだった。なのになぜ、自分はこんなにも嫌悪感を覚えているのだろう。笑いを含む声が、耳にざらつく。

「さあ、ジュリエット。パリス様とよくお話するのよ」

　ジュリエットの動揺にも気づかず、二人を引き合わせたことに満足した母親はそのまま下がってしまった。ぱさりと布が下り、二人きりになってしまう。

　広間はすぐそこにあるというのに、布一枚を隔てただけで楽師の奏でる歌もダンスの音も遠ざかり、果てしなく遠い世界へと来てしまったような気がする。

「さあ、ジュリエット。もっとこちらへ来い。私が十分にかわいがってやる」

　長椅子に座すわると、パリスは尊大に言い放つ。

　当然従うものと信じて疑わないその態度に、ジュリエットはむっとした。つかの間、恐きよう怖ふよりも不快感のほうが強くなる。

「どうした、ジュリエット？」

　パリスは長椅子に来るよう促したが、ジュリエットは動かなかった。

「お話は、ここでも十分にできますから」

　警けい戒かい心しんを剝き出しにするジュリエットに、パリスは興味を示したようだった。

「ほう……？　お前は私の妻になると思ったのだが、結婚してからもそのように話すつもりか？」

「いいえ。まだ、結婚するとは決まっておりません」

　父親は、ジュリエットが承知しない限り縁談を進めないと言っていたはずだ。ティボルトだって、断っていいと言っていた。

　ジュリエットは、榛色の瞳で真まっ直すぐにパリスのことを見据えた。

「パリス様。結婚のお話はまだ、待って頂けませんか」

「それは、どういうことかな」

「私はまだ、十六です。妻となるには早過ぎます」

　パリスが、ふと目を細くする。

「だが、もっと若くして妻となった例もあるだろう」

「でも、私はまだ必要としていません。ですから──」

　おもむろにパリスが立ち上がる。気がついた時にはすぐ目の前に立っており、ジュリエットは慌てて顔を背そむけようとしたができなかった。パリスがジュリエットの顎を摑み、強引に顔を上げさせたのだ。

「誰に向かってものを言っているのか、分かっているのか？」

　先程とは打って変わって、脅おどすように低くパリスは言った。氷のように凍いてつく眼差しが、ジュリエットを射すくめる。

　がらりと変わった威圧的な態度に、ジュリエットの背筋を冷たいものが滑すべり落おちる。一瞬怯んだものの、ジュリエットは懸命に勇気を奮ふるい起こして挑戦的にパリスを睨みつけた。

「脅せば言うことを聞くとは思わないで」

　ジュリエットも、キャピュレット家の立派な一人娘なのだ。脅しに屈くつすることは耐たえ難がたく、押さえつけられればつけられるほど、反発する気持ちが強くなった。

　細い顎を上げて、きらめく瞳で毅き然ぜんと見返すジュリエットに、パリスが笑みを濃こくする。

「なるほど。この小鳥は飛ぶことを知っているらしい。他の女ではやはりこうはいかない」

　くつくつと笑って、パリスがジュリエットの腰に手を回す。ジュリエットは慌ててパリスの胸を押しやったが、相手の体はびくともしなかった。間近から、パリスがその薄い紫の瞳でジュリエットの顔を覗き込む。

「子供の頃から私は、小鳥で遊ぶのが好きでね」

「え……？」

　なんの話かと顔を上げると、パリスは懐なつかしむように目を細めた。

「けして敵かなわないと分かっているはずなのに、懸命に私の手の中でもがいて逃げようとする……。彼らを見ていると、生物とはなんて愚おろかで、ちっぽけなものだろうと思ったものだ」

　くつくつと喉のどで笑い、パリスはジュリエットを愛おしそうに見つめた。

　いや、違う。これは哀あわれみの眼差しだ。自由のない、力を持たない小鳥を嘲あざける憐れん憫びんの眼差し。そして、ジュリエットをその小鳥たちと重ねている視線だった。

　男である自分と違って、ただの小娘であるお前は逃げだすだけの力を持たないだろう、とその目が語っている。

　人間とも思っていないようなその態度に、ジュリエットは奥歯を嚙み締めて吐はき気けを堪こらえた。虫唾むしずの走るような嫌悪感が、体中を駆かけ巡めぐる。

「あなたは……その小鳥たちを、どうしたというの……？」

　パリスは、答えなかった。ただ、微笑んだだけだった。

　その双眸の冷たさに、ぞっとした。言わなくても分かる。彼は、おそらくその小鳥たちの命を弄もてあそんでいたのだ。

　彼が愛しているのは、小鳥が自由に飛ぶ姿ではなく、小鳥が自由を奪われて嘆なげく姿なのだから。

「さあ、諦めて妻となるがいい、私の小鳥」

　パリスの異常さに恐怖が這はい上がってきたが、ジュリエットは平静でいようと努力した。明らかに彼は、ジュリエットが怯える様を見て楽しんでいるのが分かったからだ。負けじと、怒りに燃える瞳で相手を睨みつける。

「私は、あなたに殺される小鳥じゃない。おとなしく、捕まりはしないわ」

「ふふ、存分に抵抗するといい。強ごう情じようであればあるほどに、捕とらえる楽しみが増すというものだ」

　今度こそ、こんな人とは結婚できないとはっきりと悟る。パリスは、確かに危険な男だった。

　ジュリエットは、彼の手から逃れようともがくが、力はパリスのほうが圧倒的に上だ。ジュリエットが暴れるのをものともせず、軽々と自由を奪う。

　大きな手で握られた小鳥と、同じだった。

　どれだけ力を込めても、逃げられない。男の前では、女の力などないに等しいのだ。その事実が、ジュリエットを恐怖の底に突つき落おとす。

（怖い──）

　とうとうここで、ジュリエットは怯えに屈した。たった一つの抵抗として顔を背け、首を振る。

「離して……」

「おや、さっきの威い勢せいの良さはどこへ行ったのだ？」

　くすりと笑って、パリスが顔を近づけてくる。

「いや……っ」

　必死に体をよじったが、相手はほんの少しも動かなかった。ぞっとするほど冷ややかな面おも差ざしが間近に迫り、ジュリエットの瞳に涙が浮かぶ。そんな彼女を見てパリスの目に勝利の色が浮かんだその時、突然布が押し上げられた。その音に、パリスがはっと顔を上げ、つられてジュリエットも視線を向ける。

　入ってきたのは、涼しげな瞳を持った青年だった。




　ティボルトから逃げるため、目についた布の中に飛とび込んでしまったロミオは、しまったと思った。ロミオを見て凍こおりついた二人に、明らかに入っていい場面ではなかったと気がついたのだ。

　しかし、後こう悔かいしたのも一瞬だった。というのも、視線の先に目に涙なみだを溜ためている少女がいたからだ。彼女の全身が、救いを求めて震えている。
















　考えるよりも先に、体が動いていた。

「おいで」

　手を伸ばすと、少女はすがりつくようにロミオの手を握った。そのまま、男の手からもぎとるようにして少女を奪う。

「待て！」

　我に返った男が少女を取り戻そうと手を伸ばす。けれどもロミオは軽々とその手をかいくぐり、少女を伴ってその場を後にした。

　この行動が後に、なにを生みだすかも知らずに──




　中庭まで来てようやく、ロミオは足を止めた。熱を持った頰に夜風が心地ここち良よい。

　額に浮かんだ汗を拭ぬぐおうとして、ロミオはまだ自分が仮面をつけたままだったことに気がついた。煩わずらわしくなって、仮面をもぎとる。それから、手をつないだまますぐ後ろにいる少女のことを思い出した。考えなしに連れだしてきてしまったけれど、問題なかっただろうか。

　彼女に声をかけようと振り返りかける。けれどその時、またしても違和感を覚えてロミオは固まった。

　唐突に、昔聞いた神話のことを思い出したのだ。妻を死後の世界から連れ戻しに行った男が、帰り道に振り返ったがために永遠に妻を失ってしまったという神話のことを。




　ジュリエットもまた、不思議な感覚に囚とらわれながら目の前にいる青年の背中を見上げていた。

　すらりと伸びた背中に、なにか直感めいたものを感じる。彼が振り返ったら、とんでもないことが起きるのではないかという、予感が。

　それでも、青年は振り返った。その刹せつ那な──




　世界の全てから、一切の音が消え去った。




　青年の青く透き通った瞳は、まるで凪ないだ冬の湖のようだった。静かで穏やかなのに、その奥おく深ふかくには底知れぬ時の流れを思わせる静せい謐ひつさが秘められている。

　そして少女の淡あわく柔らかな榛色の瞳は、まるで星々のきらめきのようだった。遠く、届かないもののように、そして目を離した隙に消えてしまいそうな危うさを持ちつつも、芯しんの強さを感じさせる輝きを秘めている。

　音の消えた世界で、二人はただ言葉もなく見つめ合った。

　舞踏会の喧騒も、ダンスのための音楽も、なにも聞こえない。

　見えるのはただ、青年の瞳だけ。

　聞こえるのはただ、少女の息いき遣づかいだけ。

　初めて視線を交差させたロミオとジュリエットは、瞬まばたきをするのも忘れてただお互いを見つめ続けていた。

　自分の思考も理性も飛とび越こえて生まれる感情があるということを、二人は初めて知った。そして、その想いが嵐あらしのようにそれまでの全てを吹き飛ばしてしまうということも。

　そんな中二人が手を重ね合わせるのは、自然なことのように思えた。

　熱を持った二人の手が、改めて絡み合う。

　自分の指に絡まった少女の指の細さに、ロミオは喘あえいだ。触れてはいけないものに触れてしまったような気がして、自分の罪深さが恐ろしくなる。

　彼女の瞳を見ていると、なぜこんなに胸が苦しくなるのだろう。愛おしさが溢れ、ロミオは泣きそうな顔でくすりと笑った。

「なんだか、僕の卑いやしい手で君を汚よごしてしまったような気がするよ。こんなにも、君が愛らしいから」

　普段のロミオは、こんなに気き障ざな台詞を言う男ではない。ただ彼女と出会った衝撃に、自然と口をついて出てしまったのだ。一瞬、彼女が驚くだろうかという懸け念ねんが脳のう裏りをよぎったが、すぐさまそれも飛び去った。彼女なら、自分の言葉を素直に受け止めてくれると、何故か思ったのだ。

「でも、この手は離せないみたい。……だからせめて、巡じゆん礼れいという名の唇で、聖者様の手を清めさせて」

　甘く囁いて、ロミオは少女の手を捧ささげ持つように引き寄せると、手の甲にそっとくちづけた。

　優しく柔らかく触れたその唇に、ジュリエットは目を瞑った。同じくちづけなのに、どうしてこうも違って感じられるのだろう。触れられたところから、温かさが全身に広がり、先程の恐怖など塗ぬり変えられてしまうようだった。

　唇が、吐息と共に離れていく。そのことを名残なごり惜おしく思いながら、ジュリエットは首を横に振った。

「巡礼様。そんなことを言ってはあなたの手が可哀想だわ。こんなに信心深いのに」

　ジュリエットもまた、気がつけばそう囁いていた。自然と、言葉が溢あふれてくるようだった。こんな感覚は初めてのものであり、戸惑いつつもジュリエットはその流れに身を委ねた。重ね合わせていた手を離し、今度は向かい合うようにして手を合わせる。

「聖者の手は、巡礼が触れるもの。こうして、手を合わせるのをくちづけと呼ぶのよ」

　触れた少女の手は小さく、ロミオはひどく心をかき乱されるのを感じた。彼にとってもまた、初めての感情だった。彼女の笑顔が、星明かりにきらめく瞳が、全てが愛おしい。

「手を合わせるのがくちづけ、ね。でも、聖者や巡礼にも唇があるでしょう？」

　相手の唇を見つめながらロミオが微笑むと、彼女はぱっと頰を赤く染めた。

「唇は、祈るためのものだわ」

　少女は恥はじらうように目を伏せたが、拒絶の兆きざしは見られなかった。

　指を絡め、彼女の顔にそっと顔を寄せる。

「それなら愛しい聖者様。──手がすることを、唇にもさせて」

　耳元で囁かれた声に、ジュリエットははっと顔を上げた。彼の言わんとすることを悟ったからだ。心臓が早はや鐘がねを打ち、間近に迫った彼の真しん摯しな眼差しに身動きが取れなくなる。名前も分からない青年だ。それでもどうしようもなく彼に惹かれ、ジュリエットは絡めた指に力を込めた。

「聖者の像は動かないわ」

　微笑んだジュリエットに、青年は息を吞んだ。その瞳が、たちまち熱を帯びる。

「じゃあ、ずっと動かないで──」

　掠かすれた声が耳じ朶だを打った。頰に手が添えられ、あっと思う間もなく引き寄せられる。

　初めてのくちづけは、躊躇ためらいがちで控えめなものだった。僅かに触れただけの掠かすめ取とるようなくちづけだったが、ジュリエットは体中に響く痺れを感じて彼のことを見つめた。

　彼なのだ。自分が、ずっと探していた恋人は。

　なにも、考えられなかった。愛おしい気持ちだけで体中が満たされていく。

　そしてロミオもまた、溢れるような想いに支配されていた。

　世界中の全てが目に入らなくなり、ただそこにいる少女を見つめることしかできなくなる。この心は、今まで恋をしたことがあっただろうか。いや、ない。今夜この時まで彼女に出会っていなかったのだから。

「君の唇で、僕の罪が清められたみたいだよ」

　ロミオは、彼女の唇にそっと指で触れ、優しくなぞった。

「本当？」

「うん」

　無む邪じや気きに笑う青年に、ジュリエットはつられて微笑んだ。自分を優しく撫でる彼の指が、慈いつくしむような眼差しが、全てが愛おしい。

「ふふっ。ということは、あなたの罪は私の唇に移ってしまったのね」

　お返しにというようにジュリエットが青年の唇にそっと指を滑すべらすと、彼は驚いた顔をした。

「僕の唇から？」

「ええ」

　頷いた途端、青年は切なげに顔を歪ゆがめ、ジュリエットのことを強く抱きしめた。ぴたりと合わさった肌に、息が止まりそうになる。線の細いしなやかな青年だったけれども、こうして抱きしめられると彼もまた、一人の大人の男性だということがはっきりと感じられたからだ。

　けれど、嫌悪感はない。ただ、愛おしさが増しただけ。

「じゃあ、その罪を返して。僕の唇に──」

　吐息が、唇に触れる。

　二度目のくちづけは、嵐のように激しいものだった。荒あら々あらしく奪われる唇に、ジュリエットはめまいを感じて夢中で彼にしがみつく。

　水で溺おぼれた人が懸命に空気を求めるように、二人は唇を重ね合わせていた。互いの存在だけが、この世界でたったひとつの真実のように感じられる。

　夜空の星が瞬またたく中、二人の影は重なり合い、くちづけを交わす時は永遠に続くように思われた。

　けれども、運命の女め神がみは彼らをそのままにしておくことはない。二人を引ひき裂さく声が、中庭に響き渡ったのだ。

「お嬢様！　お嬢様、どちらですか！　奥様がお呼びですよ」

　乳母の呼ぶ声に、ジュリエットはすぐさま現実に引ひき戻もどされた。弾はじかれたように、青年から飛び退すさる。

　離れがたかった。すがるようにジュリエットは青年を見つめたが、今一度乳母に呼ばれ、今度こそ彼に背を向けた。

「ごめんなさい。私、行かないと」

「あ……」

　ロミオは思わず手を伸ばしたが、それよりも先に少女は小鳥のようにするりとロミオの手をすり抜けて行ってしまった。

　名残惜しそうにロミオのことを幾いく度ども振り返りながらも、少女が広間のほうへと駆けていく。そこに、中年の女が姿を表した。

「お嬢様！　こんなところにいたんですか！　早く、奥様が玄げん関かんのほうでお待ちです」

「ええ、分かったわ」

　広間の客人の中へ紛まぎれていく少女の後ろ姿を、ロミオは呆然と見送った。心臓が、嫌な音を立てる。

（まさか──）

　お嬢様という呼び名も、奥様が待っているという言葉も、不吉に響く。ロミオは、少女を呼びに来た中年の女の後を慌てて追った。

「ねえ。待って」

　声をかけると、女は怪け訝げんそうに振り返り、そしてロミオの顔を見るなりぱっと目を輝かせた。

「まあ！　なんです、お若い方？」

　こういう時、てきめんの効果を生むのがロミオの端整な容姿だった。少女めいた整った面おも差ざしに女ならば誰もが目を奪われ、彼の頼みごとを聞いてやりたくなるのだ。

「奥様、って誰？」

　女が自分の顔を興味深そうに見ているのにも気づかずに、ロミオは喘ぐように聞いた。

「奥様？」

「さっきの女の子に、奥様が玄関のほうで待ってる、って言ってたでしょ？」

　声を小さくして聞いたロミオに、女は合点がいったように頷いた。

「ああ、それはもちろんこのお屋敷の奥様ですよ。そりゃあいい奥様なんですよ。ご聡そう明めいでご貞てい淑しゆくで」

「この、お屋敷の奥様？」

　目を見張ったロミオに、女は機嫌良さそうにころころと笑った。

「ええ。つまり、今私が話していたお嬢様は、この屋敷の奥様の娘。キャピュレット家の一人娘、ジュリエットお嬢様なんですよ。そして私はそのお嬢様の乳母。どうです、驚いたでしょう」

「!!」

　乳母はその後もなにか話していたが、もうロミオの耳には入ってこなかった。地面が足元から崩くずれ落おちていくような絶望が、胸を締しめ上げる。

「彼女がキャピュレット家の、ジュリエット──？」

　キャピュレットとは、モンタギューと敵対している家の名前ではなかったか。

　そして自分は、モンタギュー家の跡取りではなかっただろうか。

（うそだ）

　歯を食いしばって、ロミオは走りだした。大勢の人をかき分けて広間を横切り、玄関のほうへと向かう。

　そして、扉の前に立つ少女の姿を見て立たち竦すくんだ。彼女は確かに、この家の主人であるキャピュレット卿とその夫人に挟まれて、帰りゆく客人たちを見送っていたのだ。




　宴はもう、終わる頃合いだった。

　母に呼よび戻もどされたジュリエットは、気の乗らない様子で客人たちを見送っていた。心を占めるのは、先程の青年。ジュリエットとくちづけを交わした名も知らぬ青年のことだった。

（あの方は、どなただったのかしら）

　名前も聞かずに別れてしまった。それでも、あの場で彼の素す性じようを知ることは躊躇ためらわれた。もしも彼に妻がいるのであれば、墓が自分の新床となるかもしれないからだ。

（でも、このままあの人を忘れることなどできないわ……）

　これほどまでに激しく心がかき乱されるのは初めてだった。こんな感情を知って、今までのように生きていくことはできない。

「ジュリエット様、どうなさったんですか？　そんな憂ゆう鬱うつそうな顔をして」

　気がつくと、乳母が横に立っていた。

「ばあや……」

　この胸に溢れる想いをどのように伝えようかとジュリエットが悩んでいたその時だった。

　視界をあの青年が横切り、ジュリエットはあっと息を吞んだ。今まさに、彼は帰ろうとしていた。友人らしき人が二人、彼を取り囲んで歩いている。そのため顔はよく見えなかったが、あのすらりと伸びた体に柔らかい金の髪は間違いなく、あの青年だ。

「ばあや！　あの方はどなた？」

　思わず声をあげると、乳母は驚いて辺りを見回した。

「あの方ってどなたですか？」

「あの、金の髪の人よ。ほら、今赤毛の男性と黒髪の男性と一いつ緒しよにいる……」

「まあ、あの青年ですね！　そういえばどなたでしょう……」

　首を横に振った乳母に、ジュリエットは必死に頼たのみ込んだ。

「お願い、ばあや。あの方の名前を聞いてきて。どうしても、知りたいの」

「ええ……。分かりましたよ」

　ジュリエットの心の内を知ってか知らないでか、乳母は早速彼のほうへ行き、そして二三言言葉を交わしてからすぐに戻ってきた。その顔には、困こん惑わくの表情が浮かんでいる。まるで、不快なものを耳にした時のような顔だ。

「どなただったの？」

　恐る恐る聞くと、乳母は唸るように言った。

「ロミオですって。モンタギューの」

「モンタギュー……？」

「ええ。憎い仇の一人息子ですよ！」

　乳母の言葉が矢のようにジュリエットの胸を刺した。

（うそ）

　そんな残ざん酷こくなことがあって良いのだろうか。

　告げられたあまりの真実によろめいて、ジュリエットはすぐそばの柱に手をついた。

　初めて知った、恋こい心ごころだったのだ。それなのに、まさか敵であるはずの人を愛してしまっただなんて。

　ジュリエットは胸の痛みに喘ぎながら、遠ざかっていくロミオの背中を見つめた。どこか淋さみしげに見える後ろ姿に、胸が甘く痛む。

（生まれた時からこの恋は、不吉な運命のようだわ……）

　だが彼がモンタギューのロミオだと知っても、この心の疼きは消え去らなかった。知らずに会うには早すぎ、知った時にはもう遅すぎた。

　一度炎の点ともった愛おしさは、けして、誰にも消せはしないのだから。
















　古き恋れん情じよういまはなく、

　新たな愛ぞ生まれたり。

　彼かの人いまは消え去りて、

　ジュリエットのみ輝かがやけり。

　その面おも影かげに魅みせられて

　思い思わる仲なれど、

　彼の恋こうるは敵なる身、

　彼かの女じよ慕したうは毒ある実。

　敵と目さる彼なれば

　恋を誓ちかわんすべもなし、

　慕い焦こがるる彼女にも

　逢おう瀬せの道は閉ざさるる。

　苦難のりこえ相会うは

　恋と時との力のみ。





『ロミオとジュリエット』

ウィリアム・シェイクスピア

訳＝小田島雄志
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　酔よっ払ぱらってすっかり上じよう機き嫌げんのマーキューシオとベンヴォーリオの後ろを歩きながら、ロミオは気もそぞろだった。

　浮うかぶのは、あの少女の微笑ほほえみ。ジュリエットの眼まな差ざしだった。

　陶とう器きのように白い肌はだ、控ひかえめだけれども芯しんの強さを感じさせる榛はしばみ色いろの瞳ひとみ。彼女の姿は、まるで松明たいまつに正しい輝かがやき方を教えているようだった。

（ジュリエット──）

　彼女のことばかり考えてしまうのは、自分でも驚おどろきだった。昼まで、自分が誰だれかに恋をするなどとは思ってもいなかったのだ。惚ほれっぽいマーキューシオを馬ば鹿かにしてさえいた。

　それだというのにどうだろう。今では、彼女がそばにいないことが耐たえられない。時間が経たてば経つほどに想おもいは募つのり、この熱は冷めそうになかった。キャピュレット家の娘むすめだろうと、もはや関係ない。

（ああ、もう駄だ目めだ）

　心がここに残っているのに、どうして足を進めることができるだろう。

　家へ戻もどることはできなかった。ロミオはひっそりと足を止めると、前を行く二人に気づかれないように引き返した。

　こういう時、気まぐれな猫ねこのように誰にも告げずにふらりとどこかへ行ってしまえるのが、ロミオという青年だった。

　音も立てずに跳ちよう躍やくし、軽かろやかな仕草で塀へいを登る。

　マーキューシオたちが気がついたのは、ちょうどロミオがキャピュレット邸ていの塀の向こうに姿を消した頃ころだった。

「あれ、ロミオがいない」

「え？」

　振ふり返かえったベンヴォーリオは、つい先さき程ほどまでいたはずのロミオの姿がこつ然と消きえ失うせているのを見て深いため息をついた。

「また勝手にどこかに行ったのか。叔お母ばさんにあれこれ問いつめられるじゃないか」

　ロミオがこうして姿を消すのは、よくあることだった。そのためベンヴォーリオは、叔母でありロミオの母のモンタギュー夫人によく言われているのだ。ロミオから目を離はなさないで欲ほしい、と。

　その言いつけを守り彼のそばに付き従っているベンヴォーリオだったが、幼おさな馴な染じみであっても彼の行動は予測ができない。結局いつもこうしてロミオを見失い、そのたび心配する叔母を宥なだめることになるのだ。

「マーキューシオ。お前は、ロミオがどこに行ったか思いつくか？」

　試ためしに問いかけてみると、マーキューシオはにやっと笑った。

「そりゃあもちろん、この時間にどこかへ行くとしたら女のところだろう」

「女!?　まさか、ロミオに限って」

「おいおいベンヴォーリオ。ロミオの顔、見てなかったのかよ。ありゃ恋わずらいしてる男の顔だったぜ。おおいロミオ！　そうなんだろー！　この浮うわ気き者もの！　色男！」

　マーキューシオは、他愛のない言葉を口にしながらロミオを大声で呼び立てた。つまりは、酔っ払っているのだ。この男に聞いたのが間ま違ちがいだったと思いながら、ベンヴォーリオはマーキューシオの肩かたを軽く揺ゆすった。

「おいマーキューシオ。悪あく態たいはそれぐらいにしないとロミオも怒おこるだろう」

「この程度じゃ怒らねーよ。あの気まぐれロミオだからな。おおいロミオ！　呪じゆ文もんで呼び出してやるぞ！」

　マーキューシオは酔よいに任せてロミオの名を呼び続けていたが、返事はない。本気でロミオは、どこかへ行ってしまったのだ。

　聞こえてくるのは、木々の葉は擦ずれの音ばかり。その静けさに、ベンヴォーリオはふと不安を覚えた。根こん拠きよなどなかったが、何な故ぜかロミオがこのままいなくなるのではないかと思ったのだ。

　元より、ロミオにはどこかへ行ってそのまま行方ゆくえをくらますのではないかというような危あやうさがあった。あの美しいかんばせが、そう思わせるのだ。妖よう精せいか悪あく魔まに魅み入いられ、そのままどこかに連れ去られるのではないか、と。

「ローミオー！　帰っちゃうぞー！」

　まだなお騒さわぎ立てるマーキューシオの肩を、ベンヴォーリオは強く摑つかんで黙だまらせた。

「マーキューシオ。いい加減そのぐらいにしておけ。……きっと、そのうち帰ってくる」

「分かったよ」

　自分に言い聞かせるようにベンヴォーリオが言うと、思ったよりも素す直なおにマーキューシオは頷うなずいた。その目が、とろんと眠ねむ気けを浮かべている。好き勝手に喚わめいたら今度は眠ねむくなってきたのだろう。相変わらずの身勝手さだ。

（これだから、酔よっ払ぱらいはたちが悪いんだ）

　ベンヴォーリオの呆あきれにも気づかず、マーキューシオはあくびをしながら歩き始めた。

「じゃあ家に帰って寝ねるとするか。野天のベッドじゃ寒くて眠れそうにないからな」

「ああ」

　ふらふらと歩いて行くマーキューシオを追いながら、ベンヴォーリオは振り返った。

　後ろには、深い夜や闇あんが広がっている。

　松明の光の届かない闇。その闇に、すでにロミオは吞のみ込こまれてしまったような気がした。




　身軽に塀を乗のり越こえ、暗い庭に降り立つ。

　ロミオは、木々の隙すき間まから漏もれる光を頼たよりに、足音を忍しのばせて歩いていた。

　ここは多分、キャピュレット家の裏庭だろう。

　好き放題に木々が生おい茂しげり、林のようになっている。身を隠かくすには好都合だったが、あまり手入れのされていない茂しげみの中を歩くのは、身軽なロミオであっても骨が折れる作業だった。

　その上、ジュリエットの部屋がどこにあるのかが分からない。それどころか、こうして仇かたきの家の庭を歩いているところを見み咎とがめられれば間違いなく殺されるだろう。

　分かってはいても、怖こわくはなかった。恋という名の翼つばさがロミオに慎しん重ちようさを忘れさせ、代わりに無む謀ぼうとも言える勇ゆう猛もうさを与あたえていたのだ。

　そこへ、前まえ触ぶれもなく二階の窓が開いた。

　慌あわてて木々の陰かげに隠れたロミオだったが、二階のバルコニーに姿を現した人を見て、我を忘れた。

　そこにいたのは、ジュリエットだったのだ。
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　ジュリエットは眠ることができず、一人バルコニーに出て夜空を見上げていた。

　ひんやりとした夜風が、白くゆったりとしたネグリジェの裾すそをはためかせる。

　風は、火ほ照てったジュリエットの頰ほおを優やさしく冷ましたが、心に点ともった熱が消える気配はまったくなかった。

　甘あまく鈍にぶく、胸が痛む。恋とは、なんて苦しいのだろう。

　こうして宴うたげを離れ、一人冷静になればすぐにこの想いも落ち着くだろうと思っていた。先程あんなにも我を忘れたのは、彼がそばにいたから。一人になればきっと、今までのジュリエットに戻れると思ったのだ。

　けれど、いくら自分に言い聞かせ冷静になろうと努めても、消えない想いがあるのだと知った。むしろ、時が経つほどに強くなるようだ。

「ロミオ……」

　気がつけばその唇くちびるは、愛おしい人の名を呟つぶやいていた。

　名前を口にした途と端たん、甘かん美びな幸福感が膨ふくらむ。

（ロミオ、会いたい……）

　会ってもう一度、あの涼すずしげな瞳を見て言葉を交かわしたかった。けれども、キャピュレット家の一人ひとり娘むすめであるジュリエットには、それができない。彼は、モンタギュー家のロミオなのだから。

「ロミオ……どうして、あなたはロミオなの？」

　残ざん酷こくな現実に打ちひしがれて、ジュリエットは嘆なげいた。モンタギュー家のロミオという名前、それだけが最大で度どし難がたい恋の障害だった。

「ロミオ。あなたがロミオという名前を捨ててくれたらいいのに。そうすれば、私もキャピュレットの名を捨てるもの」

　父との縁えんを切り、ただ一人の男と女としてまた出会うことができたら、どんなにいいだろう。だがいくら夢想しても、それは甘い夢にしか過ぎない。名前を捨てて生きることなど、若く力も持たない二人にできるはずもないのだ。

　それでもジュリエットは祈いのらずにはいられなかった。彼がロミオでなくなり、ただの青年となってくれることを。

「モンタギューという名前を捨てても、あなたはあなただわ。モンタギューという名前は、手でも足でも、胸でも顔でもない。人間の体のどの部分でもないのよ。だから、別の名前になって、ロミオ」

　バルコニーの手すりに頰ほお杖づえをつきながら、月を仰あおぎ見てジュリエットは囁ささやいた。行き場をなくした恋こい心ごころが、ジュリエットの想いを言葉に変えて唇を震ふるわせる。

「私たちがバラと呼んでいる花を別の名前にしても、その美しい香かおりはそのままよ。だから、ロミオという名前をやめたところで、あなたは何一つ変わらない。だからねえ、ロミオ。どうかその名前を捨てて。……そして、どうかその代わりに、この私を受け取って」




「──受け取るよ」




　夜の闇の中から響ひびいた声に、ジュリエットはぎょっとしてしゃがみ込んだ。よもや誰かが聞いているとは思いもしなかったのだ。

「だ、誰？」

　うろたえながらも、ジュリエットは恐おそる恐おそる立ち上がり、バルコニーの外へと視線を向けた。この切なる想いを、誰かに聞かれるわけにはいかない、秘められるべき告白だ。人の姿を探して懸けん命めいに目を凝こらしていると、くすりと笑う声が聞こえた。

「恋こい人びとって呼んでくれたらいいんじゃないかな。それが僕ぼくの新しい名前だから」

　甘く響く声だった。

　木々の合間から聞こえてきた涼やかな声に不安と狼ろう狽ばいが消え、驚きと喜びが胸に訪おとずれるのをジュリエットは感じた。聞き覚えのある声。これは──

「まさか、ロミオ……？」

　彼の声を浴びるように聞いたわけではなかったけれど、分かる。初めて見つけたただ一人の恋人のものなのだから。

「ねえ、ロミオなんでしょう？　モンタギューの」

　バルコニーから身を乗りだして問いかけると、すぐそばの木が揺れ、生い茂る葉の向こうからひょっこりとロミオが姿を現した。

「違ちがうよ、僕はロミオじゃない。君がその名を嫌きらうから、ね」

　軽やかな仕草で、ロミオはジュリエットの目の前までやってきた。それでもバルコニーには降りてこない。あくまで侵しん入にゆう者としての遠えん慮りよがあるのか、木の上に足を置いたまま、上半身だけを乗りだす。

　片手を手すりに置いて体を支えると、ロミオはもう片方の手をジュリエットに伸のばした。
















　そこまで来ても、ジュリエットはこれが現実とは思えなかった。自分の願望の見せた幻まぼろしかなにかだと思ったのだ。

　しかし、ロミオの指が頰に触ふれた途端、それは気のせいだったことが分かった。指は熱っぽく、確かな存在感を示している。今度こそ、ジュリエットが驚く時だった。

「夢じゃ、ないの？　本当にいるの、ロミオ」

　確かめるように、手すりに置かれた手に手を重ねる。それでも信じられずに驚いたままでいると、ロミオはいたずらっぽく微笑んだ。

「うん。いるよ。会いに来たんだ」

「でも……どうやって？　庭の塀は高いのに……」

　言ってからはたと気がついた。ここは、ジュリエットの家だ。もしロミオが見つかったらどうなるのだろう。

　モンタギューの人間とキャピュレットの人間は、言うなれば親の敵のように互たがいを憎にくんでいる。街中で顔を合わせるだけで、醜みにくい争いになるのだ。

　ここにいることが分かったら、間違いなく酷ひどい仕打ちを受けるだろう。最悪、殺されるかもしれない。あまりに危ない綱つな渡わたりなのだと気がついたジュリエットは、青ざめてロミオの顔を見上げた。

「駄目よ、ロミオ。この場所は、あなたにとっては死を意味するのよ」

　そばにいたい気持ちを押おさえつけて、ジュリエットは逃にげるように一歩下がる。

　ジュリエットは真しん剣けんに危険を説いたつもりだった。それなのに、ロミオは分かったと頷いてはくれない。むしろ逃げる様子もなく、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるばかりだ。

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「でも、見つかったら殺されてしまうわ」

　万が一ティボルトにでも見つかったら最悪だ。ジュリエットはロミオの袖そでを摑んで必死に言ったが、ロミオは問題ないというように微笑んだ。

「二十本の剣けんに刺さされることよりも、君と会えないほうが辛つらいよ」

「でも……」

「君に愛されないなら、生きていても意味がないんだ。君の愛がないまま生きるぐらいなら、見つかって殺されたほうがいい」

　ロミオが囁いた瞬しゆん間かん、夜風がさあっと押おし寄よせた。

　ジュリエットの亜あ麻ま色いろの髪かみが、ロミオの柔やわらかい金の髪が、揺れる。

　すべてを包つつみ込む海のように深く澄すんだ眼差しに見つめられ、ジュリエットは息をすることも忘れて立たち尽つくした。

　彼の姿しか視界に入らなくなり、その瞳から目が離せなくなる。

　ただただ、今が夜であることをジュリエットは感謝した。でなければ、この真っ赤になった顔をロミオに見られてしまっていただろう。

「ロミオ、私……」

　彼の言葉に応えるように想いを告げようと口を開いたジュリエットは、違い和わ感かんを覚えて言葉を詰つまらせた。自分はさっき、ロミオに捧ささげるための言葉を口にしていなかっただろうか。そして、それをロミオ本人に聞かれていなかっただろうか──

　急にいたたまれなくなってきて、ジュリエットは両手で顔を覆おおって背を向けた。一人のつもりで夜空に語りかけていたあの告白を、聞かれていたのだ。どんな顔をして、ロミオを見ればいいのか、分からない。

「ジュリエット、どうしたの？」

　驚いた声を上げるロミオに、しかしジュリエットは首を横に振ふることしかできなかった。

「だって、あんな告白を聞かれてしまったんだもの！」

「あんな告白？」

「さっき、私が胸の内を晒さらしてしまったのを、あなたは聞いていたんでしょう？」

　恐る恐る振り返ってロミオの顔を見上げると、彼は相変わらず愛おしそうにジュリエットを見ていた。

「──うん。聞いてた」

　嬉うれしそうに、頰を僅かに染めながらロミオが笑う。その無む邪じや気きな顔にますます羞しゆう恥ちが募った。

「ごめんなさい。私を軽けい率そつな女だと思ったでしょう？」

　想っていることを心のままに言うのは、慎つつしみのない行こう為いだ。泣きそうな顔でうつむいていると、ロミオの温かい手がジュリエットの頰を包み込んだ。

「なんで？」

　ふっと微笑んで、ロミオがジュリエットの顔を覗のぞき込む。

「すましてる子よりも、ずっといいよ」

「あ……」

　顔を引き寄せられ、自然な仕草で唇が重なった。

「僕は、君の気持ちが聞けて嬉しかった。だって、君が好きなんだ」

　くすっと笑って、ロミオはジュリエットの額に額をこつんと合わせた。

「ねえ、ジュリエット。僕は、このままの君が好きだよ。だから、恥はずかしがらなくていいんだ」

　囁かれた声に、ジュリエットは泣きそうになって微笑んだ。

　ひかれあうように、二人の唇が重なった。触れては離れ、離れてはまた重なる。夜空にきらめく美しい星に目もくれず、二人はくちづけに夢中になった。

「ジュリエット。君をずっと愛することを誓うよ。あの果樹の梢こずえを銀一色に染める清せい浄じような月にかけて──」

　甘い誓いの言葉だった。けれどもジュリエットは聞いた途端何故か悲しさを覚えた。多分、月に誓われるのは嬉しくなかったからだ。

「ジュリエット？」

　眉まゆを下げたジュリエットに、ロミオが驚いたように目をぱちくりとさせる。

「嫌いやだった？」

「ううん、そういうわけじゃないわ。ただ、月に誓うのが嫌だと思っただけ。だって、移り気な月はすぐにその姿を変えてしまうんだもの……」

　姿を変えるものに誓うということは、その想いまで形を変えてしまいそうだとジュリエットは思ったのだ。ロミオは、しばらく思案してから言った。

「じゃあ、なにに誓えばいい？」

「誓わなくていいわ」

　ジュリエットの言葉に、ロミオは途と方ほうにくれた様子だった。ならばこの想いをどう伝えればいいのかと悩なやんでいるようだ。ジュリエットのことを想って真剣に悩む姿が愛おしく、ジュリエットは嬉しくなって言った。

「どうしてもと言うなら、あなた自身に誓って」

「僕に？」

「だって、私が信じられるのはあなただけだもの」

　この世界でなにを信じられなくなっても、ロミオだけはいつまでも信じられると思った。彼こそが、自分の崇すう拝はいする神なのだ。

　ジュリエットの言葉に、ロミオは息を吞んでジュリエットの頭を搔かき抱いだいた。

「誓うよ。誓う。何度だって──」

　再び二人は、唇を重ね合わせた。触ふれ合った手は熱く、夜風の冷たさすら感じられなくなる。ロミオは木の上にいたはずだったが、気がつけばバルコニーに降りていた。多分、くちづけに夢中になっている間に、遠慮も恥じらいも忘れたのだ。

　近くなったロミオの背中に腕うでを回すと、彼の肌が僅かに汗あせばんでいるのが分かった。薄うすいネグリジェ越ごしに伝わってくる体温に、自分の激しい鼓こ動どうの音が聴きこえるのではないかと不安になる。それでもジュリエットは、離れられなかった。

　お互たがいに背中に腕を回しながら、吐と息いきを絡からませてくちづけを交わし続ける。

　ふと、風に煽あおられてロミオの柔らかい髪がふわりとなびいた。それと同時に、若木を思わせるような慕わしい香りが鼻を掠かすめる。それがロミオの香りだと気がついたジュリエットは、一気に頭が白くなるのを感じた。

　ロミオは自分とは別個の存在だということ、そして男性だということが急にはっきりと思い出されたのだ。

「ジュリエット？」

　思わずジュリエットがその腕から逃にげだしてしまうと、彼はびっくりして目を丸くした。まさか、逃げられるとは思わなかったのだろう。驚きの次に戸と惑まどいの表情を浮かべたロミオに、ジュリエットは慌てて言った。

「ごめんなさい。急に、その、恥ずかしくなって……」

　小さな声で説明すると、彼にも合点がいったらしい。

　火照った頰に手を当てるジュリエットを見て、ロミオが意地悪く目を細める。

「へえ、可か愛わいい。これぐらいで照れちゃうんだ」

「だって、……初めてなんだもの」

　誰かを愛したのも、くちづけを交わしたのも、ロミオが初めてなのだ。恨うらめしげに見やると、ロミオは幸せではちきれんばかりの表情を浮かべて間近からジュリエットの顔を覗き込んだ。

「僕も、初めてだよ」

「本当に……？」

　あまりに手慣れた様子だからロミオまで初めてだとは思わなかった。疑うたぐる眼差しでジュリエットが見ていると、ロミオは無む邪じや気きに微笑んだ。そうして笑うと、思いの外ほか幼く見える。

「うん、本当。こんなに誰かを好きになるのも、くちづけに夢中になるのも初めてだよ。……ずっと、知らなかった。恋をすることがこんなに幸せだってこと」

　柔らかい金の髪を搔かきあげて、照れくさそうにロミオは言う。

「友達にも、いつも言われてたんだ。恋を知れって。でも、ずっと面めん倒どうだと思って遠ざけてた……。それなのに、変だな。今は君のことしか考えられない」

「ロミオ……」

「恋って、本当に突とつ然ぜんに来るものなんだね。なんだか、自分が生まれ変わって別の人間になったような気がするよ」

　それは、ジュリエットも同じだった。

　恋を知る前、この世界は色あせて見えていた。景色が遠く、生きた実感を得られない。それなのに今、ジュリエットの心臓は脈打ち、体中に熱い血が駆け巡めぐる。自分は生きているとはっきり感じられるのだ。

　ジュリエットが黙ったままロミオを見上げていると、今度は遠慮がちに、壊こわれ物ものに触れるようにロミオがジュリエットの体を抱き寄せた。恥ずかしがるジュリエットに遠慮しつつも、抱きしめずにはいられなかったのだろう。ジュリエットはしばらく体を硬くしていたが、やがておずおずとロミオの肩に頭をもたせかけた。

　ロミオは、しばらく黙ってそうしていたが、ぽつりと呟いた。

「ずっと、こうしてたいな」

「ずっと、ってずっと……？」

「うん、ずっと」

　ふふっ、と笑う息が頭にかかる。

（ずっと、こうしていられたら──）

　ロミオのことだけを考えていられたら、どれだけ幸せだろう。つかの間夢想したジュリエットだったが、現実を忘れようとすればするほどに、大きな問題を意識せずにはいられなくなった。

　キャピュレットと、モンタギュー。

　ただの名前のはずのそれは、ジュリエットに夢を忘れさせる重石おもしだった。

「私もずっとこうしていたいわ。でも……ロミオは帰らないと」

　絡め取ろうとする幸福に抗あらがって、ジュリエットは懸命にロミオの胸を押した。万が一誰かに見咎められたら、ロミオの命はないのだ。朝になる前に、彼を帰さなければならない。

「おやすみなさい、ロミオ」

「もう？」

　ジュリエットは必死なのに、ロミオは駄だ々だをこねる子供のように言った。

「やだよ。まだ、君と一いつ緒しよにいたい」

「ロミオ……」

　名残なごり惜おしさを感じつつも、ジュリエットは首を横に振った。

「私も一緒にいたいわ。でも、ここにいたら危険が増すばかりだもの」

　それに、ロミオとは今日出会ったばかりだ。それなのにこんなにも離れがたく思われるのが、恐おそろしかった。きっと、これ以上そばにいれば更さらに多くのものを望んでしまうだろう。

「この恋のつぼみは、夏のはぐくむ息い吹ぶきを受けて、今度会う時にはきっと美しい花になっていると思うわ。だから今日は、おやすみなさい」

　ロミオは、しばらく返事を渋しぶっていたが、ジュリエットの気が変わらないのを見て取ると諦あきらめたように頷いた。

「……分かった」

　それでもロミオは、立ち去らなかった。その目に姿を焼き付けようとするように、じっと水底のように青く澄んだ瞳でジュリエットのことを見つめる。その顔が、ふと歪ゆがんだ。

「……やっぱり、我が慢まんできないよ。君をこの腕よりも遠くへ行かせたくない」

　ジュリエットの腕を摑んで引き寄せると、睫まつ毛げが触れそうな距きよ離りでロミオは言った。




「ジュリエット。結けつ婚こんしよう」




「結婚……？」

　今日は、この問いかけを何度しただろう。頭の片かた隅すみでぼんやりと考えながら、ジュリエットはロミオの端たん整せいな顔立ちを見上げた。つまるところ、立派にジュリエットは混乱していたのだ。

「結婚って──」

「結婚すれば、一緒にいられるでしょう？」

　ごく当たり前のことのように、ロミオは言ってのけた。なんの障害もないのだと言うようなロミオの口ぶりに、いっそ清すが々すがしささえ感じてしまう。

　じわじわと言葉の意味が飲み込めてくると、今度はその言葉の持つ途と方ほうもない力に、ジュリエットは両手で口元を覆った。

「そんなこと、言ってしまっていいの？　きっと、大変なことばかりよ？」

「ジュリエットが僕のそばにいないこと以外に大変なことってあるの？」

「……っ!!」

　ロミオは、強いのだ。残酷な現実を捻ねじ曲まげようと思うぐらいに──。現実に抗わずに悩んでばかりいた自分が、ひどく臆おく病びよう者もののように感じられる。

　しようと思えば、できる気がした。たとえキャピュレットとモンタギューでも。

　そんなことも思いつかなかったのだと思いながら、ジュリエットは泣きそうな顔で微笑む。

「すごく、嬉しい。ありがとう──」

　しかしその時、残酷な現実を思い出してジュリエットは言葉を詰まらせた。ジュリエットは今、求きゆう婚こんされているのだ。それも、大公の親しん戚せきであるパリス伯はく爵しやくに。縁えん談だんを喜ぶ母の顔が、逆らうことを許さない冷ややかな眼差しが、脳のう裏りに甦よみがえる。

「でも、私……パリス伯爵と結婚させられてしまうかもしれない」

「パリス？」

「ええ。大公様の親戚よ。……さっき、舞ぶ踏とう会かいでロミオは私を助けてくれたでしょう？　実はあの場にいたのが、パリス伯爵なの。お母様にお話するように、って言われて……」

　その瞬間、ロミオの顔から表情が消えた。

「あいつが、パリス……？」

　ぞっとするような低い声だった。

「あんなやつと、結婚するの？」

「しないわ！　私、あんな人と結婚したくない。でも、お父様もお母様も乗り気で……」

　ジュリエットの言葉に、はっきりとした嫉しつ妬とがロミオの顔に浮かんだ。その双そう眸ぼうに嵐あらしのように激しい怒いかりが走る。

「あんなやつに、ジュリエットはやらない」

　ぐいと腕を引いて、ロミオはジュリエットのことを抱きしめた。息が詰まりそうなほど強い腕が、ジュリエットを閉じ込める。

「絶対に、やらない……」

　掠れた声だった。けれどもその声の裏に潜ひそむ激情を感じて、ジュリエットは呼吸ができなくなった。ロミオが、本気でジュリエットを愛してくれていると、ようやくこの時悟さとったような気がしたのだ。

「ジュリエット、もう一度言うよ。……僕と、結婚して」

　抱いていた手をほどくと、ロミオは体を離してジュリエットを真正面から見つめた。力強い青い瞳が、ジュリエットを貫つらぬく。

　迷うことはなかった。

　頷いて、ジュリエットは微笑んだ。

「ええ。……どうかあなたの妻にして、ロミオ」

「ジュリエット！」

　ロミオの顔に、みるみるうちに喜びが広がっていく。感かん極きわまって、ロミオは再びジュリエットを抱きすくめた。

「夜が明けたら、どこで結婚するかを教えるよ」

　結婚という言葉に、ジュリエットの胸にも喜びが広がった。本当にロミオの妻になれるのだという希望に、少しずつ満たされていく。

「ええ。……何時に、使いをやればいい？」

「九時に。いつ、どこで式を挙げるのかを伝えるよ」

　不思議と、急だとは思わなかった。こうするのが自然の流れで、ずっと前からそうすることが定められていたかのような錯さつ覚かくさえ起きる。

　ロミオの胸に顔を埋うずめていたジュリエットは、そっと顔を上げてロミオの顔を盗ぬすみ見た。何度見ても、愛おしい。この胸の想いは、どうやって言葉にすればよいのだろう。

　ジュリエットが見ていることに気がつくと、ロミオは幸せそうに微笑んだ。

　目と目が合うと、唐突にジュリエットは理解した。この想いは、言葉にしなくてもいいのだと。瞳を交わせば、伝わるものなのだから。

　吸い寄せられるように、二人の顔が近づく。その時だった。

「お嬢じよう様さま！　お嬢様ー！」

　部屋のほうから乳う母ばの呼ぶ声が聞こえ、二人ははっと我に返る。ここは、ジュリエットの家なのだ。

「ばあやだわ」

　すぐに戻らないと、バルコニーまで探しに来るはずだ。慌てて返事をすると、ジュリエットはロミオの手から抜ぬけだした。

「ごめんなさい。もう行かなきゃ」

「待って」

　部屋へ戻ろうとするジュリエットの腕を引き寄せ、ロミオは火花のように素す早ばやくくちづける。

「好きだよ。ジュリエット」

「ロミオ……」

　返事の代わりに、ジュリエットも背せ伸のびをしてロミオの唇に自らの唇を触れさせる。

　ジュリエットは、しばらく名残惜しくロミオのことを見つめていたが、乳母に再び呼ばれ、ついにロミオの手を離した。





[image: ]






　灯あかりのついた部屋へ消えていくジュリエットの後ろ姿を見送って、ロミオはバルコニーの床ゆかに崩くずれるように座すわり込んだ。もし乳母が気まぐれにバルコニーを覗のぞきに来たら──。そうは思うけれど、体は動かなかった。

　傷口に障さわるように、夜風がやけに体に染しみる。

「ジュリエット……」

　名前を囁ささやけば、体中が痛みを訴うつたえる。

　砂さ漠ばくで水を求める人のように、ロミオは喘あえいだ。ここに、この腕の中にジュリエットがいないことが耐えられない。

　今晩初めて出会ったとは思えなかった。ずっと、ずっと昔から一緒にいた錯覚さえ起きる。それほどまでにロミオにとってジュリエットの存在は、心の奥深くに根付いていた。こんなことはロミオにとって初めてだった。

　ちらりと顔を上げると、ジュリエットの部屋の灯りは消えていた。きっともう、眠ってしまったのだろう。ならば自分も帰らなければと思ったけれど、やはり足は動かなかった。

　彼女と心を通わせることができた喜びと、彼女が今この場にいない切なさが同時にロミオを襲おそう。たとえ帰ったとしても、眠れる気はしなかった。

（マーキューシオ、全然違うじゃないか）

　痺しびれるような喜びなんてものじゃない。

　恋を知るということは、この体が自分のものではなくなるということだ。今まで死人だったような体に魂たましいが吹ふき込まれるということだ。

　魂を得た体は重たく、苦しい。けれどもその代わりに、ロミオはこんなにも世界が美しいことを知った。頭上でまたたく星が美しいことも、頰を撫なでる夜風が優しいことも、ジュリエットに出逢わなければ知らないままだった。

　ジュリエットと巡り会ったから、ロミオはようやく生きる意味を知ったのだ。

　彼女がいなければ、自分は人になることすらできない。

「ジュリエット。君がいなきゃ、嫌だよ……」

　座り込んだ自分の膝ひざに額をつけてうなだれる。そうして、そのままの格好でどれだけいただろう。




「ロミオ」




　小さな囁き声が聞こえ、ロミオははっと顔を上げた。

「ジュリエット！」

　そこにいたのは、眠ったはずのジュリエットだった。静かに、と唇に指を当ててロミオのいる場所まで足を忍ばせてやってくる。

「眠ったふりをして乳母が部屋から出て行くのを待っていたの。……まだいて良かった」

　隣となりに座すわると、ジュリエットはロミオの首に抱きついた。その細い体を、強く強く抱きしめる。僅かに離れていただけなのに、それだけで胸がいっぱいになって泣きたくなった。そして、彼女も同じようにそばにいたいと思ってくれたことが嬉しい。

　二人は、しばらくそうして抱き合っていた。月がその位置を変えるのを黙ったまま眺ながめ、互いの体温を分け合う。

　それから、どれだけ時が経っただろう。何度か帰らなければと思ったロミオは、結局そう思うことすら諦めた。帰ればあるのは、ジュリエットのいない苦しみばかりだからだ。

「ここ以外に家があることを、忘れちゃいたいな。ずっと、ここにいたい」

　ロミオがぽつりとつぶやくと、ジュリエットは頷いてロミオの肩に額をすり寄せた。

「私も。ずっと、あなたといたい。いたずら娘が飼っている小鳥みたいに、絹の細ほそ紐ひもをつけて……どこまでも行かないようにしてしまいたい」

「君にそうされるなら大だい歓かん迎げいだな。君の小鳥になりたいよ」

「でも、可愛がりすぎて殺してしまうかもしれないわ」

「それも、いいんじゃない？」

　二人は、顔を見合わせてくすくすと忍しのび笑わらいをこぼした。なにを話しても、どんな会話をしても、二人は幸せだった。好きな人のそばにいればなんだって楽しくなるという。それは、本当のことだったのだ。

　パリスの求婚を断ることも、いがみ合う両家の二人が結婚することも、全ては干し草の中の針を探すよりも難しい。けれど二人は、冷静に問題に向き合うことを忘れて体を寄せ合っていた。

　それでも、時が経てばいやでも現実は二人を引ひき戻もどす。朝が、来たのだ。

　空の裾野が紫むらさき色いろに染まっていき、ヒバリの鳴く声が聞こえてくる。

「もう、いい加減帰らなきゃいけないね」

　あともう少し、と自分を騙だましていたロミオだったが、ついに抵てい抗こうするのを諦めて立ち上がった。つられて立ち上がったジュリエットが、名残惜しそうにロミオの手を握にぎる。

「別れがこんなに辛いものだなんて思わなかったわ……」

「僕も。でも、ジュリエットはそろそろ寝なきゃ」

　幼子に言い聞かせるように優しく言ってジュリエットの額にくちづける。

「僕は、神父様のところに行ってくるよ。……九時に使いが来るのを待ってる。だから君は、それまで寝ておいで」

　ジュリエットの手を離して、ついにロミオはバルコニーの手すりを乗り越えた。猫のような身軽さで木を伝い、地面に降り立つ。

　バルコニーを振り返ると、ジュリエットが切なげな表情でロミオを見送っていた。彼女の姿がそこにあることに幸せを感じて微笑むと、ロミオはとうとうキャピュレット家を後にしたのだった。
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　音を立てないように茂みを抜け、塀を乗り越える。誰に見つかることもなく無事にキャピュレット家から脱だつ出しゆつすることのできたロミオは、朝日に染まっていくヴェローナの街の中、神父であるロレンスのいる庵いおりへと一目散に向かった。

　ロミオは、以前からよくロレンスのところへ通っていた。彼の博学なところや、滅めつ多たに見られないほどによくできた人ひと柄がらを、素直に尊敬していたのだ。ロミオがこうして誰かに懐なつくのは、珍めずらしいことだった。普ふ段だん、幼馴染の二人以外、ろくに心を開かないロミオなのだ。

　軽い足取りで石いし畳だたみの坂道を上っていくと、見慣れた庵の屋根が見えてくる。

　雨風に晒された石いし壁かべに装そう飾しよくはなく、いかにも修しゆう道どう僧そうらが祈るに相応ふさわしい質しつ朴ぼくさだ。しかし小さいながらも聖堂はあり、庵とはいえここはヴェローナの街の中でも大切な祈りの場だった。

　坂を上りきると、灰色の修道服に身を包んだ老人が一人で薬草を並べ立てている姿が目に入った。

　朝早くではあったけれど、ロレンスは起きだして仕事を始めていたようだ。

「おはよ、ロレンス神父！」

　顔を出したロミオに、ロレンスは心底驚いた様子だった。というのも、朝早くにロミオがここへ来ることなど、滅多になかったからだ。その上、舞踏会へ着ていった晴れ着のままときている。

「ロミオ……もしやお前、ゆうべは床とこにつかなかったな？」

「うん、そうだよ」

　ロミオがけろりと言うと、ロレンスは顔をしかめた。

「若者が寝ずにいるとは、けしからん。まさか、一晩中どこかへ行っていたのか？」

　ロミオが頷くと、ロレンスは驚いた目を更に見開いて祈った。

「神よ、罪を許したまえ！」

　聖職者であるロレンスにとって、夜に休息を取らずほっつき歩いているのは罪なのだ。ならば、マーキューシオなんて重罪人だと思いながらロミオがロレンスを見ていると、彼は手元で薬草を仕分ける作業を続けながらロミオを一いち瞥べつした。

「それで、今までお前はどこにいたのだ。マーキューシオのところか？」

　親友と遊んで夜を過ごしたとロレンスは思っているらしい。女の子のところにいたとは一ひと欠片かけらも思っていないであろう様子がおかしくて、ロミオは小さく笑った。

「実は、キャピュレット家にいたんだ」

「キャピュレット……？」

　ロミオの口からまさかその名前が出てくるとは思わなかったのだろう。ロレンスは薬草の仕分けの手を止めると、慎重にロミオの顔を窺うかがった。

「つまり、どういうことだ？」

「……僕、ジュリエットに恋をしたんだ。キャピュレット家の一人娘の、ね」

　今度こそ、ロレンスは言葉を失った様子だった。その真意を図はかりかねているように、ロミオの顔を穴が空あきそうなほど見つめる。

「わしの記き憶おくに間違いがなければお前はモンタギュー家の息子むすこだったはずだが。それでいて、キャピュレットの娘に恋をしたと、言うのか？」

「うん、そうだよ。……ジュリエットも、応えてくれた。片かた想おもいなんかじゃないんだ」

　昨晩のことを思い出して、ロミオは微笑んだ。

　彼女は今いま頃ごろ、どうしているだろう。自分の言った通りに眠っているだろうか。

　ジュリエットのことを思おもい浮うかべたロミオだったが、不意に不安にかられた。浮かぶのがあまりにも幸せな記憶ばかりだったせいで、あれが確かな現実であったかを疑いたくなったのだ。

「……もちろん、ジュリエットが今も気持ちを変えていなければ、だけど」

　自信なさげに付け加えたロミオだったが、その態度が逆にロレンスを信じさせる結果となったようだ。ロレンスからしてみても、キャピュレット家のジュリエットとモンタギュー家のロミオが想い合っているとは信じ難く、ロミオが噓うそをついてからかおうとしているのではと疑っていたのだろう。

「……本当なのだな」

「うん」

　ロミオが真面目に頷いたのを見て、ロレンスは深いため息をついた。

「そうか……。恋も知らなかったお前が、キャピュレット家の娘と恋に落ちたか。あれだけマーキューシオたちが言っても動かなかったというのに」

　しみじみと言ったロレンスの声は、深い安あん堵どに包まれているように聞こえた。

　これまで言われたことはなかったが、ロレンスもまた親友たちのようにロミオの行く末を案じてくれていたらしい。どれほど今までの自分は恋を拒きよ絶ぜつして見えたのだろうと、ロミオは思った。

（別に、興味ないって言ってただけなんだけどな）

　心配かけていたことが、申し訳なく思えてくる。けれども、それはジュリエットに出会えていなかっただけなのだ。仕方ない。

「それで？　愛いとしい人を見つけたお前が朝一番にここへ来たのは、その想いを伝えるためか？　それとも、なにか自分の犯おかした罪を悔くいておるのか？」

　懺ざん悔げをするのかと、ロレンスは聞いているのだ。ロミオはそれを、即そく座ざに否定した。

「ううん。実はロレンス神父には相談に来たんだ。──ジュリエットと結婚するためにはどうすればいいか」

「結婚？」

　驚いて聞き返したロレンスに、ロミオは頷いた。涼しげな瞳に、真剣な色が宿る。

「ジュリエットと約束したんだ。いつ、どこで結婚するかを伝えるって。……お願い、ロレンス神父。僕とジュリエットを、結婚させて」

　こんなにもロミオが必死に頼たのみごとをしてくるのは、初めてだった。いつだって、誰かの手を借りるぐらいなら望みを捨てるほうを選んできたのだから。

「ご両親には、話したのか？」

　この時代、結婚は親の采さい配はいで行われるものだ。家と家の結びつきがそのまま一族の発展に繫つながるのだから、当然である。だからこそ当人同士の希望のみで結婚を決められることはなく、ロミオの願いは異例のものだった。それでも、怯ひるむわけにはいかない。

「ううん、言ってない。言いたいけど、言えないよ」

　言えば反対されるのは、明白だ。もしかしたらと希望を持つこともできないほど、両親はキャピュレット家を嫌けん悪おしている。父など、昨日の喧けん嘩かに混ざろうとしていたというのだ。きっと、キャピュレット家の舞踏会へ行ったことがばれただけで、ロミオは厳しく罰ばつせられるだろう。

「でも、一時もジュリエットと離れてなんかいられない。お願い、ロレンス神父。僕たちを、結婚させて」

　涼やかだけれども確かな熱を持ったロミオの瞳を見て、ロレンスはロミオが本気であることを理解したようだった。じっと黙り込んだままロミオを見て、それから目を瞑つむって十字を切る。

「キャピュレットとモンタギューの子供らが……。これもまた、神のお導きか」

　ロレンスは、目を開くとロミオの肩に手を置いた。

「そういうことであれば、わしが結婚を取り仕切ろう」

「ロレンス神父！」

　実のところ、両家の争いの種になることを懸け念ねんするあまり止められるのではないかとロミオは思っていたのだ。しかし、この老ろう賢けん者じやはこの縁えん組ぐみにより生まれる争いを恐れるのではなく、更にその先に紡つむがれる未来を信じてくれたようだ。

「ありがと。……絶対に、この恩は忘れないよ」

「だが、忘れるなロミオ。わしは、これを憐あわれな若者のためにするのではない。二人の縁組が両家の恨みをはらし、まことの愛に変えるかもしれないと考えるからこそだ」

「分かってるよ、ロレンス神父の考えることなんて」

　以前から、ロレンスは二家を和解させようと必死に骨を折っていた。その目もく論ろ見みは全て失敗していたが、それでも諦めずに何度も両家を諭さとしてきたのだ。

　ジュリエットと結婚できるのなら、ロミオは争いに終止符を打つための協力は厭いとわない。今ここで重要なのは、理由ではなく結果なのだ。

「わしは、先に準備を進めておこう。午後になったら、ジュリエットを連れてここへ来るといい」

「うん！」

　これでついに、ジュリエットと結婚ができるのだ！　膨ふくれ上がるような幸せに嬉しくなって、ロミオはついロレンスに抱きついた。普段のロミオからはけして考えられないような行動に、ロレンスが目を白黒させる。

「ロミオ、落ち着きなさい」

　ロミオをなんとか引ひき離はなすと、ロレンスはその老いた顔にしかつめらしい表情を浮かべた。初めて恋を知ったロミオを、ロレンスは危うく感じているのだ。

「とにかく、分別を持ってゆっくりことを進めるのだぞ。駆かけだすものはつまずくからな」

「分かってる。ちゃんと慎重に動くよ」

　万が一誰かにこのことが知られれば、阻そ止しされるのは間違いない。最悪、今までにないほどの両家の酷い争いに発展するかもしれないのだ。

　懸命に、表情を引ひき締しめる。それでも、浮うき立つ気持ちを抑えることはできそうになかった。




　ロレンスの庵を出たロミオは、持ち前の俊しゆん足そくを活いかして飛ぶように走っていた。朝の風が、柔らかい髪を巻き上げていく。

（あとは、九時にジュリエットの使いが来るのを待つだけだ）

　ロミオは、弾はずむ心のままに走り、一目散に家へと向かう。しかし、家の門をロミオがくぐることはできなかった。

　家の前の広場で、ベンヴォーリオとマーキューシオが待ち受けていたのだ。

「ロミオ！」

　二人はどうやら、ここでロミオが帰ってくるのを待っていたらしい。真顔で詰つめ寄よってくるベンヴォーリオに、ロミオはしまったと思った。二人のことを、完全に忘れていたのだ。

「おはよう、ベンヴォーリオ」

　ロミオは、誤ご魔ま化かすように微笑んだが、それでほだされる従い兄と弟こではなかった。のん気なロミオの返答に、ベンヴォーリオの眉がぴくりと動く。その顔にはぞっとするほど表情がなく、凍こおりつくような瞳に、ロミオは冷ひや汗あせをかいた。これは相当、怒っている証しよう拠こだ。

　慌てて謝あやまろうと思ったが、一足遅おそかった。

「おはよう、じゃないだろ！　一体どこに行っていたんだ！　大体いつも、どこかに行く時はちゃんと言えと言ってるだろう！」

　雷かみなりのように叩たたきつけられた怒ど鳴なり声に、ロミオは思わず首をすくめた。同時に、彼の怒りはもっともだとも思う。これまで一晩中留守にしたことはなく、それゆえ彼らに心配をかけたことをようやく自覚したのだ。

「ごめん……」

　反省したロミオが珍しくしおらしく謝ると、ベンヴォーリオは驚いたように目を見張った。いつものように謝りもせず、のらりくらりとかわされると思っていたのだろう。

「いや、その、だがな……」

　行き場を失った文句を口の中で転がすベンヴォーリオに、マーキューシオは言った。

「まあまあ、ベンヴォーリオ。もういいじゃないか」

　ベンヴォーリオが腹を立てている時、フォローに回るのがマーキューシオだ。

「よくない！　あんなことがあったんだ。厳しくしないでどうする」

「あんなこと？」

　きょとんとしてロミオが問い返すと、ベンヴォーリオの表情が険しくなる。

「ティボルトが、お前の親おや父じに手紙をよこしたんだ。──多分、決けつ闘とう状じようだ」

「決闘状!?　なんで……」

　言ってからふと、思い浮かぶものがあった。昨晩の舞踏会に潜もぐり込んでいたところをティボルトに見つかったことだ。

（まさか、あれで腹を立てて……？）

　だとしたら、原因の一いつ端たんは自分にある。ジュリエットの従兄いとこを怒らせてしまったことをロミオは後こう悔かいしたが、謝ろうにも相手は謝罪など聞き入れないだろう。ティボルトの怒りを鎮しずめるのは、暴れ馬を御ぎよするよりも難しいのだ。

「だからロミオも、あんまりふらふら出歩くな。無駄な諍いさかいに巻まき込まれたくないだろう」

「うん……」

　素直に頷いたが、ロミオの考えは別のところにあった。ティボルトに嫌われたままでは、ジュリエットとの結婚に差さし支つかえがあるのではないかということだ。

　秘ひ密みつ裏りに結婚するとはいえ、いずれロレンス神父の協力で公表するつもりだ。その時ティボルトは、どうするだろう。

（間違いなく、ブチ切れるよね……）

　公表した日がロミオの命日となりかねない。しかしそこまで分かっていても、取るべき行動が分からない。冷静にティボルトと話し合ったことなど、いまだかつてないのだ。改めて、キャピュレットとモンタギューが敵同士なのだと思い知らされた気がした。

（今度、周りに人がいない時にでも、声をかけてみようかな）

　いつもは、周囲に大勢の召めし使つかいがいるから乱らん闘とうに発展するのだ。もしかすると一対一なら、まともな会話が続くかもしれない。よもや失敗したとしたら逃げればいいだけだ。

　荒あらくれ者もののティボルトを味方にすることができれば、ぐっと障害も減るはずだ。限りなく不可能に近いことだと思いながらもロミオが密ひそかに決意していると、ベンヴォーリオが腕を組んでロミオのことをじろりと見た。

「……それで？　ロミオ、昨晩は何をしていたんだ？　事と次し第だいによっては、親父さんにも報告するからな」

　尋じん問もんするように聞いたベンヴォーリオに答えたのは、マーキューシオのほうだった。

「そりゃあもちろん、この顔を見れば分かるだろうよ、ベンヴォーリオ。すっかりいい顔になってる」

「顔？」

　なんのことかとロミオがびっくりしていると、マーキューシオはにっと得意げに笑った。

「恋を知らずに退たい屈くつしていた時よりも、ずっといい気分だろう」

　つまりは、語らずともロミオが恋を覚えたことなど、マーキューシオにはお見通しだったわけだ。思わず顔を赤らめると、ベンヴォーリオとマーキューシオは顔を見合わせた。ロミオがこんな表情をするのを、初めて見たのだ。

「これは、街中の女の子たちが知ったら嘆くだろうな……」

　ロミオが誰か一人に想いを定めれば、大だい騒そう動どうが巻き起こるに違いなく、ベンヴォーリオは苦い表情を浮かべた。彼女たちに、どうしてロミオを止められなかったのだとなじられるか、さめざめと泣かれるかのどちらかに巻き込まれることは間違いないからだ。

「できれば、女の子たちには知らせたくないもんだな……」

「ばっか。そういう娘たちを慰なぐさめて口説くのが楽しいんじゃないか」

　どうやらマーキューシオは、これを好機と捉とらえているらしい。

「ロミオが駄目と分かれば、今までロミオに惚れてた分の女の子がこっちに来るんだ。喜べよお前も」

　おもちゃを見つけた子犬のようにきらきらと笑うマーキューシオに、ロミオとベンヴォーリオは思わず呆れた。

「お前、昨日の子はどうしたんだ」

「このオレ様の体は、一人の女の子だけのものじゃないんだよ」

　惚れっぽいと同時に飽きっぽいのがマーキューシオという男だ。舞踏会の間はあの娘に夢中になっていたように見えたが、どうやら物足りなかったらしい。

「相変わらずだね、マーキューシオは」

　呆れたように言いながらも、ロミオは微笑んだ。マーキューシオと違って、飽きることのない本当の恋を手にした幸福を喜んだのだ。

　彼女と離れていても、この恋の炎ほのおは消えてはいない。飽きることなど、永遠に来ないように思えた。

　そんなロミオの様子に、再びマーキューシオとベンヴォーリオが顔を見合わせる。

「やれやれ。恋をしたロミオ様は一味違う」

「しかし、一体どこの誰がロミオの心を射止めたんだ？」

　真まっ直すぐに見てくるベンヴォーリオに、ロミオはふと我に返った。このことを言っていいのだろうかと悩む。

　ベンヴォーリオはともかく、マーキューシオときたらやはりキャピュレットの人間を見ると挑ちよう発はつしてばかりいた。陽気な男であっても、立派にキャピュレットを嫌っているのだ。

　そしてベンヴォーリオも表立っては争わなくとも、キャピュレット家のことを好ましく思っていないのは明白だった。ジュリエットのことを話せば、別れたほうがいいと言うに決まっている。ロミオが騙されているとさえ思うかもしれない。最悪、両親にばらされるだろう。話すことは、得策ではないと思えた。

「……そのうち、話すよ」

　ロミオが目をそらすと、マーキューシオが強ごう引いんに肩を抱いた。

「おいおいなんだよそれは！　オレたち、親友だろう？」

　体を揺さぶって、マーキューシオが満面の笑みを浮かべる。

「ほらほら、全部吐はいちまえよ。じゃなきゃ、オレたちがうっかりその娘を惚れさせるかもしれないじゃないか」

「駄目だよ、あの子は僕のだもん」

　微笑んで、ロミオは続けた。

「それに無理だと思うな。あの子は、そんな簡単になびくような子じゃないから」

　ロミオのものとは思えない台詞せりふに、二人は再び顔を見合わせた。

「これ、本当にロミオ？」

「さあ……」

　首をひねりながら、二人がロミオの体を検分するように見る。

「まさか、恋を知ったらこんなに夢中になるやつだったとはなあ。なあ、その子のどんなところが気に入ったんだ？」

（どんなところ……？）

　改めて考えてみて、ロミオはそれが言葉にできないことに気がついた。どこが、と言われてもどこに惚れたのか自分でも分からないのだ。

「さあ……。よく分かんないな」

「好きな子のことなのに？」

「だって、理由なんて分からないんだもん。気がついたら、好きだったんだ」

　昨晩、ジュリエットと目が合った瞬間にはもう、恋に落ちていた。そして、話せば話すほどに彼女を好きになったのだ。

「ただ、あの子の前では気取ったり気き遣づかったりしなくていいって思えた。心のままに伝えれば、それを受け取ってもらえるって分かるんだ。他の女の子とは違う。……初めての、感覚なんだ」

「まるで、運命の相手のようだな」

　ベンヴォーリオは、ぽつりと呟いた。

「キューピットの矢に射られたか、運命の女め神がみが悪戯いたずらをしたか──」

　囁くように言うベンヴォーリオは、何故か暗い表情をしていた。恋するロミオの姿を危ぶむように、じっと見つめる。まるで恋の相手が誰であるかを知っているかのような彼の瞳に、ロミオはどきりとした。

「ま、なんにせよロミオはなにかに導かれて初めて恋を覚えた、ってわけだ。ってことでそろそろ教えてくれよ。ロミオをこんな骨ほね抜ぬきにしたのは誰なんだ？　リディアか？　それともヘレナか？」

　マーキューシオは鋭するどく問とい詰つめたが、ロミオは肩をすくめて質問を受け流した。

「さあ、誰だろうね」

「おいこら、誤魔化すなって！」

　しばらくマーキューシオは騒さわがしく責め立てていたが、やがて諦めた。ロミオが本気で話す気がないことを悟ったのだ。特に、言わないと決めたロミオは、口が貝のように固くなる。

「オレたちの間に、いつからそんな秘密事ができちまったんだよ」

　嘆くようにマーキューシオは言ったが、ロミオは頑がんとして口を開かなかった。

「そんなの、前からだろ。マーキューシオこそ、女の子に振られたこといつも隠すくせに」

「それはオレが惨みじめだから言わないだけ！　オレはただ、親友としてロミオの初はつ恋こいの行方をしっかりと見届けたいだけだってのに」

　唇を尖とがらせたマーキューシオに、ロミオはさすがに胸が痛くなった。相手がキャピュレット家の娘でなければ、とっくに言っているからだ。

　餌えさをねだる子犬のように見つめてくるマーキューシオに、ロミオの心は揺ゆれ動うごいた。一いつ瞬しゆん、この二人になら話してもいいのではないかという考えが頭をもたげる。それでも、寸前で思い留とどまった。

「ごめんって。でも、そのうち──必ず話すからさ」

　マーキューシオはしばらく不満気に頰を膨らませていたが、ふと目を輝かせて背伸びした。なにかを見つけたのだ。

「おっ、見ろよベンヴォーリオ。面おも白しろいやつが歩いてくるぜ」

　あっという間に機き嫌げんの直ったマーキューシオにほっとしたロミオだったが、その視線の先を見て顔色を変えた。そこにいたのは、ジュリエットの乳母だったのだ。

　慌てて駆かけ寄よろうとしたが、マーキューシオが立ち上がって走りだすほうが先だった。

「船だ、船が来たぞ！」

　マーキューシオは、ジュリエットの乳母がキャピュレット家の人間だと知っているのだ。

　突然駆け寄ってきたマーキューシオに、乳母はぎょっとした様子で扇おうぎで顔を覆った。しかし、マーキューシオの嘲あざけりは止まらない。彼は、キャピュレットの人間を見るとからかわないではいられないのだ。

　マーキューシオはなじる歌を歌い始めていた。




　店たな晒ざらしの淫いん売ばいパイ

　店晒しの淫売パイ

　女ひでりにゃ我慢もするが

　結構毛だらけカビだらけ

　食おうとしてもどっちらけ

　食えないパイに金払はらえるけ




　マーキューシオらしい、あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしい歌だった。彼は、キャピュレットの人間を怒らせることにかけては天才的だ。マーキューシオの目論見通り、乳母の顔が怒りに赤くなる。このままでは、言こと伝づてする前に乳母が帰ってしまうかもしれない。焦あせったロミオは急いで二人の間に割り入った。

「マーキューシオ。そろそろ食事の時間だけど、僕んちで食べて行かない？」

　食事と聞いて、マーキューシオの顔がぱっと明るくなる。

「そりゃいいや！　行こう！」

　ロミオの狙ねらい通り、乳母をからかっていたのも忘れてマーキューシオは歩きだした。相手を煽るだけ煽って、すぐに飽きてしまうのがこのマーキューシオという男なのだ。

　少し離れたところにいたベンヴォーリオの手を摑んで、ロミオの家へと向かう。

「ベンヴォーリオも行こうぜ！　ロミオも！」

「すぐ行くよ。先に行ってて」

　二人は、ロミオが遅おくれてくることになんの違和感も覚えなかったらしい。さっさと家に入って行った二人にほっと胸をなでおろすと、ロミオは改めて乳母に向き直った。

「ええと……。その、ごめん。変なやつらがいて」

「本当、小生意気な男だこと！　下品な冗じよう談だんばかり言って」

　ロミオの懸念通りに、乳母は立派に腹を立てていた。彼女の怒りを刺し激げきしないように、ロミオは宥めるように言う。

「マーキューシオは、自分が喋るのを聞くのが好きなやつなんだ。一月分を一分で喋っちゃうぐらいにね」

「ロミオ様は、あんないやらしい悪党なんかじゃないでしょうね？　もしお嬢様を誘ゆう惑わくして阿あ呆ほうの楽園とやらに連つれ込むおつもりなら、不届き千万とやらというもんでございます。お嬢様を騙だますなんて卑ひ怯きような真ま似ねをしたら、このばあやが許しませんからね」

　乳母が、値ね踏ぶみをするようにロミオのことをじろりと見る。しかしロミオはかえって喜びが湧わくような気がした。

　乳母がジュリエットを深く愛していることが嬉しかったのだ。愛しい人が大切にされていることは、なによりも喜ばしい。乳母の機嫌を損そこねるのではと恐れていたのも忘れ、ロミオは朗ほがらかに微笑んだ。

「うん。誓ってそんな真似はしないよ。僕だってジュリエットを愛してるもの」

　その一言で、乳母はマーキューシオに腹を立てていたことを忘れたようだった。その目に、ぱっと歓かん喜きの色が浮かぶ。ロミオが、ジュリエットが愛されていて喜ぶのと同じに、乳母もジュリエットが愛されているのが嬉しいのだろう。

「その言葉を聞きとうございました。それこそ紳しん士しらしいお言葉」

　彼女が機嫌の良さを取とり戻もどしたことにほっとしていると、乳母は周囲を見回して、人目を忍ぶようにロミオの耳に口を寄せた。

「さ、それではお言伝をどうぞ」

　彼女は、ジュリエットの使いで来たのだ。そのことを思い出したロミオは、緊きん張ちようで乾かわいた唇を舐なめて慎重に口を開く。

「今日の午後、なんとか都合をつけてジュリエットを懺悔に出かけさせて欲しいんだ。ロレンス神父様の庵で懺悔をすませて、結婚する」

「結婚！」

　乳母は声を潜めて叫さけんだ。色めき立って、若い娘のように頰に手を当てる。

「それはそれは、まあなんて幸せなお話でしょう！　分かりました、今日の午後ですね。早さつ速そくお嬢様に伝えて参りましょう」

　どうやら、この乳母はジュリエットにたいそう協力的らしい。彼女を通して、ジュリエットの気持ちが今も変わっていないことが確かめられたような気がして、ロミオは嬉しくなった。

「ああ、あともう一つお願いがあるんだ。今晩、ジュリエットの部屋に縄梯子なわばしごをかけておいて」

　ロミオは結婚した後、夜よる遅おそくになってから闇に乗じてジュリエットの部屋へと行くつもりだった。初夜を、共に過ごしたかったのだ。しかし今晩、舞踏会の日と同じようにうまく忍しのび込める保証はない。あの日は宴のおかげで警備が手て薄うすだったとも考えられるのだ。

　乳母の協力が欲しいロミオの言葉に、乳母は意い気き込ごんで頷いた。先程の言葉だけで、言わんとすることが分かったらしい。

「ええ、ええ、お任せ下さい」

　乳母は、うっとりと目を細めた。

「本当によかった。うちのお嬢様にも幸せが訪れて。お嬢様ったら本当に可愛らしい方なんですよ」

「うん、知ってる」

　ロミオが微笑むと、乳母は満足気に頰をほころばせた。ロミオのことを、すっかり信用してくれたようだ。

「では、お嬢様にお伝えしてきますよ。早く帰らなければ。お嬢様ったら待ちくたびれてるでしょうからね」

　慌ただしく、乳母が去っていく。その後ろ姿を、ロミオは幸せを嚙かみ締しめながら見送ったのだった。
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　ジュリエットは、家の外に出て乳母の帰りを待っていた。あまりに気になって、部屋でじっとしていることができなかったのだ。乳母とよく似た人を見れば駆け寄り、そしてそれが待ち人ではないことに気づいて落らく胆たんする。

（ばあやったら遅いわ。半刻ほどで戻るって言っていたのに）

　ジュリエットの気が急せいているせいで時間の流れがいつもよりもゆっくりに感じられるのだとしても、あまりに遅すぎる。焦じれたジュリエットがいよいよ迎むかえに行こうとしたその時だった。

「ジュリエット。そこで何をしている」

　家から出てきたティボルトに見咎められ、ジュリエットは言葉を詰まらせた。

「ティボルト……」

　彼と言葉を交わしたのは、舞踏会のあの時が最後だった。ティボルトの顔を見た途端甦ってきた昨晩のやり取りに、ジュリエットはずっと気になっていたことを口に上らせた。

「ねえ、ティボルト。ティボルトはパリス様のことが嫌いなの？」

　もしティボルトが気に入らないと思うなら、ジュリエットがこの求婚を断る時に加勢してもらえるかもしれない。ロミオのことしか考えられないジュリエットが期待感に目を輝かせていると、ティボルトは眉をしかめた。

「まさかお前……パリスを気に入ったのか？」

　どうやら、ジュリエットの明るい表情を見て誤解したらしい。ジュリエットは吹ふきだして、とんでもないと首を横に振った。

「あんな人を見るぐらいなら、ヒキガエルを見たほうがマシだわ」

　すげなく言うと、今度はティボルトが噴きだす番だった。気持ちよさそうに笑って、ジュリエットのことを優しい眼差しで見る。

「そうか。俺おれもだ」

「良かった！　じゃあ、今度お父様に断る時にも、加勢してくれる？」

「ああ、任せておけ」

　優しく目を細めるティボルトに、ジュリエットはほっとした。この上なく頼もしい援えん軍ぐんに、未来への希望が膨らむ。

　パリスの求婚を断り、ロミオと結婚するという現実が近づいたのだ。不可能だと思えたことが、少しずつ現実となっていく。

「じゃあ、お前はまだここにいるんだな。キャピュレット家のジュリエットとして……」

　吐息と共に、ティボルトが呟いた。──キャピュレット家のジュリエット。その響きに、どきりと心臓が鳴る。ティボルトは、ただジュリエットがパリスを気に入らないから結婚を断ると思っているのだ。

　黙り込んでいると、ティボルトはふと笑みを消して怪け訝げんそうにジュリエットを見た。

「違うのか？」

　心配するような、声こわ色いろだった。いつも怒ってばかりいるのに、時折ティボルトはこうして気まぐれに優しくなる。仲が良かった昔を思い出すようなティボルトの表情に、ジュリエットは嬉しくなって唇を開いた。

　ティボルトになら打ち明けてもいいと思えたのだ。

「ティボルト……。私ね、好きな人ができたの」

「好きな人……？」

　ティボルトは表情を強こわ張ばらせ、信じられないものを見たというようにジュリエットを凝ぎよう視しした。その唇が、わななく。

「つまり、お前は……パリスじゃない男のところに、嫁とつぐというのか」

　頷くのは、少し気き恥はずかしかった。しかし硬かたい表情で見るティボルトの前で誤魔化す言葉もなく、よく見ていて分かるほど小さく、ジュリエットは頷いた。

　その時、ようやく乳母が歩いてくるのが見えた。待ち望んでいた人の到とう来らいに、ティボルトのことも忘れてジュリエットが駆けだす。

　だからジュリエットは、気づくことができなかった。ティボルトの瞳が、その目で人を射殺せそうなほど怒りを燃えたぎらせていることに──。




　やがて、昼がやってきた。

　日差しが強くなり、地面に落ちた影が短くなる。

　乳母からロミオの伝言を聞いたジュリエットは、浮き立つ思いで支し度たくを済ませると部屋を出た。ついにロレンス神父の元へ行く時が来たのだ。

　階段を降り、中庭を横切って表へ向かう。だが、その向かいから父がやって来るのが見え、ジュリエットは慌てて物もの陰かげへと隠れようとした。けれども、ジュリエットの亜麻色の髪も、赤いドレスも隠れるには鮮あざやかすぎる。あっという間に父に見つかってしまったジュリエットは、隠れるのを諦めて何事もない素そ振ぶりで父に会え釈しやくした。

「どこかに行くのか、ジュリエット？」

　父は、にこにこと笑っていて嬉しそうだ。機嫌が良いことに安堵しながら、ジュリエットは頷いた。

「ロレンス神父様のところへ。午後の懺悔に行って参ります」

「そうか。それはいいことだ」

　父は朗らかに笑ったが、すぐにその表情は陰かげる。

「まさか、一人で行くつもりではないだろうな？」

　周囲に供ともの姿も見えない。父が懸念して当たり前だった。

　しかし一人で行きたいジュリエットは、安心させるように微笑んだ。

「大丈夫よ。今は昼だもの。危ないことなんてなにもないわ」

「大丈夫なものか！　最近は、あの憎きモンタギューが暴れまわっている。一人では危険だ。誰か供を連れて行きなさい」

　そう言って人を呼ぼうとする父を、ジュリエットは慌てて押し留とどめた。

「待って！　なら、ばあやを連れて行くわ」

　ロミオの言伝を持って来てくれたのは他ならぬ乳母なのだ。他の人に知られるわけにはいかないが、乳母ならば大丈夫だろう。

「ばあやがいいの。ね、お父様お願い」

　ジュリエットが指を組み合わせて必死に言うと、父の目め尻じりが下がった。普段は厳格なものの、結局はジュリエットに甘い父だ。

「分かった分かった、お前が言うならそうしなさい。だが一人で出歩くのではないよ」

「ええ」

　頭をくしゃりと撫で、父が歩き去る。彼に足止めされなかったことに安堵しながら、ジュリエットは自室に戻るため急いで身を翻ひるがえした。さっきまで、着き替がえを手伝ってもらっていたのだ。まだ乳母は、そこにいるはずだった。

　程ほどなくして乳母を見つけると、ジュリエットは彼女に付き添ってもらい、ロレンス神父の庵へと向かった。

　歩き慣れたはずの道が、不思議といつもよりも輝いて見える。

　結婚に浮き立つジュリエットの心がそう思わせるのだ。初め、ジュリエットは淑しゆく女じよらしくしとやかに歩いていたが、庵が見えてくるとついに駆けだした。早くロミオに会いたいと心が急くと同時に、彼は本当にいるのかと不安にもなる。

「お嬢様！」

　乳母が後ろから呼ぶ声が聞こえる。乳母は、歩くのが特に遅いのだ。けれども心が逸はやって歩みを止めることは難しい。ジュリエットは心の中で乳母に謝罪をしながらも走り、庵の扉とびらを勢い良く開いた。

　暗い聖堂に、さっと光が差さし込こむ。

　初め、その暗さに目が慣れなかったが、ジュリエットはすぐにそこにいる人を見分けた。

「ロミオ！」

　驚いているロレンスのことも素す通どおりして、ジュリエットはロミオの腕に飛び込んだ。少し遅れて、ロミオの腕がジュリエットを強く抱きしめる。

　約束通り、彼はいた。彼は、誓いを守ったのだ。

「ジュリエット。会いたかった」

　昨日と同じ、甘い声でロミオは囁いた。顔を上げると、愛おしそうに目を細めるロミオの姿があった。瞳に、お互いの姿が映る。それだけのことが、幸せでたまらない。再会が嬉しくて、ジュリエットは言葉もなくロミオの顔を見つめた。

「私も。会いたかった、ロミオ」

「うん。……良かった、来られて。もし来なかったらどうしようって思っていたんだ」

　家の人に止められるのではと、ロミオは懸念していたのだろう。確かにその危険はあったが、幸いにしてくぐり抜ぬけることができた。

「懺悔に行くと言ってあるの。多分、ばれていないと思うわ」

　悪戯を成功させた子供のように微笑むと、ロミオはくすりと笑った。

「……ついに、君と結婚できるんだね」

「ええ。そうよ、ロミオ」

　ようやくこの時が来たのだ。幸福が、二人の世界を塗ぬり替かえていく。

「好きだよ、ジュリエット」

「私も。ロミオ、好きよ」

　二人の瞳には、もはや互いの姿しか映らなかった。それほどまでに、二人は今朝からこの瞬間を待ち望んでいたのだ。もう、十年も百年も待ったような気がする。

　二人が人目もはばからずに愛を語り合っていると、背後からごほんと咳せき払ばらいが聞こえた。追いついた乳母とロレンスが、揃そろって呆れたような顔で二人のことを見ている。

「お嬢様ったら、本当に幸せそうですこと」

「ほら、ついて来なさい。聖なる教会が二人を一つに結びつけるまでは、二人きりにするわけにはいかないのだ」

　ロレンスに叱しかられたロミオとジュリエットは、互いの顔を見やって、照れくさそうに笑った。けれど今は、こんな恥ずかしささえも心地ここちよい。

　二人は、手と手を取り合うと聖堂の奥おくへと揃って足を踏ふみだした。ロミオを夫と呼び、ジュリエットを妻と呼ぶために──。
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　燃えるような怒いかりが、体中を駆かけ巡めぐる。

　世界の全てが憎にくく感じられ、なにもかもを呪のろいながらティボルトはヴェローナの街を歩いていた。後ろからは、キャピュレット家の従者たちがついて来ているが、ティボルトは彼らの会話に混ざることなく、ただ一人苛いら立だちを溜ため込んでいた。

　頭を駆かけ巡めぐるのは、先程のジュリエットの言葉。好きな人ができたと言ったジュリエットの幸せそうな顔だった。

（くそっ！）

　行き場のない怒りに、拳こぶしを強く強く握にぎりしめる。

　このどうしようもない苛立ちが、どこから来ているのかは分かっている。己おのれの心が、ただ一つの愛を一人の少女に定めてしまったからだ。

　叶かなわない恋こいだということは知っていた。

　それでも、日々美しくなっていくジュリエットを、目で追わないでいることは難しかった。

　ティボルトはジュリエットの従兄いとこだ。一人ひとり娘むすめのジュリエットの相手として相応ふさわしいとキャピュレット卿きようが思う可能性は万が一にもないだろう。だからティボルトは想おもいを胸に秘め、ずっとジュリエットを遠ざけつつも見守って生きてきたのだ。

　パリスがジュリエットに求きゆう婚こんしていると聞かされた時、ひどく腹は立ったものの、ジュリエットならばあの男の求婚を拒こばむだろうと思っていた。芯しんの強いジュリエットが、あのように驕きよう慢まんな男を好むとは思えなかったのだ。

　だから、ティボルトは安あん堵どしていた。ジュリエットはまだ己のそばにいると。

　それだというのに、彼かの女じよの心はパリスでもない、別の男に奪うばわれてしまった。

（ジュリエットが俺のそばからいなくなるのは、もっと先のことだと思っていたのに──）

　せめてあと一年、いや二年でもいい。ジュリエットのことは自分が独どく占せんしていたかった。ティボルトが大人になれば、この焼けつくような想いも薄うすれていくだろう。その頃ころになれば、嫁とつぐジュリエットを平静に見送れると思っていたのだ。

　それだというのに、この若さでジュリエットが恋をするだなんて！

　純じゆん粋すいで可か憐れんなジュリエット。いつから、あんなしとやかな微笑ほほえみを浮うかべるようになったのだろう。

　心の整理がつかないまま苛いら々いらと歩みを進め、開けた広場へと出た時だった。見慣れた二人の人ひと影かげを見つけて、ティボルトは仄ほの暗ぐらい感情が渦うず巻まくのを覚えた。

　そこにいたのはモンタギューのベンヴォーリオと、マーキューシオ。ティボルトの八つ当たりに相応しい男たちの姿だった。




　ベンヴォーリオとマーキューシオは、街の広場の階段に腰こしかけながらぼんやりと空を見上げていた。午後の強い日差しが、目に眩まぶしい。

「ロミオのやつ、どこ行ったんだか……。なあ、マーキューシオは思いつくか？」

「さあな。愛いとしい女のところじゃないか？」

「だよな……」

　置いてけぼりになったような気持ちで、ベンヴォーリオはため息をついた。彼を探しに行かなければ心配性のロミオの母が騒さわぎ立てると思ったものの、重い腰は上がらない。

「これからはあいつも、俺おれたちより女の子のほうを優先するようになるんだろうか」

「あの様子だと、そうだろうなあ。……ロミオが、オレたちに秘密を作ってまであんなにもなにかに夢中になったことなんて、なかったもんな」

「ああ」

　互たがいがそれぞれ別に行動していても、三人揃そろえば、それまで一いつ緒しよにいたかのようにすんなりと話すことができた。三人の間に秘密はなく、それゆえ今日のように誰か一人が欠けても、その人がなにをしているか気にかかることもなかったのだ。

　その輪から誰だれかが抜ぬけることなど、今まで想像してもいなかった。親の言う相手と結けつ婚こんしたとしても、三人はいつも通り集まって馬ば鹿か騒さわぎを続けていくのだろうと思い込んでいたのだ。

（ロミオは、俺たちよりも大切な人を見つけたんだ……）

　そう考えることは、ベンヴォーリオにとって思ったよりも辛つらいことだった。

　もしかしたら、マーキューシオも愛を注ぐ相手を一人に定めてしまうかもしれない。そうなれば、この三人が揃って遊ぶことも減るだろう。友情がなくなるとまでは言わないが、優先順位が変わることは間ま違ちがいないからだ。

　その時、一人残された自分はどうすればいいのだろう。

　自由気ままな子供でいられる時間は、もう僅わずかしか残されていない。急に自分の足元がおぼつかなくなったような気がして、ベンヴォーリオはうつむいた。

　そのせいで、ベンヴォーリオは仇きゆう敵てきがすぐそばに来ていることに気がつかなかった。突とつ然ぜん、小こ馬ば鹿かにする笑い声が頭上で響ひびく。

「これはこれは、モンタギューの臆おく病びようウサギとその飼い犬がお揃いじゃないか」

　そこにいたのは、ティボルトだった。獲え物ものを見つけて喜ぶ獣けもののような荒あら々あらしい瞳ひとみを見て、しまったと思う。

　いつもならベンヴォーリオは、無用な争いに巻まき込まれぬようキャピュレットの人間が見えたらすぐに避さけていた。しかし、物思いに沈しずんでいたせいで逃にげそこなってしまった。

　なにか適当なことを言って去ろうと思ったベンヴォーリオだが、マーキューシオが口を開くほうが先だった。

「澄すましたこと言いやがって、もうひとつ色をつけろよ。一言ついでに一発かます、とかなんとかさ」

　マーキューシオもまた、喧けん嘩かが好きなのだ。あっという間に臨戦態勢に入って、自分より頭一つ上の位置にあるティボルトの顔を、顎あごを上げて昂然と睨みつけた。獲物が罠わなにはまったと言わんばかりに、ティボルトがにやりと笑う。

「もちろん用意はできている。お前たちにその準備ができるならな」

「こっちにきっかけを作ってもらわなけりゃ、自分では作れないってことか。情けない男だな」

　マーキューシオの挑ちよう発はつに、ティボルトは顔色を変えた。

「貴様、調子に乗りやがって──」

　今にも摑つかみかかりそうなティボルトを見て、ベンヴォーリオは慌あわてて間に割って入る。

「待て。大公様に厳しく言われたばかりだろう！　せめて、人目につかないところへ行くか、このまま別れてくれ」

「人の目は、見るためにあるんだ。見させておけ。オレは人様に気き兼がねして引っ込むような男じゃない」

　仇敵であるキャピュレットの男に挑発されて、マーキューシオが黙だまって引き下がるわけもない。

　指の関節を鳴らしながら双そう方ほうが睨にらみ合う。

　だがそこへ、のん気な声が響ひびき渡わたった。

「おーい、マーキューシオ！　ベンヴォーリオ！」

　走ってくる金きん髪ぱつの青年。その人こそ、ロミオだった。




　結婚の宣せん誓せいを終えた後、ロミオとジュリエットはそれぞれの家へ一いつ旦たん戻もどることにしていた。家を長く空けていれば不ふ審しんがる人が出てくるに違ちがいなく、夜を共に過ごすためにはそれまでおとなしくしているのが賢けん明めいだと判断したのだ。

　そういうわけで一人帰路についていたロミオだったが、広場を横切る際に親友の姿を見つけて駆かけ寄った。

　しかし、走っていくにつれ、そこにいるのが親友だけではないことに気づく。そこには、ティボルトとその従者たちまでもがいたのだ。

　よく見ると、ティボルトとマーキューシオは険しい顔で睨み合っている。

　どう見てもこれは、一いつ触しよく即そく発はつの空気だ。入るべき場面ではないと思ったものの、声をかけてしまった以上引き返すこともできない。

　けれどもロミオは、ティボルトと争いたくはなかった。つい先程結婚したばかりの愛しい妻の従兄なのだ。結婚のことを公表すれば彼とも縁えん者じやになる。できれば、穏おん便びんに収めたかった。

　もしかしたら、ことを荒あら立だてないためには彼らの間に割って入らないほうがいいかもしれない──などとも思ったが、結局ロミオは彼らの元へ走って行く。素す通どおりするほうがティボルトを苛立たせるだろうし、今後のためにもこの喧嘩を仲ちゆう裁さいしてみようと考えたのだ。

「ねえ、なにしてるの？」

　朗ほがらかに微笑みながら聞くと、ティボルトの眉まゆがぴくりと上がった。

「モンタギューの弱よわ腰ごしウサギじゃねえか。いつも逃げまわってる悪あく党とうのくせにどういう風の吹き回しだ？」

　弱腰扱いされほんの僅かに腹が立ったが、それを聞き流してロミオは朗らかに言った。

「悪党だなんて誤解さ。それよりさ、こんなところで喧嘩なんてしてないで、今日はもう帰ろうよ。こんなにいい天気なんだからさ」

「貴様……どういうつもりだ」

　ぞっとするほど低い声で唸り、ティボルトがロミオのことを睨みつける。そんな彼のことを真正面から見て、ロミオは微笑んだ。

「別にどうもこうもないよ。僕には君を愛さなきゃいけない理由がある、それだけさ」

「小こ僧ぞう、そんなことで貴様が俺に加えた侮ぶ辱じよくの言い訳がたつか！　今日こそ息の根を止めてやる。向き直って剣を抜け！」

　ティボルトは、舞ぶ踏とう会かいにロミオが忍しのび込んだことを言っているのだ。しかし、ティボルトに侮辱を働いた覚えのないロミオは、きょとんとして首をひねった。

「侮辱？　なんかしたっけ」

　途と端たん、ティボルトの表情がいっそう険しくなった。意図せずティボルトを挑発してしまったことに気づいて、慌ててロミオは言い添える。

「待って待って。とにかく僕は、君と争うつもりはないんだ。むしろ、君の想像よりもずっと君のことを大切に思ってる。キャピュレットっていう名前を今では自分の名前と同じぐらい大切に思ってるんだから」

　結婚したばかりの妻の顔を思おもい浮うかべながら、ロミオが微笑む。

「だから、頼たのむよ。喧嘩するのはやめよう？」

　極力怒おこらせないように言葉を選びながら、敵意がないことを示すように両手を広げる。しかしその仕草は思いがけない人物を怒らせる羽目となった。

「ロミオ！　お前なんてことを言うんだ！」

　怒ど鳴なったのは、マーキューシオだった。顔を赤くして、震ふるえながらロミオのことを睨みつける。横に並ぶベンヴォーリオも、訝いぶかしげにロミオのことを凝ぎよう視ししていた。二人の目には、モンタギューの跡あと取とりが、喧嘩を恐おそれるあまり自らの誇ほこりもかなぐり捨ててティボルトの機き嫌げんを取っているように映ったのだ。

「お前が、そんなにも弱虫だとは思わなかったよ、ロミオ」

「違うんだよ、僕は……」

　ロミオは慌てて弁明しようとマーキューシオの腕うでを摑んだが、彼は乱暴にそれを振ふり払はらった。

「言い訳をするな、みっともない降参しといて！　面めん目ぼく丸つぶれじゃないか！　くそっ、胸むな糞くそ悪わるい！」

　叫さけんで、マーキューシオは剣を抜ぬき放はなった。

「おいティボルト、今のロミオの言葉はオレが取り消す！　勝負しろ！」

　マーキューシオが剣を抜いたのを見て、ティボルトも喜々として剣を抜き放った。彼はもとより、暴れまわる口実を探してマーキューシオらに声をかけたのだ。剣を抜くことになんの異存もあるはずがなかった。

「さあ来い」

　超ちよう然ぜんと構えるティボルトに、マーキューシオが早さつ速そく剣を振ふりかざした。午後の鈍にぶい日射しを浴びて切っ先がぎらりと光る。

「マーキューシオ、やめろ！」

　ロミオの制止も聞かずに、二人は打ち合い始めた。硬かたい音を立てて刃やいばがぶつかり合う。あっという間に騒さわぎが大きくなり、広場は熱ねつ狂きようの渦うずに吞のみ込まれた。

「いけ、ティボルト！」

「負けるなマーキューシオ！」

　大勢の人が野次を飛ばす中、ティボルトとマーキューシオはどちらも一歩も引かなかった。身軽なマーキューシオが素す早ばやく剣を突つきだし、それをティボルトが軽々と弾はじき返かえす。

　体格は違うのに、二人の腕は互ご角かくに見えた。互角だからこそ、決着は当分つきそうにない。剣の切っ先がティボルトの頰ほおを掠かすめ、マーキューシオの袖そでを裂さく。

「二人とも、剣を収めろ！」

　懇こん願がんするように、ロミオは必死に叫んだ。

　けれど、いくら言っても無駄だった。二人はどこまでも真剣で、恐ろしいほど残ざん酷こくに剣を振るう。──まるで、本気で相手を殺そうとしているかのように。

「……っ」

　明らかに、いつもの乱らん闘とうとは違う。容よう赦しやのない剣筋が不吉に思え、ロミオはベンヴォーリオを振り返った。

「ベンヴォーリオ、頼む一緒に止めてくれ！」

　ロミオは必死に言ったが、彼は暗い眼差しでロミオをじっと見るばかりだった。

「こうなったらもう、手がつけられない。どうやって止めろというんだ」

「ベンヴォーリオ！」

　お前のせいで余計に騒ぎが大きくなったと、暗に責められているようだった。

（僕はただ、諍いさかいを止めたかっただけなのに）

　このままでは、どちらかが倒たおれるまで戦い続けるだろう。それに、もしこのまま戦い続けていたらじきに大公がやってくるはずだ。そうすれば、ティボルトもマーキューシオも裁かれる。──死し刑けいになるかも、しれないのだ。

（そんなことは、させない）

　友人を、そして妻の従兄を守るために、ロミオは割って入った。

「やめろ、ティボルト、マーキューシオ！」

　突然の乱入に、二人がたたらを踏む。だが、それでも勢いは止められなかった。

「邪じや魔まだ、どけ！」

　ティボルトはロミオがそこにいるというのに、躊躇ためらいもせず剣を突きだした。切っ先が、ロミオの脇を掠る。
















　ちり、と焼けつくような痛みが走り、ロミオはよろめいた。眼前で、ティボルトが唇くちびるをしならせて笑う。

（刺さされる──！）

　貫つらぬかれる痛みを覚かく悟ごしてロミオは目を瞑つむったが、ティボルトの剣はロミオの脇を突き抜けたままだった。代わりに、背後からどさりとなにかが倒れるような音が聞こえてくる。

　恐おそる恐おそる目を開くと、目の前のティボルトはさっきとは打って変わって青ざめていた。その手に握られた刃やいばの先が、赤く染まっている。

「え……？」

　ロミオの脇を掠めただけにしては、やけに赤く濡ぬれていた。ぽたぽたと地面に落ちる血が、不自然に感じられる。

（まさか）

　ゆっくりと、後ろを振ふり向むく。

　そこにあったのは、残ざん酷こくな現実だった。

　胸を赤く染めたマーキューシオが仰あお向むけに倒れていたのだ。

「マーキューシオ！」

　悲鳴を上げてベンヴォーリオが駆け寄り、ロミオはマーキューシオを抱きかかえる。

「大丈夫か!?」

「ああ……掠かすり傷だ。くそっ、どっちの家もくたばりやがれ！」

　マーキューシオは傷口を強く手で押おさえつけながら罵ののしったが、その顔は紙のように白かった。みるみるうちに服が赤く染まってゆき、額に点々と汗あせが浮かぶ。

「医者だ、医者を呼んで来い！」

　ベンヴォーリオが叫ぶと、何人かの召めし使つかいたちが慌てて走り去った。彼らを目で追った端はしに、青い顔のティボルトが立たち尽つくしているのが見えたが、ロミオはうまく頭が回らず彼の存在を認にん識しきできなかった。震えながら、マーキューシオに視線を戻す。

「しっかりしてよ、マーキューシオ。大した傷じゃないよ、きっと。すぐ、治る……」

　泣きそうな声でロミオが言うと、マーキューシオは荒あらい息を吐はきながらもははっ、と笑った。

「ああ、そう、だな。井い戸どほども深くはないし、教会の入り口ほど広くもない。それでも……こたえる、な……」

　とぎれとぎれになりながら、マーキューシオは言った。

「明日……試ためしに、オレを訪ねてみろよ、ロミオ。きっと、はかなく墓に納まってるぜ」

　こんな時でも、マーキューシオは冗じよう談だんを言うのだ。息が苦しくなり、ロミオの視界が滲にじんでいく。

「やだよ、マーキューシオ！　そんなことないって！」

　震える手でマーキューシオの手に触ふれると、ぬるりとした感かん触しよくがあった。それが血だと悟さとった途端、ロミオの頭は真っ白になった。どうやって止めればいいのか、今なにをするべきなのか、分からなくなる。できるのはただ、マーキューシオの言葉を聞きき漏もらさないことばかりだった。

「畜ちく生しよう！　ティボルトのホラ吹ふき、ごろつき、悪党め！　教科書通りの剣けん法ぽうで来やがって……」

　悪あく態たいをつきながらも、マーキューシオの息は徐じよ々じよに弱くなっていく。やがてその瞳から、ゆっくりと光が消え始め……。

「マーキューシオ、もう、喋っちゃ駄だ目めだ！　すぐに、医者が来るから──」

　嗚お咽えつを堪こらえてロミオが叫ぶと、マーキューシオはふっと泣きそうな顔で微笑んだ。

「なあ、ロミオ……お前が夢中になった子のこと……今度、聞かせろよな……」

　マーキューシオは努めて明るい声を出そうとしていたが、その声は消え入りそうなほどか細かった。ひゅうひゅうと漏もれる息の音に、胸が張はり裂さけそうに痛くなる。

「話す！　全部話すから！　だから、お願いマーキューシオ……っ」

　──死なないで。

　そう言おうとして、ロミオは言葉を詰つまらせた。喉のどが膨ふくれ上がったように息が吸えなくなる。

（嫌いやだ。なんで、こんな──）

　その時、マーキューシオは大きく咳せき込んだ。唇から血がゴボリと溢あふれだす。赤黒い血が、マーキューシオの喉を不ふ吉きつに濡らした。

「ロミオ……ベンヴォーリオ……。オレ、死にたくない……」

　心細そうに、マーキューシオが手を伸のばす。その手を、ロミオは必死に搔かき抱いだいた。なにを言えばいいのか分からず、ただただ自分の力を分け与えるように強く手を握る。

「死ぬわけ、ないよ！　こんな傷、すぐに良くなる……」

　必死に言うロミオと青い顔で立ち尽くすベンヴォーリオを見て、マーキューシオはかすかに笑った。

「そう、だよな。──元気になったら、また三人で……馬ば鹿か、やりてえなあ……。川で、泳いだり……飲み比べ、したりさ……」

「しよう。なんでも、マーキューシオがしたいことはするから──」

「ああ……楽しみ、だな……」

　絶え絶えの息で微笑み、マーキューシオが空いているほうの手を空へと伸ばす。まるで、天の迎むかえの手を取るかのように。しかし次の瞬しゆん間かん、マーキューシオは糸が切れた操あやつり人形のように、がくりと力を失った。空へ伸ばされていた手が、何も摑めないまま地面に落ちる。

　動かなくなったマーキューシオに、嫌な予感が兆きざす。

「マーキューシオ……？」

　いらえはない。

　虚うつろに開かれた瞳からは光が消え、その顔は表情をなくしていた。

　心臓が嫌な音を立てる。ロミオはマーキューシオを揺ゆさぶった。

「ねえ、噓うそだよね。マーキューシオ。やだよ、返事して……」

「ロミオ、無む駄だだ。マーキューシオは、もう……」

　嗚咽を堪えるようなベンヴォーリオの声に、ロミオは度を失った。

「いやだ、マーキューシオ！」

　痛ましいほど悲痛な声が、空にこだまする。

　我を忘れ、ロミオはマーキューシオの体を強く揺さぶった。

　だがその目には、なにも映らない。その唇は言葉を紡つむがない。

　──マーキューシオはもう、動かないのだ。

「ロミオ、落ち着け！」

「マーキューシオ、目を覚ましてよ。ねえ、マーキューシオ！　約束しただろ？　全部話すって、聞かせろって言ったじゃないか！　起きて！　起きろよ！」

　ベンヴォーリオはロミオをマーキューシオから引ひき離はなそうとしたが、聞き分けのない子供のようにロミオは剝き出しの声で叫び続けた。

　ベンヴォーリオの腕を振り払って、懸けん命めいにマーキューシオの体にすがりつく。しかしマーキューシオは起き上がらない。ロミオが揺さぶるのに合わせて、力なく揺れるだけだ。

（なんで？　マーキューシオ、起きてよ。ねえ……）

　顔を覆おおおうとして、ロミオははっとした。自分の手が真っ赤に染まっていたのだ。黒みを帯びた赤色が、ロミオを狂くるわせる。




　──この血は、誰のだ？　マーキューシオのものだ。

　──この傷を負おわせたのは、誰だ？　ティボルトだ。




　悟った瞬間、ロミオは我を忘れた。一気に頭に血が上り、燃える目の復ふく讐しゆうの女め神がみがロミオを導く。

　自分がどのように立ち上がり、武器を手にしたのか分からなかった。気がついた時には目の前にティボルトの姿があり、そして彼を見た瞬間ロミオは躊躇いもせずに手元の剣を突きだしていた。彼が驚く間も、逃げる間も与えなかった。

　マーキューシオがされたことを、やり返しただけだ。

　だから、なんの後こう悔かいも、恐れもなかった。

　澄すみ渡わたる青空に、紅あかい花が咲さく。




「ロミオ！」




　ベンヴォーリオの叫ぶ声が聞こえ、ロミオはゆっくりと振り返った。その顔に浮かぶ絶望に首を傾かしげる。

（ベンヴォーリオ、どうしたんだ。そんな顔をして）

　問いかけたつもりだったが、声が出なかった。麻ま痺ひしたように、喉が音を出すことを拒きよ絶ぜつしている。ロミオがぼんやりとベンヴォーリオを見ていると、彼はこわばった顔でロミオの足元を見た。

「ティボルトを、殺したのか」

（ティボルト……？）

　ベンヴォーリオの見るほうへ、ゆっくりと視線を向ける。

　足元にある黒い塊かたまり。これは、なんだろう？

　そういえばさっき、自分はティボルトのことを憎んでいた。

　なぜなら、マーキューシオを殺されたからだ。

　殺してしまえばいいと思った。

（じゃあ、これは──）

　黒い塊の正体に思い至ったロミオは、ひっと喉で息を吸った。手が震え、剣を取り落とす。

　ガシャンと音が鳴っても、目の前の塊は動かない。ただ、物体としてそこにあるだけだ。呼吸に胸むな板いたが動くことも、その瞳が開くこともない。剣に貫かれた場所から、流れ出る血。それだけが、今視界の中で動く唯ゆい一いつのものだった。

　口元を覆おうとして、ロミオは自分の手のひらが赤い血に染まっていることに気がついた。これは、友の血だ。そして、憎き敵であり、愛しい人の従兄の血だ。

「あ、あ──」

「ロミオ！」

　ベンヴォーリオは、がたがたと震えだしたロミオの肩かたを支えるように抱だきかかえた。それでも、ロミオの震えは止まらない。ベンヴォーリオがいるだけでは、駄目なのだ。マーキューシオがいなければ。自分たちは、三人いてようやく普ふ段だん通りなのだから。

「ロミオ、落ち着け。お前は、なにもしちゃいない。でも、とにかくひとまずここから逃げよう」

　ヴェローナの街で、人殺しは死罪だ。ここにいればロミオが裁かれてしまう。

　ベンヴォーリオは、暴あばれ狂くるう馬を宥なだめるように懸命にロミオに語りかけていたが、自失している彼に届く言葉などなかった。

「ティボルトが殺された！　モンタギューを殺せ！」

「キャピュレットを逃のがすな！　マーキューシオがやられたんだ！」

　ヴェローナの街に熾おき火びのように燻くすぶっていた憎ぞう悪おが、二人の生いけ贄にえを得てついにはち切れる。呆ぼう然ぜんとするロミオを置き去りにして、キャピュレットとモンタギューという大きな二頭の獣は、互いの体を喰くらい尽つくそうとするようにその牙きばを剝むいた。かけがねが弾け飛び、怒りの奔ほん流りゆうがヴェローナの街を覆おおい尽つくす。

　手のつけられない獣が街を蹂じゆう躙りんする中、ロミオは奥おく歯ばを嚙かみ締しめてティボルトの亡骸なきがらをじっと見つめていた。

　横たわったティボルトの目が、言っている。無念だと。

　──死にたくなかった、と。

（僕が、殺したんだ。ジュリエットの、従兄を。マーキューシオを──）

　悟った途端、怒りとも悲しみともつかない感情が心を蝕むしばみ、ロミオは弾かれたように身を翻ひるがえして走りだしていた。

「ロミオ！」

　ベンヴォーリオは、ロミオの後を慌てて追った。彼を一人にしてはならないと思ったのだ。けれども、自分すらも捨てて走る者に追いつけるはずもない。

　ベンヴォーリオは、あっという間にロミオの姿を見失ってしまったのだった。




　ロミオは、方角も考えずただ闇やみ雲くもに走っていた。ただ、逃にげだしたかった。ここではないどこかへ行き、自分が誰なのかを忘れてしまいたいと強く願う。

　しかし森へやってきたところでとうとう息が続かなくなり、ロミオは足を止めた。顔から流れ落ちる汗をそのままにしながら、地面に崩くずれるように膝ひざをつく。

　そこでようやく、涙なみだがこぼれた。

　汗に混じって、涙が草の上に落ちる。

「う、あ、あ……！」

　地面に突つっ伏ぷして、ロミオは慟どう哭こくした。獣のような咆哮が、森にこだまする。地面を這はう草に爪つめを立て、地面を抉えぐりながらも、ロミオは吠ほえ続けた。

　何故、運命はかくも残酷なのだろう。

「マーキューシオ、マーキューシオ──！」

　大切な友の名を、かけがえのない親友の名を、ロミオは叫び続けた。

　マーキューシオの底そこ抜ぬけの明るさに、今までどれほど救われてきただろう。彼といれば、どんな日常も楽しかった。三人でいるから、ロミオは笑っていられたのだ。

（まだ、伝えてなかったのに──）

　愛しい人とついに結ばれたことを伝える前に、親友は逝いってしまった。

　話せばきっと、喜んでくれた。いつものおどけた調子で、「ロミオ、よくやったじゃないか」と言ってくれたはずだったのだ。

　ついさっきまで手を伸ばせばあったはずの未来はしかし、永遠に失われてしまった。

　叫んでも、喚わめいても、マーキューシオは帰ってこない。この世にマーキューシオは、もういないのだ。

　その時、草を踏ふむ音が聞こえ、ロミオははっと顔を上げた。ベンヴォーリオが追いかけてきたかと思ったのだ。けれども、木こ陰かげから姿を現したのは、ロレンスだった。

「おお、ロミオ。こんなところにいたのか。探したぞ」

　探した、という言葉にロミオは表情を消した。ロミオを探していたということは、なにがヴェローナの街で起きたのか、彼も知っていると気がついたからだ。

　聖職者としてティボルトを殺した罪を問いに来たのか。それとも、大公の命めいによりロミオを捕とらえに来たのか──

　つかの間警けい戒かいを露あらわにしたロミオだったが、急にどうでもよくなって体から力を抜いた。抵てい抗こうする気にすらなれなくなったのだ。処しよ刑けいされるなら、それでもいい。深い虚きよ脱だつ感かんが、ロミオを包んでいた。その目から、ゆるやかに光が失われていく。

　ロレンスは、見る間に気力を失っていったロミオを見て、痛ましそうに顔を歪ゆがめた。

「ロミオ。とにかく、わしの庵いおりに来なさい。ここにいては、ろくな話もできまい」

　日は、暮れようとしていた。夕暮れと共に風が強まり、木々が不吉めいたざわめきを立てている。

　森が夜の帳とばりに覆われれば、ここは一いつ切さいの光を失う。ロレンスはその前にロミオを闇やみから連れだそうとしているのだろう。けれど、ロミオはのろのろと首を横に振った。自分を知る人の場所へは行けないと思ったのだ。

「放っておいてください」

　打ちひしがれた様子のロミオに、ロレンスはかける言葉を失った。これが、数時間前までこの世の幸せ全てを手にして微笑んでいた青年だろうか。

　幸せの絶頂にあったはずの青年は今、全ての希望を失って、生きる望みすらも見失っていた。

　ロミオは、このまま消えることを望んでいるように見えた。それほどまでに、親友の死はロミオを打ちのめしていたのだ。

　ロレンスは、手負いの獣に近づく時のように慎重になりながら、ロミオの傍かたわらに膝をついて、彼の顔を覗のぞき込んだ。

「お前は、ここにいたいのかもしれないが、妻のことを忘れるな。お前は、ジュリエットを愛しているのだろう？」

　ジュリエットの名を聞いた瞬間、ロミオの胸に鋭するどい痛みが走った。マーキューシオを失った悲しみが、斧おので深く抉えぐられるような痛みだとすると、ジュリエットの名前がもたらす痛みは、鋭く焼けたナイフで突き刺されたようなものだった。

「ジュリエット──」

　つかの間、結けつ婚こん式しきの幸せな記き憶おくが甦よみがえり、その直後床ゆかに横たわるティボルトの姿が重なった。

　自分は、彼女の従兄をこの手で殺したのだ。

（殺したくはなかった。愛したいと、思っていたのに!!）

　ジュリエットへの愛おしさと、ティボルトを殺した罪の意識と、マーキューシオを失った悲しみに心を引き裂かれる。

「神父様……僕は、どうすればいいんですか……。ティボルトを、殺してしまった。知ったら、ジュリエットは傷つくはずなのに、僕はその彼女を慰なぐさめることすら許されない──」

　堪こらえきれないほどの悲しみに顔を覆って、ロミオは嘆なげいた。あまりに悄しよう然ぜんとした様子のロミオに、これ以上残酷な事実を伝えることはできず、ロレンスは静かに言った。

「とにかく、わしの庵に来なさい。ひとまずお前には、休息が必要だ」




　庵へ来ると、ロミオはさらに力を失ったようだった。ロレンスは、ロミオのためにぶどう酒を盃さかずきに注いだが、彼は受け取ろうとはしない。壁かべの隅すみに膝を抱かかえて座すわり込み、机の上で揺れるろうそくをぼんやりと眺ながめている。生気を失って暗がりに座すわるロミオの姿は、まるで幽ゆう鬼きのようだった。魂たましいを、マーキューシオと共に失ってしまったようだ。

　穴をうがったような暗い目をしているロミオに、ロレンスはあえて声をかけようとはしなかった。今はそっとしておくべき時だと考えたのだ。

　静せい寂じやくの中、かまどの火がぱちぱちと爆はぜる音が響く。外では、強さを増した風がごうごうとうなりを上げていた。時折、立て付けの悪い扉とびらが音を立てる。

　しばらくロミオは黙り込んでいたが、ふと思い出したように口を開いた。

「……ねえ。大公様は、なんて宣告したの」

　ロミオは、人を殺したのだ。そして、あの場には大勢の人間がいた。ロミオはいずれ裁かれるはずだ。

「ロミオ……」

　驚おどろくロレンスの顔を見ないままに、ロミオは続けた。

「どうせ、死刑なんでしょう？　それなのにどうして、ロレンス神父は僕をここに匿かくまうの」

　あまりに投げやりな物言いだった。ロレンスは、痛ましそうにロミオを見ながら、首を横に振る。

「いや、死刑ではない」

　それからロレンスは、しばらく黙り込んだ。伝えるべきか否いなか、悩なやんでいるのだ。

「……死刑じゃなかったら、なんなの？」

　続きが気になって問うと、ロレンスは深いため息をついて言った。

「お前は、ヴェローナを追放となったのだ」

「追放──？」

　その時初めて、ロミオの目に感情が戻った。信じられないものを見た時のように、目が大きく見開く。

「追放と、今言ったのですか？」

　掠れた声で、ロミオはか細い悲鳴を上げるように聞き直す。

「ああ。……お前の罪は、ヴェローナの法に照らせば、当然死刑だ。それを、寛かん大だいな大公様が法を曲げ、死という忌いまわしい言葉を追放に変えられたのだ。ティボルトがマーキューシオの命を奪ったがために起きた痛ましい出来事だと、大公様もご承知なのだ」

　ロレンスは宥めるように言ったが、ロミオは聞いていなかった。

「追放……」

　ロミオは放心した様子で呆然としていたが、急にくすりと笑った。自分を嘲あざけるような、笑い声だった。

「そっか、追放、か。悪いことは重なるんだね……」

　ロレンスの顔を見ながら、ロミオが唇に自じ嘲ちようを浮かべる。

「追放になるぐらいなら、死刑になりたかったよ」

「なにを言うのだ！」

「だって、ジュリエットがいない」

　ロレンスの前で、ロミオは初めて表情を崩した。泣きそうに顔を歪めて、しゃくりあげる。

「ジュリエットがいない場所なんか、地じ獄ごくみたいなものだよ」

　ロミオにとって、ジュリエットのいるヴェローナから追放されるということはつまり、世界から追放されることを意味するのだ。

　膝を抱えると、ロミオは奥歯を嚙かみ締め声も上げずに泣いた。

　言葉にならないほど打ちのめされているロミオに、ロレンスは言葉を失った。彼はまだ、若いのだ。それだというのに、どうして神はこれほどまでに彼に試練を課すのだろう。

　風が、戸を叩たたく音が、響く。

　揺れるろうそくが、声を殺して泣くロミオの影かげを壁に落とすのを、ロレンスは長いこと立ち尽くして眺めていた。
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（ロミオは、まだかしら……）

　ジュリエットは、待ちきれずにバルコニーに出て、夜の帳に覆われた裏庭を眺めていた。今晩、このバルコニーから夫になったばかりの愛しい人が、初夜を共にするためにやって来るのだ。そのために、乳う母ばは縄梯子なわばしごを取りに階下へと行っている。

（早く来て、ロミオ）

　日はもう暮れたのだ。もうそろそろ来てもいいはずだと、ジュリエットは浮うき立つ気持ちで夜の闇に目を凝こらした。それでも、人の足音は聞こえない。耳に届くのは、風に揺れる葉は擦ずれの音ばかりだ。

　まるで、お祭りの前の晩、新しい晴れ着を買ってもらったのにまだ着せてもらえずに焦じれている子供のように、ジュリエットはすっかり浮うわついていた。

　ふいに扉の開いた音がして、ジュリエットは弾かれたように振り返る。

「ばあや！」

　縄梯子を持ってきてくれたのだろう。すぐに駆け寄ったジュリエットだったが、乳母の様子がおかしいことに気がついて、足を止めた。乳母の頰が、涙に濡れていたのだ。

「ばあや？　なにかあったの……？」

「ああ、お嬢じよう様さま、もう駄目です。死んだ、殺された、死んでしまったんですよ……！」

　縄梯子を地面に投げ捨て、乳母が床に崩くずれ落おちる。

　あまりの取り乱しように、ジュリエットは胸むな騒さわぎを覚えた。水が少しずつ染しみこんでいくように、不安が広がっていく。

「なにがあったの？　一体誰が死んだの？」

　宥めるように乳母の背を撫なでていると、乳母は身を引ひき絞しぼるように叫んだ。

「ティボルト様が……お亡なくなりに、なられました！」

「ティボルトが？」

　殴なぐられたような衝しよう撃げきが、ジュリエットを襲おそう。

「うそ、でしょう……？」

「噓なもんですか！　ばあやは、間違いなくこの目で傷を見ました。おいたわしい亡骸、青ざめて、灰のように真っ青、全身血にひたって、体中が血まみれ……。おお、ティボルト様！　ここまで生きてあなたの死に目に遭あうなんて！」

（そんな……！）

　大好きな、ティボルト。無愛想で怒りっぽく、けれども静かにジュリエットを見守ってくれていたティボルト。パリスとの結婚を心配してくれていた、優やさしい従兄。

　彼が、もうこの世にいないというのか。

「ティボルト……」

　自分はまだ、彼になにもしてあげられていない。話すことはたくさんあったのに。

　膝から力が抜け、ジュリエットは乳母と同じように崩れ落ちた。腕が震え、体がうまく支えられなくなる。

（こんなことなら、もっとティボルトと話せば良かった。彼が怖こわいからと言って、遠ざかるのではなかった。優しく、すればよかった……）

　幼い頃のように無む邪じや気きに接すれば良かったのだ。けれど、いくら後悔をしてももう遅おそい。

「こんなことになるなんてあんまりですよ。ロミオ！　モンタギューのロミオがティボルト様を殺すだなんて！」

「ロミオ……？」

　乳母の口にした名前に、ジュリエットは今度こそ息が止まる気がした。

「今、ロミオと、言ったの……？」

「ええ、あのロミオですよ！　ロミオが、ティボルト様を殺したんです！」

　鋭するどい痛みが、体を貫いた。

　優しく涼すずしげな眼差しの夫。今日結婚したばかりの彼が、従兄を殺したのか。




　──ロミオが、ティボルトを殺したのか。




「噓、噓よ！　絶対に噓！」

　信じれば、世界は崩れ去ってしまう。ジュリエットは必死に叫んだ。

「いいえ、噓じゃありません。マーキューシオを殺された復讐に、ロミオがティボルト様を殺したんです！　ティボルト様は死に、ロミオはヴェローナを追放となったんです！」

（追放……）

　ロミオは罪を犯おかし、大公がそれを裁いたのだ。

　あの瞳が復讐に燃える様が脳のう裏りをよぎった途端、悲しみがまたたく間に飛び去り、燃えるような怒りが胸を焦こがした。

　そうか。ロミオは本当にティボルトに手をかけたのだ。

「ロミオ──！」

　数刻前まで祈いのりの言葉であった彼の名前は、今や呪のろいの言葉のようにジュリエットの耳に響いた。

「どうして、ティボルトを殺したの!?　どうして、どうして！」

　ジュリエットは絶望に打ちひしがれながら、運命の神を呪い続けた。

　まさか、兄のように慕したっていた大切な家族が、この世で最も愛している人の手で殺されただなんて。

　ロミオが、ティボルトを殺しただなんて──

「美しい暴君、天使のような悪あく魔ま、鳩はとの羽を持つカラス、狼おおかみの残ざん忍にんさを宿した子羊だわ！　上辺は神でもその中身は卑ひ劣れつそのものよ！　見かけとはまるで裏腹！　地獄堕おちの聖者、誉ほまれ高い悪党！」

　我を失って、ジュリエットはあらん限りの罵ば倒とうを並べた。許せない、裏切られたという思いがジュリエットを突つき動うごかす。

「ああ、造化の神様、あなたは地獄ではどんな酷ひどいことをなさるの？　あの美しい体に悪魔の魂を潜もぐりこませたりなさるんだもの！　これほど忌まわしい書物があんなに美しく装そう丁ていされたことがあったかしら！　ああ、あんなに豪ごう華かな宮きゆう殿でんにこんな偽いつわりが潜ひそんでいただなんて！」

　ジュリエットの嘆きように、今度は乳母が慰める側に回った。地面に倒れ伏すジュリエットの背中にそっと手を添そえる。

「お嬢様。気を取り直して下さいまし。ロミオだって、好きで殺したわけじゃないに決まってます」

「そう……かしら……」

「ええ。きっと、今頃自分を責せめておいでですよ。あれだけ誠実なお人なんですから」

　乳母の言葉を聞いた瞬間、ジュリエットの心に突き刺すような罪ざい悪あく感かんが芽生えた。

　ティボルトを殺したことが許せないと思うのに、何故か悲しみが、怒りが、それを勝る後悔に塗りつぶされていく。

（そうよ……。ロミオが、好きで人を殺すはずがない）

　それなのに、どうして誰よりも愛おしい夫を悪く言うことができたのだろうと急に恐ろしくなってくる。妻になってまだ三時間と経たないというのに。

（でも、それでも──）

　彼は、ティボルトを殺したのだ。

「……っ」

　やっぱりロミオが許せない。そう思う傍かたわらで、ロミオを愛しいと思う自分がいる。そして、愛おしいと思えば思うほどに、心が血を流すのだ。

（ロミオ、どうしてティボルトを殺したの……？）

　それは、親友をティボルトに殺されたからだ。

　ティボルトとマーキューシオとロミオが同じ場所にいて、ロミオだけが生き残った。

　もしかしたら、そこに横たわる死体はロミオとマーキューシオだったかもしれない。けれど、ロミオは生きているのだ。

　神は二つの生け贄を求め、そしてロミオはその手を逃れたのだ。ならばこれは、喜ぶべきことではないのか。

「そうよ……。ロミオは、生きているのよ」

　一つの希望を見つけたように、ジュリエットは呆然と囁いた。

「それなのに、どうして私は泣いているの？　ロミオが生きていることは嬉うれしいはずなのに」

　いや、違うと思った。生きていることを上回る悲しみが、この現実を引き裂いたのだ。

　乳母は、ロミオが追放になったと言った。

（ティボルトは死んで、ロミオは追放──）

　その言葉がもたらす絶望には、果てもきりも限界もない。どんな言葉もその悲しみを言い表せはしなかった。ティボルトが死んだだけでも耐たえられないというのに、今日はどれだけの悲しみが降り注ぐのだろう。

　追放ということは、このヴェローナからロミオがいなくなるということだ。二度とヴェローナの地を踏むことができない。そして女の身であるジュリエットがヴェローナを出る方法はない。ジュリエットは、結婚したばかりで夫を失うのだ。

　もう、ジュリエットを支えるものはなにもなかった。

「処女の私は処女のまま寡か婦ふとなって死ぬのね」

　放心したように、ジュリエットは宙を見上げた。虚ろな眼差しで、ありもしなかった幸福な未来を求めるように空へと手を伸ばす。

「おいで、縄梯子。おいで、ばあや。私は、ロミオならぬ死神へ処女を捧ささげるために新床へ行くわ」

　優しく歌うような、声だった。あまりの悲しみに、ジュリエットは自分をも失ったのだ。

「ああ、ジュリエット様なんてことでしょう！　待っていて下さい。ばあやが必ずロミオを見つけて差し上げますから！」

　ジュリエットの手を取って、乳母はその虚ろな瞳を覗き込んだ。

「いいですね、ロミオは今夜ここにいらっしゃいます。きっと、ロレンス神父様のところにいらっしゃるでしょうから、首に縄をかけてでも連れてきます！　ですからお嬢様、お気をしっかり持って」

　ロミオが来る──。たったそれだけの言葉が、ほんの少しだけジュリエットに自分を取り戻させた。空くう虚きよな瞳に、少しずつ光が戻ってくる。

「ほんとう……？」

「ええ、ええ！　必ず！」

　ジュリエットは顔を歪めて、乳母の手を握り返した。

「見つけてきて、お願い。この指輪を、私の騎き士しに。伝えて、最後の別れにぜひいらして、と」

「ええ、きっと連れて戻りますよ！」

　乳母は、憔しよう悴すいしたジュリエットをベッドへと横たわらせると、ロミオを探すために部屋を飛びだしていった。




　乳母が、ロミオを連れて戻ったのは、それから半時間ほど後だった。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとしたまま部屋で待っていたジュリエットは、バルコニーに姿を現したロミオを見て息を吞んだ。あの日の光景が、舞まい戻もどったような気がしたのだ。

　ベッドから起き上がり、おぼつかない足取りでロミオのほうへと歩いていく。

　けれども、ロミオの顔に浮かぶ苦く悶もんの表情に、ジュリエットは足を止めた。

　あの日とは何もかもが違うのだということが、急にはっきりと思い知らされる。

　なにも知らずに、無邪気に愛を交かわした日はもう来ない。二人は夫ふう婦ふになり、そして夫は追放となってヴェローナからいなくなるのだ。




「ジュリエット……」

　瞳を潤うるませるジュリエットを見て、ロミオもまた歩み寄ることもできずに立ち尽くした。

　一体、なんと言えばいいというのだろう。

　この身の呪わしい手が、ジュリエットの従兄を殺してしまった。二人の間に生まれたばかりの夫婦の喜びを、妻の身内の血で汚よごしてしまったのだ。

　謝あやまることも、赦ゆるしを乞こうこともできない。そして、この愛おしさを伝えることも今のロミオには許されないのだ。

「ロミオ。私、あなたを待っていたの」

　やがて、囁くようにジュリエットは言った。

「あなたと庵を出て、家へ戻ってきてからずっと……あなたを、待っていたのよ」

「ジュリエット──」

　くしゃりと顔を歪めて、ロミオは真まっ直すぐにジュリエットを見つめた。泣くのを我が慢まんするように、その拳が震える。

「ジュリエット。君を、愛しているよ」

「ええ」

「君が、好きだった」

「ええ」

「君と──ずっと、一緒にいたかった」

　ついに目から涙がこぼれ、ロミオはすがるようにジュリエットを抱きしめた。ここにジュリエットがいる。それなのに、自分は明日にはジュリエットを失うのだ。

「ごめん。ジュリエット、ごめん──」

　謝れば謝るほど罪深くなるような気がする。それでも、ロミオは謝らないではいられなかった。許してくれとは言わず、ただごめん、とだけを何度も囁く。




　肩を震わせるロミオの背中に手を回して、ジュリエットは目を瞑った。

　彼は、なにも言わない。

　言い訳をしてくれれば責められるのに、彼はなにも言わないのだ。

　赦ゆるされることを求めないから。──だからジュリエットにはもはや、ロミオを愛することしかできなくなるのだ。

「行ってしまうのね、ロミオ」

「うん」

「どこへ、行くの？」

「マントヴァへ」

　ここでついに、ジュリエットの目からも涙がこぼれ落ちた。

　ヴェローナからマントヴァまでは、途と方ほうもなく遠い。すぐに行けるような距きよ離りではないことが悲しくて、ジュリエットはしゃくりあげながら、ロミオにしがみついた。

「いや。お願い、行かないで。私を、置いていかないで」

「ジュリエット……」

　二人は、抱だき合ったまま崩れ落ちた。

　地面に座り込み、搔き抱くように互いの背に手を回す。

「お願い、ロミオ。私も連れていって」

　この家を出て行けば、ジュリエットの身には想像もつかない苦労が振りかかるだろう。女が庇ひ護ごを失って生きていけるほど甘あまい世の中ではないのだ。それでも、言わずにはいられなかった。ロミオと離はなれて生きていくことなどもう、できないのだ。

「私も、働く。お針子だって、なんだってするわ。だから、お願い──」

「ジュリエット」

　ロミオは、泣きじゃくるのをやめて、優しく名前を呼んだ。

「君に、そんな苦労はさせられないよ」

「でも──」

　ロミオは、やんわりとジュリエットの言葉を遮った。

「大だい丈じよう夫ぶ。いつか戻ってくるから。神父様が言ってくれたんだ。折を見て僕たちの結婚を公おおやけにするって」

　ロミオの言葉に、ジュリエットは弾かれたように顔を上げた。

「本当？」

「うん。それで両家を和解させ、大公様の赦しを待って、僕を呼よび戻もどしてくれるって。だから、マントヴァへ行ってとにかく生きろと言ってくれたんだ」

　今度こそ、ジュリエットの瞳に喜びが閃ひらめいた。

「また、会えるのね」

「うん。会えるよ」

　微笑んで言ったが、すぐさまその笑え顔がおが陰かげる。それがいつのことになるかは分からないからだ。それに、本当に大公の赦しが得られるとも限らない。

　その上、ティボルトとマーキューシオの死は、ヴェローナの街に怒りという名の火を注そそいでしまった。キャピュレットはモンタギューを、そしてモンタギューはキャピュレットをけして許そうとは思わないだろう。その中で二人が結婚したことを告げたとしたら両家の憎しみはますます深まるに違いなく、和解は更さらに遠ざかるはずだった。

　ジュリエットも、同じように思ったのだろう。悲しみの影が再び忍しのび寄よる。二人は黙ったままお互いの顔を見つめ、やがて引き寄せられるように唇を重ねた。
















　昨日まで幸せだったくちづけは、なんて悲しい味がするのだろう。

　角度を変えて唇をむさぼり合いながら、指を絡からませる。触ふれ合った指先は熱く、二人は次し第だいにくちづけだけに没ぼつ頭とうしていった。残酷な現実を遠ざけるように唇を、熱を重ねる。

　言葉はもう、なかった。




　──ヒバリの鳴く声が聴きこえる。

　二人は、暁あかつきの頃までずっと言葉もなく過ごしていた。ただ寄より添そい、互いの熱を伝え合う。素す肌はだに触れた肩の熱は心地ここちよく、ジュリエットは目を瞑って微笑んだ。

　今この瞬間、ここにある体温は、もうすぐ手の中から失われてしまう。

　それでも今、二人は幸福だった。

　目を開くと、優しく見つめるロミオの眼差しがあった。淡あわい、深い水底のような青い瞳の中にはジュリエットの姿が映っている。手を伸ばすと、すぐにロミオの手に触れた。細い指を絡ませ、幸せそうに微笑む。

　──ヒバリの鳴く声が、聴こえる。

　目覚めを喜ぶ、不吉なさえずりだった。それでも、二人は動かなかった。首を傾かたむけ、そっと啄ついばむようなくちづけをする。

　──ヒバリの鳴く声が、聴こえる。その声が、宵よい闇やみを切きり裂さいていく。

　次第に増えていく鳴き声に、ロミオの瞳に切なげな色が浮かんだ。

　──もう、行かなきゃ。

　そう告げられたような、気がした。

　やがてロミオはジュリエットの手を離し、ついにゆっくりとその体を起こした。

　朝の陽が、ロミオの若者らしく引ひき締しまった体を照らす。柔やわらかい金の髪が、透すき通とおるように白い肌はだが、まるで光の中へ溶とけてしまいそうに見え、ジュリエットは言い知れぬ不安を覚えた。そこにいるはずなのに、不吉さが拭ぬぐい去れない。

　シーツで前を隠かくしながらジュリエットがゆるやかに体を起こすと、朝日を見つめていたロミオが振り返った。

「……ジュリエット。もう、行くね」

「ロミオ──」

　いってらっしゃい、と。待っていると、言うつもりだった。

　微笑んで、安心させて、彼を見送ろうと思っていたのに。ジュリエットの唇は、彼女の意思を裏切って動いた。

「まだ──まだ、朝じゃないわ」

　泣き笑いを浮かべて囁いたジュリエットに、ロミオは首を横に振る。

「でも、ヒバリが鳴いているよ」

　──ヒバリの鳴く声が、聴こえる。

　それでもジュリエットは、頷くことができなかった。甘く微笑んで、首を横に振る。

「あれは、ナイチンゲール。ヒバリではないわ。向こうのザクロの樹きに来ては、毎晩鳴くの」

　震える声で、ジュリエットは幸せな噓をついた。

　まだ夜。まだ、二人が離れる時じゃない、と。

「本当よ。本当に、ナイチンゲールだったのよ」

　──ヒバリの鳴く声が、聴こえる。

「ジュリエット。あれはヒバリ、朝の到とう来らいを告げる先さき触ぶれだよ。ほら、見て」

　静かに微笑みながら、ロミオが薄く白いカーテンにそっと手をかける。その途と端たん、今まで淡く二人を照らしていた朝焼けの色が強くなった。

　東の空で、意地悪な光の縞しまが雲の裂さけ目めを縁ふち取どっている。

「空が明るくなってきてる。もう、行かなきゃ。ね、ジュリエット」

　まるで冗談を言う時のように、ロミオはくすりと笑った。

　自分の言うことを本気にしなくていい。これは睦むつみ合う時のちょっとした戯言たわごとなのだとでも言うように、ロミオはジュリエットの頭を優しく撫でた。

　その腕を取って、ジュリエットも微笑む。

「あれは、朝の光ではないわ。本当よ。あれは夜空に時々現れる単なる光。今夜、あなたのために松明たいまつ持ちとなって、マントヴァまでの夜道を照らそうと思っているのよ。だから……」

　喉が塞ふさがったようになって、ジュリエットは言葉を途と絶だえさせた。

　現実を裏切る噓の夢。自分の口から紡がれる妄もう言げんが現実と置おき換かわるのであれば、いくらでも噓を吐き続けるだろう。けれどもう、ヒバリが鳴いている。朝の訪おとずれは遠ざけられない。

　もう、夜は失われたのだ。

　ジュリエットはとうとう微笑んでいることができなくなって、両手で顔を覆った。

「ロミオ……。まだ──まだ、ここにいて……」

「──っ」

　息を吞のむ声が聞こえ、次には引き寄せられていた。ロミオの腕が、ジュリエットの細い体を強く強く抱きしめる。

「ジュリエット──ジュリエット……」

　嗚咽を堪えるように、ロミオは名前を囁き続けた。掠れた声が、ジュリエットの耳じ朶だを打つ。

「僕だって、行きたくない……っ」

　殺し続けた感情を溢れさせ、ロミオはジュリエットを搔き抱いた。

　朝の光を裏切る、二人の噓。

　現実を遠ざけ、二人はただ激しくお互いだけを求め合った。

「ジュリエット、好きだよ。ずっと、そばにいる。──どこにも、行かないよ」

　泣くのを堪えて言って、ロミオはジュリエットの体を再びベッドへ横たえさせた。その上に覆いかぶさって、優しいキスをする。

　あの薄明かりは朝の光ではない。

　頭上いっぱいに鳴り響くあの調べはヒバリの声ではない。

　まるで薄はく氷ひようの上のように危あやうい現実の中で、二人は間違いなく幸せだった。互いの体を抱きしめ、乞うように唇を奪うばい合う。

　ふと顔が離れた僅かの隙すきにジュリエットが視線を上げると、ロミオが慈いつくしむような眼差しでジュリエットを見ていた。

　凪ないだ海のように穏おだやかなロミオの青い瞳に、心臓がどきりと嫌な音を立てる。その目は、全てを悟った目。そして、覚悟を決めた目だった。

　捕らえられてもいい。死んでもいいと、ロミオの双そう眸ぼうは語っていた。まるで来たる死を喜んで迎えるとでも言うように、ロミオが優しく微笑む。

　冷水を浴びせられたように、ジュリエットは我に返った。

「駄目！」

　ロミオの胸を押おし返して遠ざけると、ジュリエットは逃げるようにベッドから降りた。

「ジュリエット？」

　どうしたの、とロミオが首を傾げて問いかける。その腕に、もう一度飛び込みたいと心が悲鳴を上げた。それでもジュリエットは、頭を横に振る。

「もう、朝よ。──朝なのよ」

　二人で紡いだ偽りの幸福が、音を立てて崩れ落ちる。

　ジュリエットは、両目に涙を湛たたえて、ロミオのことを真っ直ぐに見つめた。

「あれは、ヒバリよ。早く行って、ロミオ」

「ジュリエット……」

　──ヒバリの鳴く声が、聴こえる。

　ヒバリの声は、あんなにも耳みみ障ざわりだっただろうか。調子外れで、不ふ愉ゆ快かいな、金切り声。

　ロミオはしばらく口をつぐんで、静かにジュリエットを見つめていたが、次第に数を増していくヒバリの声に観念したようにくしゃりと笑った。

　それは、諦あきらめた笑顔。幸福を手放すことを決めた、痛ましい笑顔だった。

「うん。そうだね。もう──朝だ」

　のろのろと起き上がり、ロミオは脱ぬぎ捨すてられていた服を順に身にまとっていった。夜の間はジュリエット一人だけのものだった愛しい人の姿が、モンタギュー家のロミオへと、この街から追放される人へと姿を変えていく。

　彼に背を向けて、ジュリエットも床に落ちたままのネグリジェを拾った。ジュリエットもまた、キャピュレット家のジュリエットに戻らなければならない。たとえそれが、死の棺ひつぎに入ることのように窮きゆう屈くつだったとしても。

「お嬢様！　お嬢様、起きていらっしゃいますか！」

　その時、扉が激しく打ち鳴らされた。乳母が、起こしに来たのだ。

「もう朝ですよ！　奥様がこの部屋にいらっしゃいます！」

「分かったわ」

　淡たん々たんと言って、ジュリエットは振り返った。そこにいるのは、きちんと服を着込んだ夫の姿。

「ロミオ」

「ジュリエット」

　二人は静かに、互いの名前を呼んだ。

　言葉はもう、意味を成さない。どれだけ嘆いても、愛おしさを伝えても、訪れる未来は変えられないのだから。

「さようなら、ロミオ」

　ジュリエットがいじらしく涙を堪えて言うと、ロミオは顔を歪めてジュリエットを引き寄せた。

　何度もジュリエットを抱いた手が、その体をつかの間閉じ込める。

「ジュリエット。手紙を、書くよ。絶対に」

　耳元で囁かれると、もはや堪えきれなかった。両の頰を濡らす涙を拭ぬぐうこともせずに、ジュリエットはロミオの胸に顔を埋うずめた。

「ロミオ──ロミオ。きっとまた、会えるのよね？」

「うん、絶対に。必ず、また会えるよ。時機を見て結婚を公表してくれるってロレンス神父が言っていたもの」

　昨晩伝えた言葉を、確かく認にんするようにロミオはもう一度口にした。

　いつになるかは分からない。それでも、ティボルトとマーキューシオを失った悲しみと、ロミオへの怒りがヴェローナの街から消え去ったその時こそ、二人は結ばれるはずだった。

　そっと体を離して、ロミオはジュリエットを安心させるように微笑む。

「次会う時はきっと、この時のことも楽しい思い出として話せるよ」

　優しく、ロミオがジュリエットの唇に唇を触れさせる。しかしすぐに体を離すと、ついにロミオは踵きびすを返した。

　バルコニーを越こえ、ジュリエットから遠ざかる。

　地面に降りたロミオは、最後にもう一度ジュリエットを振り返った。

　見上げるロミオの顔が、朝の光に照らされる。その肌は不吉なほど白く、ジュリエットは肌がぞくりと粟あわ立だつのが分かった。まるで、お墓の底に眠ねむる死人のようだ。悪い予感が胸中に広がる。

　ロミオは、ジュリエットの顔を見てなにかを言いかけたけれど、そのまま立ち去ってしまった。金の髪が、梢こずえの向こうへと消えていく。

　それでもジュリエットは、木々の群れから目を離せなかった。あの茂しげみからロミオがまた姿を現すかもと、ありもしない願望ばかりが胸に浮かぶ。

　けれど、ついにロミオが戻ってくることはなかった。増えていく日差しが木々を照らし、きらきらと葉が輝かがやく。

（行ってしまった……）

　体の中が空っぽになってしまったような気がした。切り裂くような孤こ独どく感かんがジュリエットを苛さいなむ。ロミオと出会うまで、こんな感情は知らなかった。人は、こんなにも独ひとりなのだ。独りでいることは、こんなにも苦しいことなのだ。

「ジュリエットお嬢様！　奥様がいらっしゃいましたよ！」

　とうとうバルコニーから引き離される。痺しびれを切らして、乳母が部屋へと入ってきたのだ。

「ばあや……」

　頰を伝う涙を拭わないままに振り返る。するとそこに母の姿を見つけ、ジュリエットは息を吞んだ。乳母と共に、ジュリエットの部屋に入って来ていたのだ。

「ジュリエット。いつまでお前はティボルトの死を悼いたんで泣くつもり？　いい加減におし。深すぎる悲しみは無分別というものよ」

　ジュリエットを見下ろす眼差しはいつものように冷ややかで、ジュリエットは慌てて涙を拭った。それでも止まるものではない。次から次へと、涙がこぼれ落ちていく。

（だってこれは、愛いとしい夫との別れを嘆く涙だもの）

　母が思っているのとは、別の涙なのだ。

「死に別れを悲しむのはしょうがないけれども、泣くことは無駄よ。死ぬほど泣いても、ティボルトは生き返らないのだから」

　あまりに冷れい淡たんな言葉だった。これが、甥おいを失った叔お母ばの台詞せりふだろうか。母の素っ気なさが信じられず、泣くのを堪えて顔を上げると、母が満足そうに微笑んだ。

「それより、お前に嬉しい報しらせがあるのだよ」

「嬉しい、報せ……？」

「そう。お前と、パリス伯はく爵しやくの結婚の日取りが決まったの」

　天地がひっくり返ったような衝撃が、ジュリエットを貫いた。

　ジュリエットはしばらく、ものも言えずにいた。ただ、食い入るように母の顔を見上げる。

「今、なんて？」

「悲しみに暮れるお前のことを思いやって、お前のお父様が喜びの日を決めてくださったの。今度の木曜日の朝早く、聖ペテロ教会であのパリス様が、お前を花はな嫁よめにしてくださるのよ」

　息が浅くなり、ジュリエットはめまいを覚えて一歩後ずさった。

「そのお話は、もうパリス伯爵にお伝えしてしまったの……？」

「ええ。先程、パリス様がティボルトの死を悼んでわざわざ来て下さってね。お前の悲しみを取り除くためにも結婚をしたほうがいいとお父様は考えなさったのよ」

　つまり、ジュリエットの気持ちを確かめずに父は決断を下したのだ。ジュリエットを思ってのこととはいえ、あんまりの仕打ちにジュリエットは喘あえいだ。

　一度決定すれば、それを覆くつがえす方法はない。それでもジュリエットは首を振った。

「いやです……。お願い、お母様。私をパリス伯爵と結婚させないで下さい」

「なんですって？」

　彼女は、声を尖とがらせた。

「お父様は、お前を思って言っているのだよ」

「分かっています。お父様のお心はありがたいと思います。それでも、いやなんです。私は、あの人の妻にはなれません」

　指を組み合わせて、ジュリエットは懸命に言い募つのった。ロミオと結婚しているのに、どうしてパリスと結婚などできるだろう。それに、ジュリエットはそもそもパリスには嫌けん悪お感かんしか抱くことができないのだ。目に涙を湛えて嘆たん願がんしたが、母が聞き入れることはない。

「そんなに嫌なら、お父様に直接言いなさい」

　ちょうどその時、扉が開いてジュリエットの父が姿を現した。泣いてばかりいるジュリエットの様子を見に来たのだ。

「これこれ、ジュリエット。まだ泣いているのかい？　仕方のない娘だな」

　朗らかに言って、父はジュリエットの頭を優しく撫でた。その、硬く大きな手に、胸が締しめ付けられるように痛くなる。

　きっと父は、パリスとの縁えん談だんが素す晴ばらしい取り決めと信じて疑いもしないのだ。

「これ、お前。先程の件をジュリエットに伝えたのか？　あの話をすれば、ジュリエットも泣なき止やむだろうよ」

　父は自信満々に母に声をかけたが、彼女は疲つかれきった様子でジュリエットを見やる。

「それが、いやなんですって。このお馬鹿さんたら、お墓とでも結婚するといいわ」

　妻の返答に夫はうろたえた様子だった。

「待て、どういうことだ。もっと分かるように話せ。ジュリエット？」

「ごめんなさい、お父様。でも私、パリス伯爵とは結婚したくないのです」

　勇気を奮って唇を開くと、父は理解できないものを見るように、ジュリエットを見た。

「結婚したく、ないだと……？」

「はい。私は、あの方とは結婚できません。この間お会いして、私はパリス伯爵と結婚できないとはっきり分かったんです。あの方は、恐ろしい。お願いお父様、この縁談はなかったことにして下さい」

　ジュリエットは精せい一いつ杯ぱい感情に訴うつたえかけたが、父に届いた様子はなかった。それどころか父の顔が、みるみるうちに怒りで赤くなっていく。

「なんてことを言うのだお前は！」

　声を荒らげ、父は怒鳴りつけた。

「恐ろしいだと？　ありがたいとは思わんのか、ジュリエット。他ならぬこの娘の婿むこにと骨を折って、数知れぬ栄えい誉よを担になう男を選んでやったのに！」

　その他ならぬ娘が、恐ろしいと言っているのに、その言葉は父の耳には入らない。

　つまり、父親にとって大切なのはパリスの家いえ柄がらであって人ひと柄がらではないのだろう。そしてジュリエットの感情よりも、家の体面のほうが大切なのだ。

　はっきりと分かった途端、ジュリエットの中で躊躇いが消えた。

「いやよ。パリス伯爵となんて、結婚しない」

「ジュリエット！　言うことを聞かんか！」

「いや、絶対にいや！　あんな人、嫌きらいよ！　あの人と結婚するぐらいなら、追放されたロミオとするわ！」

　子供のように駄だ々だをこねて叫んだ瞬間、鋭い音が部屋に響き渡った。──父が、ジュリエットの頰を殴なぐり飛ばしたのだ。

　あまりの勢いに、ジュリエットは壁に打ち付けられ、そのまま床に座り込んだ。口の中が切れたのか、鈍い血の味が広がる。

　呆然と座り込んだジュリエットを、キャピュレット卿は高圧的に見下ろした。

「くたばるがいい、この親不孝者！　モンタギューの男と結婚するほうがましだと!?　おぞましいことを口にするのは、その口か！　悪魔に魂を売ったのかジュリエット！」

　父は、どこまでもモンタギューを憎んでいるのだ。口にしてはならない名だったことを思い出した時にはもう遅い。ロミオへの逬ほとばしる憎悪を滴したたらせながら、父は叫んだ。

「あの男は、我わが一族の子を奪った！　あのように汚けがれた悪党の名を口にするとは何事だ！　いいか、木曜日には教会に行くのだぞ。嫌ならもう二度とわしに顔を見せるな！」

　父の目は、燃もえ盛さかる怒りを浮かべていた。父の讒ざん言げんに、ロミオを想う心が切り裂かれていく。

「今までわしは、一人しか子供に恵めぐまれなかったことを不運と思ったものだ。だが、今ではこの子一人をももてあます。この子を持ったことが呪わしくさえある！」

　あらん限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立て、キャピュレット卿はジュリエットを詰なじった。言葉一つ一つがジュリエットを苛み、切り刻んでいく。父を愛しているからこそ、苦しかった。

　それでもジュリエットは、パリスとの結婚を承しよう諾だくするつもりはなかった。それは、ジュリエットにとって死を意味するからだ。石のように黙り込んだジュリエットに、父がますます怒りを募つのらせる。

「ええい、いまいましい！　このろくでなしめが！」

「旦だん那な様、そんなにきつくお叱しかりになってはなりませんよ」

　さすがに憐あわれと思ったのか、乳母が助たすけ舟ぶねを出す。しかしそれは、よりいっそう父を怒らせることとなった。

「なんだと、訳知り顔をしおって！　余計な口を出すな！」

「お為ためを思って申し上げておりますのに」

「黙れ、つべこべ言うなこの阿あ呆ほう！」

　あまりの怒りように、キャピュレット夫人は呆あきれた様子だった。

「ずいぶんと熱くおなりですね」

「ああそうとも、まるで気が狂いそうだ！」

　壁を拳で叩く音に、ジュリエットはびくりと肩を震わせる。父の目には、息を吞むほどに濃こい憎しみの色があった。これまでジュリエットが見たこともないほどに、父は娘を憎悪し、腹を立てているのだ。

「昼も夜も、仕事中も遊んでいる間も、一人でいようと連れがいようと、常にこいつの結婚のことをわしは気にかけてきたのだ。そしてようやく今、理想の男を見つけてやったというのに、この愚おろか者ものが転ころがり込んだ幸運を袖にして、結婚はしないとぬかしやがる！」

　怒りに震える手が、ジュリエットを指差す。

「結婚したくないのならそれでいい。この家からは出て行け！　わしの娘なら、わしの気に入った男の嫁よめになれ。そうでないなら、首をくくれ、物もの乞ごいになれ、飢うえて野垂れ死ね！　断じてお前を我が子とは認めない。財産もびた一文譲ゆずらない。噓ではない。分かったら胸に手を当ててようく考えろ！　木曜日はすぐそこだからな！」

　一息に怒鳴りつけると、キャピュレット卿は荒々しい足取りで踵を返した。扉が乱暴に閉められ、大きな音が部屋を揺るがす。

　嵐あらしが過ぎ去ったかのように思えた。しかし、嵐よりも残酷で恐ろしい問題が、ジュリエットの前には立ちはだかっている。

　呆然としながらも、ジュリエットは母親のことを見上げた。

「お母様……。お願いします、どうか、どうか結婚を延ばして下さい。せめて、一月。いいえ、一週間でもいいんです」

　時間を稼かせげれば、ロミオとの結婚を公表することができる。そのためには、木曜日の結婚をできる限り遅おくらせる必要があった。

　髪も乱れ、頰を涙に濡らしたまま、ジュリエットが母の足元で訴えかける。けれども母は、ジュリエットから目を背そむけただけだった。

「話しかけないで。お前とはもう二度と口を利きかないわ」

　パリスとの結婚を頑かたくなに拒絶したこと、さらにロミオと結婚したほうがましだと言ったことに、母も腹を立てているのだ。

　ジュリエットが次の言葉を口にするよりも先に、母が部屋を出て行く。固く閉められた扉を見て、ジュリエットは一人途方にくれた。

「ばあや……」

　もはや今は、ロミオとの結婚を知る乳母だけが頼たよりだった。

「私は、どうすればいいの……？」

　涙を溜ためて見上げるジュリエットを、乳母は痛ましそうに見たが、それでも残念そうに首を振るばかりだった。その目には、諦めという名の感情が宿っている。

「お嬢様。お嬢様は、伯爵様と結ばれるのが一番です」

「ばあやまで何故、そんなことを言うの？　私には、夫がいるのよ？　知っているでしょう？」

「それでもお父様に逆らうのは恐ろしい罪ですよ。それにロミオは追放されたんです。たとえ天地がひっくり返っても、戻ってくるあてはないんです。仮に戻ってきても、人目を忍しのんでのことでしょう。ですから、彼のことはもう諦めなすって下さい」

　乳母は常識という名のナイフを振りかざし、ジュリエットの心を裂いていく。

　これは本当に、常に自分の味方でいてくれた乳母だろうか。ジュリエットは返す言葉を失って、乳母のことを見上げた。心が、徐々に凍こおりついていく。

「パリス様は本当に素晴らしい方です。それに比べてロミオなんか雑ぞう巾きんですよ！　パリス様と結婚なさるのが一番です」

「ばあや！」

　非難の悲鳴を上げたジュリエットに、乳母は厳しく言った。

「最初の夫は死んだのです。そう、思いなさい。生きていても役に立たねば死んだほうがましなくらいですから」

「ばあや……それは、心からの言葉なの……？」

　目がくらむような思いで、ジュリエットは問いかけた。

　否定されたかった。冗談ですよと、笑って欲ほしかった。ジュリエットがどれだけロミオを愛しているのか、乳母だけは知っているはずなのだ。けれども、乳母は頷いた。

「ええ」

　その瞬間、ジュリエットの心の中でなにかが音を立てて割れ、修復不可能になったことを感じた。

　ずっと、ジュリエットは乳母のことを信しん頼らいしていた。実の母よりもずっと母のように思い、悩みも喜びも全て打ち明けてきたのだ。

　それなのにもう、彼女は自分の味方ではない。彼女の言う通りにして幸せになるのは、ジュリエットではなく、キャピュレットの娘という存在なのだから。

　ジュリエットの中で、裏切られたという思いと、まだ信じたいという思いが交こう錯さくする。

「噓で、言っているわけではないのね……」

　絶望的な眼差しで見たジュリエットに、果たして乳母は、自信たっぷりに頷いた。

「噓なら地獄へ行きますとも」

「っ!!」

　信頼していたからこそ、反動は大きかった。

　もはや自分の味方だった乳母はどこにもいないのだと、はっきりと悟る。

「……行けばいいわ」

　ジュリエットがぞんざいに吐はき捨すてると、乳母は目を丸くした。なにかを言いい募つのろうと、唇を開く。けれどもジュリエットは全てを拒絶するように乳母に背を向け、彼女から顔を背けた。

（こうして、私に神への誓いを破らせるほうが罪ではないの？　何度もロミオのことをほめあげたその舌で、今度はあしざまにこきおろすのが罪ではないの？）

　だが罵りの言葉を、ジュリエットは口にしなかった。怒りをぶつけるということすら、会話になる。今やそれすらも、乳母と交わしたくはなかったのだ。

「その言葉、慰めになりました。お父様に背いた罪を、教会で懺ざん悔げ致いたします」

　初めて聞く、ジュリエットの感情の込もらない声に、乳母はうろたえたようだった。しかし、それでもまだジュリエットの機嫌が直る余地はあると信じている様子で、懸命に言い募る。

「え、ええ。それが一番ですよ」

　安心させるように言って、いつものように慰めようと乳母がジュリエットの肩に手を乗せる。ジュリエットの大好きだった、皺しわだらけの柔らかい手のひらが触れた瞬間、ジュリエットはたまらなくなって振り返りざまそれを払はらいのけた。

「出て行ってちょうだい」

　ジュリエットの硬い声に、拒絶するような眼差しに、ようやく乳母の顔に後悔の色が浮かんだ。どんなに腹を立てた時も、拗すねている時も、ジュリエットはけして乳母を拒絶したことはなかった。そんなジュリエットが、すげなく手を払いのけたのだ。関係の修復は、もはや不可能だと思えた。

「でも、お着き替がえが──」

「お願い。一人になりたいの」

　ジュリエットの抑よく揚ようを失った声に、乳母はしばらくうろたえていたが、結局部屋を出ていった。ぱたりと扉が閉められ、静寂が広がる。

　しばらくは、なにも考えられなかった。あまりに次から次へと物事が起こったために、思考が麻痺したようになっていたのだ。

（着替えないと──）

　唯一、ジュリエットが考えられたことはそれだけだった。朝になれば毎日、着替えをする。食事を取る。そうした、当たり前のことしか、頭には浮かばなかった。

　乳母が持ってきた着替えが、枕まくら元もとに置かれていた。着替えようとベッドを振り返ったジュリエットは、乱れたシーツを目にして息を吞んだ。

　今朝まで、ジュリエットはロミオと共にあそこにいたはずだった。ロミオがそこにいたのは、ほんの少し前のことなのだ。

（それなのに──）

　今の自分は、パリスと結婚しなければならない。愛する夫を裏切り、重じゆう婚こんの罪を犯さねばならない身の上となったのだ。

　麻痺していたはずの心に、鋭えい利りな刃は物ものが突きたてられたような痛みが走った。鮮せん血けつが噴ふきでたように、胸が熱くなる。

（嫌。絶対に、嫌よ……）

　崩れるように座り、ベッドの縁ふちに顔を埋める。ロミオに会いに行きたいと、心が騒ぐ。

　それでもジュリエットは、家を飛びだすことができなかった。

　自分本位になれれば、どれほど良かっただろう。自分の気持ちだけに忠実になるなら、ジュリエットは家を飛びだしマントヴァへと行っていた。自分の身がどうなろうと、貧しく、物乞いのようになっても、ロミオのそばにいることを選んだはずだ。けれども、父の顔が、母の顔が、乳母の顔が、ティボルトの顔がジュリエットを引き留とめる。

（ティボルト──！）

　死んだ彼の顔に泥どろを塗るようなことを、どうしてできるだろう。

　一度決めた縁談を覆せばキャピュレット家の名めい誉よは失しつ墜ついするはずだ。パリスほどの人物を敵に回せば、キャピュレット家といえども多くの取引先を失い、商売が立ちゆかなくなるだろうし、婚こん約やくを破は棄きしたと世間に知れたらそれだけで信頼を失うこととなるからだ。

　そうなれば、キャピュレット家はあっという間に没ぼつ落らくし、家の人間全員が不幸な人生を歩むことになるだろう。

　それも、ジュリエットただ一人のわがままのせいで。そこまで分かっている以上、どうしても心の赴おもむくままに行動することができない。

　父にも母にも見捨てられたように思える今でも、ジュリエットはこの歳としまで育った家を裏切れるほど、冷れい酷こくにはなれなかったのだ。

（どうすればいいの──）

　乳母の協力を得られない今、ジュリエットには頼る人がいなかった。ティボルトは死に、愛しい夫はヴェローナにはいない。

　寄る辺ない思いで絶望して、ジュリエットは自身の手を見下ろした。

　この手には、未来を切り開く力強さはない。




　──それでも、死ぬ力だけはこの手に残っている。




　顔を上げると、ジュリエットはベッドの横にある棚たなへと視線を向けた。あそこには、短たん剣けんがある。父から贈られたものだ。

　自ら死を望むことは、教会の教えに背く行こう為いだ。それでもジュリエットは棚から目が離せなかった。それほどまでに、残酷な現実がジュリエットを追おい詰つめていたのだ。

　冷静さを欠いた体に、仄暗い考えが満ちていく。しかしその時、ジュリエットは伸ばしかけた手をふと止めた。ロレンスのことを思い出したのだ。

　ジュリエットとロミオの結婚を取り計らってくれた彼ならば、キャピュレット家の事情とは関係なくジュリエットに救いの道を示してくれるかもしれない。

（ロレンス神父様のところへ行こう……）

　そうと決めると、ぐずぐずしてはいられなかった。今日は火曜日。二日後の木曜日には、結婚させられてしまうのだ。

　手早く着替え、部屋を飛びだす。けれども次の瞬間には、ジュリエットは大勢の男たちに取り囲まれていた。

「お嬢様。どちらへ行かれるのです」

（お父様の、従者たちだわ……）

　気がついた時にはもう、遅かった。あっという間に両側から腕を摑まれる。容よう赦しやないその仕打ちにジュリエットは腹を立てたが、それと同じだけ恐きよう怖ふを覚えた。抗あらがえない力の差に、パリスのことを思い出す。それでもジュリエットは、毅き然ぜんとした態度を貫こうと努めた。父の従者ならば、ジュリエットが屈くつするわけにはいかない。ジュリエットは、キャピュレット家の一人娘なのだ。

「離しなさい」

　声が震えだすのを堪えながら睨みつけたが、男たちは全くたじろがなかった。

「我々は、お嬢様を部屋から出さないようにと言いつかっております。どうぞ、お部屋にお戻り下さい」

「……ただ、ロレンス神父様のところへ懺悔に行こうとしただけよ」

　ジュリエットの言葉に、男たちが顔を見合わせる。しかし、彼らがしたのはジュリエットの腕を放すことではなく、父に許可を求めに行くことだった。

　走り去った一人が、しばらくして戻ってくる。

「ロレンス様のところであれば問題ないとのことです。ただ、我々が付つき添そうようにとの仰おおせです」

　父は、ジュリエットが逃げだすことを恐れているのだ。それほどまでに父はパリスとの婚こん姻いんを譲ゆずるつもりはないのかと、ジュリエットは暗あん澹たんとした気持ちで目を瞑る。

　今のジュリエットは、籠かごに捕らえられた小鳥と変わらなかった。自由を奪われ、羽ばたくことさえ許されない。愛しい人の元へ、逃げだすこともできないのだ。
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　追放の鐘かねが鳴る。

　誰の目にも咎とがめられないうちにヴェローナの街を後にしたロミオは、最後にもう一目だけ街の姿を見たくなり、馬を止めると振り返った。

　朝日が、城じよう壁へきを赤く染めている。遠景から見るヴェローナの街は美しく、見慣れた屋根の並びや塔とうの形に、郷きよう愁しゆうにも似た感情がロミオの胸に疼うずいた。

（ジュリエット──）

　彼女は今、どうしているのだろう。自分は、いつ彼女と再会できるのだろうか。去りがたく思っていたその時、近づいてくる馬の影を見つけてロミオは目を細めた。朝日を受けて鈍く光る黒こく檀たんの髪。あれはまさか──

「ロミオ！」

　追ってきたのは、ベンヴォーリオだった。わざわざ馬を駆かって、ロミオを見送りにきてくれたのだ。

「酷ひどいじゃないか、見送りもさせてくれないだなんて」

「ベンヴォーリオ……」

　ロミオは言いよどんで、うつむいた。ベンヴォーリオとは、広場で別れてから会っていなかった。マーキューシオは、自分のせいで死んだようなものだ。ベンヴォーリオには、合わせる顔がないと思っていた。

　ロミオが黙り込んだ理由が分かったのだろうか。ベンヴォーリオは、彼にしては珍めずらしく気き遣づかわしげに微笑んだ。

「ロミオ。……なんであれ、俺はお前が生きていて嬉しいよ」

　責めるでもなく、嘆くでもない。ベンヴォーリオはただ静かに、ロミオの無事を喜んだ。

「でも──」

「ロミオ。嘆くことはいつだってできる。今はただ、お前を失わなくて済んだことを感謝したいんだ。それに、マントヴァだって馬でなら行けない距離じゃない。そう、いつまでもくよくよするな」

　ベンヴォーリオらしい、冷静な言葉だった。必要以上に慰めるでも、叱るでもない。淡々としているように見えて、どこまでも思いやりに満ちた友の言葉に、ロミオは懐なつかしさを覚えて思わず涙ぐみそうになった。

　ベンヴォーリオは、いつだってこうだった。それを忘れていたのは、あまりに多くのことがロミオの身に降りかかったからだ。この数日で、ずいぶんと歳を取ってしまったような気がする。

「ありがとう、ベンヴォーリオ。気が楽になるよ」

「……それにしちゃ、浮かない顔をしているじゃないか」

「そうかな」

　微笑んだつもりだったが、うまくできていなかったらしい。ロミオは、誤ご魔ま化かすように手元へと視線を落とした。

　笑えなかったのは多分、ジュリエットのことが心に残っているからだ。しかし、友を死に追いやった身の上でそんな話をするわけにもいかない。

「多分、不安なだけだよ。でも、大丈夫。一人でもきっと、なんとかなるよ」

　顔を上げて、ロミオは引きつった唇の端をなんとか懸命に上げた。今度こそ、うまく笑えたはずだ。

　しかし、そんな一時しのぎの笑えみもすぐに搔かき消きえることとなった。

「ロミオ。お前が惚ほれていた子は、どうした」

　ベンヴォーリオは、ロミオがジュリエットのことを考えていたことなどお見通しだったようだ。容赦のない追求に、ついに顔に貼はり付けていた仮面が剝はがれ落ちる。

　もう、彼に隠すことはできない。彼は、今では唯一人の親友なのだ。伝えずに後悔することはもう、したくはなかった。

　ロミオは、懸命に涙を堪えると、ベンヴォーリオを正面から見み据すえた。

「僕が愛しているのは、ジュリエット。──キャピュレット家の一人娘。ジュリエットなんだ」

　息を吞む音が、聞こえた。

「キャピュレット──？」

　まじまじと顔を見つめてくるベンヴォーリオに、ロミオは頷いた。

「一ひと目め惚ぼれだったんだ。そして彼女も応えてくれた。……僕たちは、結婚したんだ」

　ベンヴォーリオの目が、これ以上ないほど大きく見開く。彼は真しん偽ぎを見み極きわめようとロミオの顔を穴が空くほど見ていたが、やがて表情が動かないことを見て取るとようやく信じたのだろう。呆れたように額に手を当てた。

「そうか。……道理で、俺たちに言わなかったわけだ」

「ごめん」

　短い謝罪に、ベンヴォーリオはため息をつくように言った。

「いいさ。言えなかった気持ちぐらい、分かる」

　驚くことに、ベンヴォーリオは嫌悪感を示すこともなく、責めることもなかった。マーキューシオとティボルトの死という痛ましい事件が、かえってベンヴォーリオに怒りという感情を捨てさせていたのだ。ただ一人残った親友であるロミオを大切に思うことにしたと言いい換かえてもいいかもしれない。

「そういうことなら、お前がいない間ジュリエットの動向は一応見ておく。そして、なにかが起きたら、すぐに知らせるよ。それなら、向こうに行っても安心だろう？」

「ベンヴォーリオ……」

　驚いてベンヴォーリオを見ると、彼は苦く笑しようを浮かべた。

「それぐらい、させてくれ。どうせ、やることなんて他にないんだ」

　ロミオは一人でマントヴァへ行くが、ロミオがいなくなればベンヴォーリオもまた一人になる。そのことに気がついて、ロミオは唇を嚙んだ。マーキューシオがいないという事実が、実感を伴ともなって襲いかかってくる。

「……ありがとう、ベンヴォーリオ」

　感謝を述べると、ロミオはようやくあぶみにかけた足に力を込こめた。

　去るのは辛かったが、いつまでもこうしていたら日があるうちにマントヴァへ辿たどり着けなくなってしまう。

「じゃあ、もう行くよベンヴォーリオ」

　はっと突つかれたようにベンヴォーリオが顔を上げた。

「もう、行くのか。そうだな。……いい加減、行かないとまずいな」

　小さな声で呟つぶやいて、気を取り直すようにベンヴォーリオは微笑んだ。

「体には気をつけろよ、ロミオ」

「ベンヴォーリオも」

　足で馬を操り、ヴェローナに背を向ける。そしてロミオは、馬の腹を蹴けって一気に速度を速めた。

　行く手に広がるは、遮るもののない荒こう涼りようとした草原。この先にあるはずのマントヴァを目指して、未練を断たち切るように、ロミオは馬を駆ったのだった。
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　ジュリエットは、物々しい従者たちに囲まれながらロレンス神父の庵へと向かっていた。

　いつも歩いていた道は、こんなにも色あせて見えただろうか。景色が急に色を失ってしまったように見え、ジュリエットは被かぶったヴェールの中から虚ろな眼差しでヴェローナの街を眺めていた。

　坂を上り、ロレンス神父の庵へとやってくる。従者を外へ待たせておいて庵の中へ入ると、意外にもそこには先客がいた。艷つややかでどこか冷たい銀の髪。

　そこにいたのは、ジュリエットが最も会いたくないと願っていた男、パリスだった。

　どうやら彼は、ジュリエットの父に許可を取ったその足で、ロレンス神父に結婚についての相談に来たらしい。

　ロレンスと話していたパリスは、入ってきたのがジュリエットだと気がつくと、薄い微び笑しようを浮かべた。獲物を見つけた獣のようなその笑みに、虫むし唾ずが走る。

「ではまた、木曜日に」

　そうロレンスに告げ、パリスが扉のほうへ──ジュリエットのほうへと歩いてくる。

　ジュリエットは身を硬くして通り過ぎるのを待っていたが、パリスは黙って去るような男ではなかった。

　手を伸ばし、うつむいたジュリエットの顎を摑んで無理やり顔を上向かせる。

「可か哀わい想そうに。涙が、顔をすっかり汚している」

　言葉とは裏腹に、パリスの顔には嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。ジュリエットのことを哀あわれんでなどいない。彼は、ジュリエットが悲しんでいるのを見て楽しんでいるのだ。

「だが、悲しみの時はもうあと僅かだ。木曜日の朝には迎えに行くのだから。その時まで、くちづけを与えておこう」

　パリスは、身をかがめてうやうやしい手つきでジュリエットのヴェールをめくると、その額にキスをした。所有物に焼き印を押おしつけるような、執しつ拗ようなキスだった。

　ジュリエットは今すぐ逃げ出したい気持ちに駆られたが、懸命にその感情を抑えつける。抗えば彼を喜ばせるだけだと理解していたし、なによりも早くパリスに退散してもらいたかったのだ。

　彫ちよう像ぞうのように凍りついたジュリエットに、パリスは一瞬違い和わ感かんを覚えたようだったが、結局なにも言わなかった。

　ジュリエットから手を離し、そのまま歩き去る。

　扉が閉まり、完全にパリスの姿が見えなくなると、ジュリエットは唇を震わせた。泣くのを堪えるように手を強く握り、肩を震わせる。それでも、涙がこぼれ落ちるのは止められなかった。

「ロレンス神父様……」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、ジュリエットはロレンスのことを真っ直ぐに見上げた。

「私は、どうすれば良いのですか……？」

「ジュリエット。その悲しみは、分かっておる」

　いたわるようにロレンスは言った。

「だが、わしも知ち恵えを絞ったがいい考えが浮かばないのだ。木曜には伯爵と結婚せねばならず、延期もできないそうだな」

「神父様のお力を持ってしても、延期はできないのですか……？」

「ああ。急な話だからと宥なだめたのだが、キャピュレット卿が決めたのだと言って、伯爵も聞く耳を持たん。ティボルトの喪もの最中だと言えば、だから悲しみを吹き飛ばすのだと答える……」

　つまりは、ロレンスも手て詰づまりなのだ。

　顔に浮かぶ苦く悩のうの表情に、ジュリエットは最後の希望が、暁の空に浮かぶ星のように儚はかなく消えていくのを感じた。ロレンスの手でもどうにもならないことが、ジュリエット一人でどうやって覆くつがえるというのだろう。望みがここで絶たれたとしたら、ジュリエットがこの過か酷こくな現実から逃れる術は本当に一つしかなくなる。

「神父様。もし、神父様のお知恵でも解決できないのなら、私はロミオへの誓いを守るためにこの短剣で心を殺さなければなりません」

　囁いて、ジュリエットは懐ふところから小ぶりの剣を取りだした。ジュリエットが唯一持っている刃物だ。他人を殺すには長さが足りないかもしれないが、自分の心臓を貫くには十分である。

「ジュリエット！」

　ロレンスは叱しつ責せきするように名前を呼んだが、ジュリエットは聞く耳を持たなかった。

「まことの心を裏切ることも、父に背くことも私にはできません。私が自分の意志を貫くためには、命を絶たつしか方法はないのです。神父様、他にお知恵は、あるのでしょうか。それとも、本当にないのでしょうか」

　震える手で、ジュリエットは短剣を鞘さやから抜いた。その切っ先の鋭さに、ロレンスが色を変える。

「待て、ジュリエット。それはならん」

　差さし迫せまった苦境に思いつめた娘の顔を見て、ロレンスは必死に言った。

「一いち縷るの望みが、なくはないのだ。だから、その短剣を納めなさい」

「本当ですか……？」

　ジュリエットがロレンスを見ると、彼は真しん剣けんに頷うなずいた。

「ただし、それを実行するには命がけで当たらねばならん。死にも等しい、恐ろしい方法だ。それでも、試す気はあるか？」

　声を低くして言ったロレンスに、ジュリエットは頷いてようやく短剣を鞘に納めた。そもそも、避けようとする事態が絶望的なのだ。伯爵と結婚するぐらいなら自死も辞さないジュリエットにとって、命がけの恐ろしさなど些さ細さいな事こと柄がらだった。

「お教え下さい。これまでなら聴くだけで震ふるえ上がったことでも、恐れも迷いもせずにやってみせます。愛しいロミオの妻として、清く生きるためなら」

　この結婚を阻そ止しするためならば、塔の上から飛び降りることも、盗とう賊ぞくの出る夜道を歩くことも、蛇の住すみ処かに身を隠すことも、吠える熊くまと繫つながれることも、厭いとわないつもりだった。恐ろしいのはパリスと結婚することであり、愛しい夫を裏切ることなのだ。

　覚悟を決めたジュリエットの瞳を見て、ロレンスは深く息を吐いた。

「そうか」

　諦めたように言って、ロレンスは部屋の奥おくにある棚を開いて、中から小さな小こ瓶びんを取りだす。

「……ならば、この瓶びんをお前にやろう。これは、人の体を仮死状態にする薬だ。飲めば、たちまち脈は正しい鼓こ動どうを止め、体温も呼吸も失われるだろう。頰からも赤みは消え、体も死体のように硬く強こわ張ばる。命のしるしは消え、本当に死んだようにしか見えなくなるのだ」

　声を潜めて、ロレンスはその小瓶をジュリエットの前にかざした。

「この薬の効き目は、四十二時間。四十二時間経てば、熟じゆく睡すいした後のように目を覚ますだろう」

「つまり、これを木曜日の前夜──明日の夜に飲めば、結婚式の朝には私は冷たくなっているのですね」

「そうだ。もし死んだと思われれば、この国の習わしとしてお前は晴れ着に飾かざられ、顔は隠さずにキャピュレット一族の古い霊れい廟びようへと運ばれることとなるだろう。その隙にわしは、ロミオをここへと呼び戻し、お前の目覚めを待つ。そして、目覚めたらロミオと共にマントヴァへと人目を忍んで逃げるのだ。そうすれば、この恥ち辱じよくをまぬがれるはずだ」

　素晴らしい提案だった。ジュリエットが目を輝かせて頷こうとすると、ロレンスは手を上げてそれをとどめた。

「だが分かっているか。これは、大変危険な賭かけだ。仮かり初そめとはいえ一時は死んだようになる。失敗するとは思わんが、確実に成功するとも言えん。なにが起きるか分からないのだ。それに、逃とう亡ぼうした先は苦しく辛いものだぞ。もはやこれまでと同じように裕福に暮らせるわけでもない。──それでも、やる勇気はあるか？」

　ロレンスは、ジュリエットの覚悟を試すように聞いたが、ジュリエットは怯おびえも見せずに頷いた。

　全ての望みが、この小瓶に詰まっている。なにを、恐れることがあるだろう。憂ゆう慮りよするのはパリスとのことのみであり、仮死状態になることではなかった。

「はい。どうか、この薬を下さい」

　ロレンスはやや躊躇ったが、ジュリエットの覚悟が変わらないのを見て取ると、ようやくその手に小瓶を持たせた。

「では、これを。不ふ穏おんさを気取られて阻止されないよう、なるべく家では逆らわずにいるのだぞ」

　ちらりと扉のほうを見て、ロレンスは声を潜めた。庵の前で待っている従者のことを言っているのだ。ジュリエットが父に背いたがために、監かん視しが厳しくなったことに気がついているのだろう。

「家に戻ったら、まず父に背いたことを謝ります」

「それがいい。心を強く持ち、見事にやりぬくのだ。わしは急ぎ使いの者に手紙を持たせ、ロミオの元へ届けるように取り図はかろう」




　ジュリエットが家へと戻ると、一番に出で迎むかえたのはジュリエットの父だった。帰ってくる姿を己の目で確認しなければ、安心できなかったのだろう。

　てっきりまだ腹を立てているとジュリエットは思っていたのだが、思いがけず父の顔には心配の色が浮かんでいた。ジュリエットを強く罵ったことを悔くいているかのようにさえ見える。ジュリエットを気遣うその眼差しは、幼い頃から何度も目にしてきたものだった。

（お父様……）

　子供の頃から、父はいつもジュリエットの心配をしてばかりいた。ジュリエットが歩けば転ぶのではないかと付き添い、馬に乗っては落馬するのではないかと懸け念ねんする。

　つかの間よぎった父との思い出に胸を突かれ、ジュリエットは唇を嚙み締めた。父に嫌われたわけではないと思った途端、その父をこれから悲しませようとしていることがたまらなくなったのだ。

　せめて、生きているうちに──ジュリエットが生きていると父が思っているうちに、できる限り喜ばせてあげたかった。それが、キャピュレット家を捨てて生きようとするジュリエットにできる、唯一の孝行だ。

「ロレンス神父はなんと？」

　気まずそうに咳せき払ばらいをしながら、父は聞いた。

「こうしてひざまずいてお父様にお許しを願うようにと」

　小さな声で囁くと、ジュリエットは父の前に膝をついて頭こうべを垂れた。

「背いた罪をお許し下さい、お父様」

「ジュリエット……」

　敬けい虔けんなジュリエットの振ふる舞まいに、父は戸と惑まどいながらも、ひざまずいた娘の肩に手を乗せた。

「そうか。ようやく、お前も分かってくれたか」

　ほっとしたように息を吐き、それから父は声を弾はずませた。

「神父様ならば、お前をうまく説き聞かせてくれると信じていたぞ。さっそく結婚の準備は進んでいるのだ」

　言われてみれば、召使いや料理人たちがいつもよりも慌ただしくしているような気がする。準備に奔ほん走そうする人の多さを、ジュリエットは暗い眼差しで見やった。罪悪感が、ジュリエットを押しつぶしそうになる。それでも、覚悟は揺るがなかった。

「伯爵も、明日が木曜であればいいなどと言って心待ちにしていたからな。いや、お前が素す直なおになって良かった」

　満足気に笑う父の姿に、ジュリエットは目に涙が浮かぶのを堪えられなかった。父はジュリエットが改心したと本気で信じ、そして心から喜んでいる。

　自分の罪深さにおののき、ジュリエットは父に挨あい拶さつをすると一目散に部屋へと向かった。

（お父様、ごめんなさい）

　ロミオと出会っていなければ、大好きな父を喜ばせるために嫌いなパリスに嫁ぐこともしただろう。でも、ジュリエットはロミオを愛してしまった。もう夫のいる身なのだ。

（ごめんなさい。お父様、お母様──）

　二つに引き裂かれそうな心を抱えたまま、ジュリエットは部屋に駆け込んだのだった。




（この薬を明日の晩飲めば、全てがうまくいくんだわ）

　夕食の後。ジュリエットは一人、部屋で小瓶を眺めていた。中に入っているのは、赤と黒を混ぜたような液体だ。本当にこれが、仮死をもたらす薬なのだろうか。

　ベッドに寝ね転ころがりながら見ていると、ノックの音が聞こえた。ジュリエットを寝ねかしつけに来た乳母だろう。枕まくらの下に小瓶を隠してジュリエットが返事をすると、扉が開き乳母と母が姿を現した。

（お母様？　どうして……）

　朝に続いて夜まで母が部屋を訪れることなど今まで一度もなかった。ジュリエットが静かに驚いていると、母は娘のことを一いち瞥べつして言った。

「ジュリエット。結婚式は明日になりましたからね」

（え……？）

　聞き間違いかと思って、ジュリエットは母の顔を凝視した。あまりにあっさりと告げられた言葉だったからだ。

「木曜日ではなく、ですか……？」

「お父様は、お前の気が変わらぬうちに済ませたいとのことよ」

　どうやら、母は本気で言っているらしい。あまりに急な話にジュリエットは唇を開きかけたが、それを遮るように母は言った。

「準備はすべて調ととのえておきますからね。お前は早く寝るのですよ」

　これは決まったことだと言わんばかりだった。ジュリエットの返答も聞かないまま、あっという間に退室してしまう。

「ばあや……。今のは、本当の話なの？」

　顔を上げないまま問うと、彼女は話しかけられたことにびっくりした様子で言った。

「え、ええ。旦那様もずいぶんと喜んでおいででして。明日までに全て万端にするとはりきっておいででした」

「そう……」

　明日になっただなんて、あまりにも急だ。ジュリエットは父に遅らせるよう訴えに行こうかと考えたが、結局やめてベッドに横たわった。

　最後の最後でわがままを言って、父を困らせたくはなかったのだ。

　それに、明日でも明後日あさつてでも変わらない。ジュリエットが死んだことになれば、葬そう儀ぎのためにロレンスが呼ばれるはずだ。

　そうすれば、少しの差異などすぐに修正されるはずだった。

　黙り込んでしまったジュリエットに、乳母はなにかを言いかけたが、結局なにも言わないうちに口を閉ざした。おそらく、ジュリエットの拒絶をまだ恐れているのだ。

「では、おやすみなさいませ、お嬢様」

　遠えん慮りよがちに言って乳母がろうそくを消し、部屋から退散していく。乳母からはジュリエットがまだ怒っているように見えたかもしれないが、不思議ともうジュリエットの中に乳母に対する憤いきどおりはなかった。ただ、凪いだ湖のように心が無感動になっているだけだ。

　扉が閉まり、部屋が暗くら闇やみに包まれる。

　乳母の足音が完全に聞こえなくなると、ジュリエットはベッドから体を起こした。

　結婚式が明後日ではなく明日になったのならば、明日の夜にすべきことは今晩する必要があった。手て探さぐりで枕の下から、小瓶を取りだす。

　バルコニーから差さし込む僅かな月明かりに照らすと、小瓶の中身は怪あやしくきらめいた。暗闇の中で、赤黒い薬はこの上もなく不気味に見える。

（さあジュリエット、飲むのよ）

　勇気を奮い立たせると、ジュリエットは瓶の蓋ふたを外した。だが、飲もうとした次の瞬間、ジュリエットの体を恐怖が貫いた。腕が震え、突然小瓶の中身を飲むことが恐ろしくなる。




　もし、この薬が効き目を表さなかったら？

　もし、この薬が本物の毒薬だとしたら？

　もし、目が覚めてもロミオがそばにいなかったら──




　覚悟は決めたはずだった。それなのに、不安が胸を締め付け、不吉な予感がジュリエットを躊躇わせる。

　──怖い。

　それでも、この仮初の死の先にしか、ジュリエットの未来は開けていないのだ。目を瞑ると、ジュリエットは愛しい人の顔を思い浮かべた。

「ロミオ、待っていて。今いくわ──」

　祈るように囁き、ジュリエットは一息に瓶の中身を飲み干した。

　焼けるような熱さが、喉を下り、体の奥へと向かう。

「あ──」

　胸が熱くなったと思った途端、凍るような冷たさが体を包つつみ込んだ。血の気が失うせ、ふっと意識が遠ざかる。

　手足から力が抜け、ついに体が支えられなくなった。ぐらりと上体が傾き、ベッドに横よこ倒だおしになる。目はもう、開いてはいられない。

（ロミオ──）

　今はただ、愛しい人の名前だけがジュリエットの支えだった。

　幸福な未来への祈りを胸に抱いて、ついに意識を手放す。ロミオと一夜を共にしたベッドは今や、死を偽ぎ装そうする棺となったのだった。







　ヒバリが、朝を告げる。

　軽い足取りで階段を上り、乳母はジュリエットの部屋の扉を開け放った。昨晩までジュリエットはまだ気落ちした様子だったが、今朝のキャピュレット家の装よそおいを見ればそう落ち込んでもいられないはずだ。なにせ、ジュリエットが大喜びしそうなほど立派に飾かざり立てられているのだ。

　いくら心の内でロミオを愛していたとしても、立派な結婚式を見ればジュリエットの気も変わるだろう。なによりも、夫となる人がお金持ちの立派な方なのだ。

（これほどの幸せ、滅めつ多たにないことですよまったく）

　ジュリエットの不満が分からない乳母は、それでも彼女を元気づけるためにいそいそとベッドへと行って優しく声をかけた。この日ばかりは、ジュリエットの拒絶を恐れているわけにはいかないと思ったのだ。

「お嬢様、ジュリエット様！　起きてくださいな。愛しい人、幸せな花嫁さん！」

　カーテンを開け、弾む声で呼びかけたが、ジュリエットの返事はなかった。どうやらまだ、ぐっすりと眠っているらしい。

「まあ、一言もお答えなしですか。ならどうぞ、眠っていらっしゃいまし。今夜からはどうせ、パリス様とご一緒なんですから。そうやすやすと休ませてはくれませんものねえ」

　からかって声をかけてみたが、それでも返事はなかった。うつ伏ぶせになったままぴくりとも動かずに、目を閉ざしている。

「ほんとまあぐっすりとお休みですこと。あんまり起きないと伯爵様にベッドまで来て頂きますよ。そうすれば飛び起きるでしょう。いかがです？」

　もしかしたら、眠ったふりをしてからかっているのかもしれない。そう思いついた乳母は、ジュリエットの体を揺すろうと肩に手をかけた。そこでようやく、彼女の体が恐ろしく冷たくなっていることに気がつく。

「……お嬢様？」

　ひやりとして、うつ伏せになっているジュリエットの体に手をかけて、仰向けにさせる。

　次の瞬間、乳母はつんざくような悲鳴を上げた。

　目を瞑るジュリエットの顔はまるで陶とう器きのように白く、頰には一切の赤みがなかった。

　顔に触れても、手を触さわっても、体温がない。脈がない。──呼吸がない。

　息の限りに叫ぶと、乳母は転がるように部屋から飛び出した。

「誰か、誰か来て！　旦那様、奥おく様さま！」

「なにを騒いでいるの」

　声を聞きつけてやってきたのは、ジュリエットの母だった。

「奥様！　お嬢様が、ああ、なんてこと……！」

　顔を覆ってむせび泣く乳母にキャピュレット夫人は怪け訝げんな表情を浮かべていたが、部屋へ一歩入りベッドに横たわるジュリエットを見た瞬間、同じく悲鳴を上げた。

「ジュリエット！」

「そんなに騒いでどうした」

　騒ぎを聞きつけて、キャピュレット卿までもが階下から上がってくる。

「花はな婿むこのご到とう着ちやくだぞ。ジュリエットはまだか」

　怒った様子で、キャピュレット卿があたりを見回す。

　床に崩れ落ちたまま、乳母はキャピュレット卿を見上げた。

「旦那様、お嬢様が……」

「なに、ジュリエットがどうした!?」

「死にました。娘は、死んだのです！」

　夫人の悲鳴に、キャピュレット卿は顔色を変えた。

「まさか！」

　部屋へと飛び込み、ベッドへと駆け寄ったキャピュレット卿は、ベッドに横たわるジュリエットを見て、他の二人と同じように崩れ落ちた。

「あ、あ……なんてことだ！」

　冷たくなったジュリエットの手を握り、外聞もなくキャピュレット卿はむせび泣いた。

　一時、怒りに駆られ、野垂れ死ねばいいと罵ったこともあったが、けして本当に死んで欲しいわけではなかった。ただ、改心して欲しいと思っただけなのだ。

　それだというのにまさか、死が娘を連れ去ろうとは！

「無情な時よ、貴様はなぜ今日という日に命を奪いに、婚こん礼れいの喜びを奪いに来た！」

　キャピュレット卿の悲痛な叫びが、屋や敷しき中にこだまする。

　けれど、いくら嘆こうと、叫ぼうと、ジュリエットは目を覚まさない。

　祝われるべき婚礼の日は、呪わしい葬そう式しきの日へと塗り変えられたのだ。
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　早朝のヴェローナの街に響いた弔とむらいの鐘の音に、自室でベッドに寝そべっていたベンヴォーリオは怪訝に思って顔を上げた。何故か、普段と違ってやけに鐘の音が不吉に響く。

（一体、どこの誰が死んだんだ）

　普段なら、少し気に留とめるだけだった。従者らが知らせに来るのを、じっと待つだけだ。けれどもその鐘を耳にした時から、なぜだか妙みような胸騒ぎがしてベンヴォーリオは立ち上がった。カラスたちが盛さかんに鳴きあっているせいかもしれない。

　窓から外を見ても、どこの家が葬儀をしているのかは分からない。逡しゆん巡じゆんの後に、ベンヴォーリオは街へ行って葬そう列れつを探すことにした。

　手早く着替えを済まし、ベンヴォーリオにしては珍しく誰にも告げずにこっそりと家を抜けだす。まだ白い月の浮かぶ早朝の空を見上げると、ベンヴォーリオは自嘲を浮かべながらそっと息を吐いた。

（なにをしているんだ、俺は）

　不安を覚えてじっとしていられなくなること自体が、ベンヴォーリオには珍しかった。いつもなら、気にも留めずにいるのに、どうしてこんなにも嫌な予感を覚えるのだろう。

（あの二人がいないせいだろうな）

　ロミオとマーキューシオがいないから、ベンヴォーリオは普段の調子を取り戻せないのだ。取り残された者の孤独が、ベンヴォーリオの調子を狂わせていた。

　あてどなく歩いて、葬儀の鐘が聞こえてくる先を探す。程ほどなくして、ベンヴォーリオは目的の場所を見つけた。そして、その場所がどこであるかに気がついて愕がく然ぜんとした。

　ここは、つい最近忍び込んだ屋敷だ。

　そして、嘆く人々に担かつがれている棺の上に横たわる娘。それは、キャピュレット家のジュリエット。ロミオの妻であるはずの人だった。
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　昼の日差しを受け、川の水面みなもが星々のようにきらめく。

　橋の手すりに体をもたせかけながら、ロミオはぼんやりと水面を眺ながめていた。

　昨晩夜遅おそくにマントヴァへ辿たどり着ついたロミオは今、母親の計らいで遠い親しん戚せきの家に身を寄せていた。だが、追放ほどの刑けいに処された罪人に対して人々は残ざん酷こくだった。追放は、死し刑けいの次に重い刑けい罰ばつなのだ。

　たとえロミオの出が名家であっても、彼かれの顔立ちが優すぐれていても、それは贖しよく罪ざいにはならない。誰だれも彼もがロミオに冷たく当たり、そこにいない者として振ふる舞まう。だからロミオは朝食が終わるや否いなや、部屋から抜ぬけだしてきたのだ。

（……ジュリエットを、連れてこないで良かった）

　連れて行ってと言われ、心が動いたのは確かだった。マントヴァへの道中でも、彼かの女じよを攫さらえたらと何度も夢想したのだ。

　けれども、ロミオは罪つみ人びとである。

　共にいればジュリエットが苦労するに違ちがいなく、守られるべき少女である彼女をそんな過か酷こくな目に遭あわせるのはロミオの本意ではなかった。

　そもそも、父親に背そむくという行こう為いそのものが重罪だ。あの純じゆん粋すいで清らかな少女にそんな罪を犯おかさせるわけにはいかない。

（僕ぼくが、もっともっと大人だったら──）

　力が欲ほしいと、切実に思った。まだ若いロミオには他人の庇護が必要で、だからこそ愛いとしい人を連れ去ってしまえるだけの自信と実力がないのだ。

　今だって、嫌いやだと思っていても親戚の家に厄やつ介かいになるしかない。パリス伯はく爵しやくのように、権力を自分の意のままにできたなら──。

　己おのれの無力さに嫌いや気けがさして、手すりにもたせかけていた体を起こしたロミオは、振ふり返かえった先に信じられない人の姿を見つけて目を見張った。

「……ベンヴォーリオ？」

　あの黒くろ髪かみを見み間ま違ちがうはずがない。確かに、ロミオの従い兄と弟この姿がそこにはあった。

「ベンヴォーリオじゃないか！　どうしてここにいるんだよ」

　親友に会えたことが嬉うれしくて、喜び勇んでロミオは駆かけ寄った。

「父上やみんなは元気？　僕のジュリエットは？」

　はしゃいでまくし立てたロミオだったが、ベンヴォーリオの顔が青ざめているのを見て胸むな騒さわぎを覚えた。彼が持ってきたのは、良くない知らせだと気がついたのだ。

「なにか、あったの」

　硬かたい声で聞いたロミオを、ベンヴォーリオは暗い眼差まなざしで見た。

「ロミオ、落ち着いて聞いてくれ」

　ゆっくりと、ベンヴォーリオが口を開く。




「──ジュリエットが死んだ」




　世界の全てから、一いつ切さいの音が消え去った。




　耳鳴りがして、音がうまく拾えなくなる。今は夜だろうか、それとも朝だろうか。

　色が、分からない。世界は今、どんな色をしているのか。

　──ジュリエットが死んだ。

　それだけの言葉が、二重にも三重にもなって頭の中に響ひびき、ロミオの心を確実に蝕むしばんだ。

「噓うそだ……」

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめながらかろうじて言ったロミオに、ベンヴォーリオはただ悲しそうに首を横に振るばかりだった。

「噓じゃない。この目で、見たんだ。……本当は、伝えるべきじゃなかったかもしれない。でも、お前がなにも知らないままでいるほうが残酷だと思ったんだ」

　真面目な、ベンヴォーリオらしい台詞せりふだった。ありもしない希望を抱だいて再会への期待を膨ふくらませ続けるよりも、真実を知り期待を断たち切ったほうがいいと考えたのだ。

　確かに、普ふ通つうであればそうするのが正解だろう。死んだ娘むすめを想おもい続けるよりも、生きている娘に新しく恋こいをしたほうがずっと幸せなはずだからだ。

　けれども、ロミオもそうだろうと考えたのはベンヴォーリオの誤算だった。ロミオのジュリエットへの想いは、死などで断ち切れるようなものではなかったのだ。

「噓だ！」

　絶ぜつ叫きようして、ロミオは駆かけだした。

　行くな、とベンヴォーリオが叫さけぶ。しかし親友の声も無視して、ロミオは飛ぶように走り去っていった。




　素す早ばやい足が幸いして、追ってくる人ひと影かげはなかった。

　ロミオは一目散に厩うまやへと走ったが、激情に駆かられているせいで前が見えていなかった。あっと思った時には前に人がおり、慌あわてて避よけたものの無理な体勢で体をひねったせいで、盛せい大だいに転んでしまった。石いし畳だたみに肩かたを強したたかに打ちつける。

　けれど、その痛みすら感じなかった。それほどまでに、ベンヴォーリオのもたらした情報に、ロミオは我を失っていたのだ。

「……すみません」

　ぶつかりそうになった人物に謝あやまって、通りすぎようとする。けれど、その人物はロミオを呼び止めた。

「お待ちなさい。擦すりむいているじゃないですか」

　言われて初めて、ロミオは自分の手の甲こうに傷があることに気がついた。力の入らないロミオの顔を見て、声をかけてきた男がくいと顎あごをしゃくる。

「どうです、わしの店に寄って行きませんかね。どんな薬も用意してございやすよ」

　視線の先には、小さくみすぼらしい薬の露ろ店てんがあった。男はどうやら、この薬屋の店主らしい。物もの乞ごいかと思うような薄うす汚ぎたない身なりで、垂れ下がる眉まゆの下からロミオのことをじっと見ている。

「私は、明日も立ちゆかないような身でね。どうです、人助けのつもりでひとつ買っていきませんか」

　ロミオの身なりを見て、立派に客になると踏ふんでいるのだろう。しかし自分の身を省かえりみる気のないロミオは買う気にはなれなかった。こんな傷、治してもしょうがないのだ。

　ジュリエットがいなければ、生きる意味もないのだから。

（──そうか）

　その時、天てん啓けいのようにロミオの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。天啓と呼ぶには陰いん鬱うつで、暗あん澹たんたる考えだ。

　それでも、ロミオはその思考に取り憑つかれたようになり、危あやうい熱のこもった瞳ひとみで薬屋の顔を見た。

「ねえ、じゃあ四十ダカット払はらうから、毒を売ってよ」

「四十ダカット！」

　四十ダカットは、今のロミオが持つ全財産だ。この貧しい薬屋にとっては、途と方ほうもない金額のはず。一いつ瞬しゆん顔を輝かがやかせた薬屋だったが、すぐにロミオの言葉の意味に気がついて顔色を変えた。

「ど、毒とはどういうものでございますか」

「もちろん、効き目が速く、飲めばたちまち死に至いたるようなやつだよ」

　ロミオの言葉に、薬屋は青ざめて後ずさった。

「で、ですがマントヴァの法律では、それを売れば死刑と……」

「そんな貧しいなりで、なに言ってるのさ」

　乙おと女めを口説く台詞せりふのように甘あまく、そして人を殺しそうに残ざん忍にんな声でロミオは囁ささやいた。

「この世はどうせ、君を豊かにする法律を作りはしないんだ。だったら、貧びん乏ぼうを捨てて法律を破ればいい。このお金があれば、それができるはずだよ」

　人を魅み了りようする微笑ほほえみを浮うかべて、ロミオは言った。天使のように美しく少女めいた面おも差ざしで、淡たん々たんと男に罪をそそのかす。その目に、もはや正気はなかった。愛しい人を失った狂きよう乱らんが、ロミオに人としての善悪を忘れさせる。

「ほら。僕に毒をちょうだいよ」

　金の詰つまった袋ふくろを男に見せると、ついに男は折れた。ばれれば死罪だと分かってはいても、差さし迫せまった貧ひん困こんと苦く悶もんには勝てなかったのだ。

「これを飲み干せば、たとえあなたが二十人力であっても、即そく座ざにあの世にいきなさるでしょう」

　男が、薬の入った小こ瓶びんを怯おびえた様子で差しだす。それをひったくるように奪うばうと、ロミオは金の袋を男に押おしつけてその場を後にした。

　この毒は、ロミオにとっては命の薬だった。ジュリエットのいる死の国に渡わたるための、救いの翼つばさなのだ。
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　風が、強くなってきた。

　庵いおりの中で一人仕事をしていたロレンスは、がたがたと扉とびらを鳴らす風の強さに不ふ吉きつさを覚えて、顔を上げた。

　そして、日が沈しずんでいることに気づいて驚おどろく。どうやら、書き物をしているうちに、ずいぶんと時間が経たっていたらしい。

（そういえば、使いの者が戻もどって来ないな）

　ロレンスは、ジュリエットとの計画をしたためたロミオへの手紙を、信しん頼らいできる修道士に託たくしたはずだった。しかしそれは、昨日の昼のこと。手紙は昨晩のうちに届けられているはずであり、使いの者は遅おそくても、今日の昼ひる頃ごろには戻ってきているはずなのだ。

　不安を覚えたその時、扉を叩たたく音が聞こえた。風の音ではない、人の手が叩く音だ。

「ロレンス様！」

　その声を聞いて、ロレンスはほっとした。その人こそ、ロレンスが手紙を託した修道士のジョンだったからだ。

　扉を開くと、修道服に身を包んだ若い修道士が転ころがり込むようにして入ってくる。

「遅かったではないか、ジョン。マントヴァからよく戻られた。ロミオはなんと言っていた？」

　待ちきれずに問うと、ジョンは視線をそらしてうつむいた。その暗い表情に、嫌な予感がせり上がる。

「実は……マントヴァへは行けなかったのです」

「行けなかった……？」

「町の検けん疫えき官かんに伝でん染せん病びよう患かん者じやの出た家にいたという疑いをかけられてしまい……。戸を封ふう印いんされ、一歩も外に出られなくなっていたのです」

　心臓が、早はや鐘がねを打つ。ロレンスは、ジョンの顔を凝ぎよう視ししながら、恐おそる恐おそる口を開いた。

「では、私の手紙は誰がロミオに？」

「それが、届けることができずに、まだここに……」

　目の前に差し出された手紙に、ロレンスは愕がく然ぜんとした。では、ロミオはまだ計画を知らないままでいるのだ。本来であれば、ロミオが真実を知った後にことは成なされるはずだった。しかしその順番が逆転してしまったのだ。

「なんということだ！　これは、ただの手紙ではない。重大な要件が書いてあるのだぞ！」

「申し訳ございません……」

　こうなったら一刻の猶ゆう予よもなかった。ジュリエットは、もうすぐ目を覚ますだろう。そうすれば、たった一人であの薄うす暗ぐらい霊れい廟びようで過ごす羽目になるのだ。

（だが、まだ大丈夫だ。ロミオには、正確に伝えなければ）

「ジョン、それでは今度こそ手紙を届けてくれるな」

　厳しく言って、ロミオがジュリエットの死を知ってしまったことを知らないロレンスは、内容を改めた手紙を書き始める。この手紙が届いてからジュリエットの様子を見に行っても間に合うはずだと思いながら、ペンを走らせた。

　その僅わずかな遅おくれが、取り返しのつかないことになるとは知らずに──





[image: ]






　休息すら取らずに、ロミオは馬を飛ぶように駆けさせていた。

　それでもヴェローナに辿り着いたのは、夜も更ふけた頃だった。キャピュレット家の霊廟へやってきたロミオは、馬を下りてゆっくりと霊廟に続く階段を降りて行った。短い階段の先には、重たく固い扉がある。

　開いていてくれと願いながら押すと、思ったよりもあっさりと扉は開いた。おそらく、葬そう儀ぎをしたばかりだから人の出入りがあると考え、閂かんぬきも通さなかったのだ。

　中に入った途と端たん、刺さすような臭しゆう気きが鼻をつき、湿しめった空気にむせそうになる。それでも、霊廟の中は予想に反して明るかった。ジュリエットを弔とむらうために、夜通し松明たいまつを焚たいているのだろう。

　炎ほのおの明るさが、大勢の死者たちに影かげを落とす。

　何百年にもわたるキャピュレット家の先祖たちの亡骸なきがらの間を、ロミオはゆっくりと進んだ。ジュリエットの亡骸を探して、左右に目配せする。

　ふいに、柱の向こうに蠢うごめくものを見た気がして、ロミオは足を止めた。

　こんな時間に人がいると思わなかったロミオは柱に身を隠かくし、影のほうを密ひそかに窺うかがった。銀色の髪かみが、松明の灯あかりを受けて怪あやしく光る。

（あれは、まさか──）

　見間違えるはずもない。あの男は、舞ぶ踏とう会かいでジュリエットを泣かせていた男。パリス伯爵だ。

（なんで、あいつがここに……？）

　パリスが足を止めていたのは、ジュリエットの遺い体たいの前だった。人知れず、ジュリエットを悼いたみに来たのだろうか。

　息を殺して様子を窺っていたロミオは、ジュリエットの屍しかばねを見るパリスの目が楽しそうに細められていることに気がついて目を見開いた。彼は、ジュリエットの死を嘆なげきに来たのではない。よもや、亡骸を辱はずかしめに来たのだ。

　ゆっくりと、パリスの手がジュリエットの胸元に伸のびていく。一気に頭に血が上り、ロミオは物もの陰かげから飛びだしていた。

「ジュリエットに触さわるな！」

　石いし壁かべに反はん響きようしたロミオの声に、パリスは弾はじかれたように顔を上げる。

　しかし、そこにいるのがロミオと分かると、馬ば鹿かにするかのように笑った。

「逃にげだしたウサギが戻ってきたのか。憐あわれな男だ。なんの力も持たないというのに」

　力を持たないことを痛感していただけに、その言葉は痛つう烈れつに響いた。

「だから、なに」

　目を鋭するどくして淡々と言い放つロミオに向き直って、パリスは薄うすく笑った。

「いや、命知らずな男だと思ったまでだ。……ヴェローナにいるのが見つかれば殺される重罪人だというのに、まさかここにいるとは」

「何が言いたいの」

　ロミオが睨にらむと、パリスは喜びをその目に浮かべた。

「私は、か弱い者の反はん抗こうが、なによりも好きなのだ」

　悠ゆう然ぜんと嘯うそぶくパリスに、ロミオははっとした。初めてジュリエットに会った時、パリスが同じ表情をしていたことを思い出したのだ。

　あの時パリスは、ジュリエットが必死に抵抗するのを見て、楽しんでいたというのか。

　悟さとった途端、青白く冷たい殺意がロミオの中に芽生えた。

「私は、以前からお前のことが気になっていたのだよ、ロミオ。その少女のように綺き麗れいな顔が歪ゆがむ様はどれほど美しいのだろうと、ね」

　満足気に言って、パリスは腰こしの剣けんをすらりと抜いた。

「お前が重罪人になってくれて、本当に都合がいい。お前を殺しても私は咎とがめられないということだからな」

　その目は、獲え物ものを見つけた獣けものそのものだった。剣の腕うでによほど自信があるのだろう。舌なめずりを思わせる笑えみを浮かべ、目をらんらんと光らせながらパリスが一歩前に出る。

「死体になれば、ジュリエットのそばへ行けるぞ」

「あんたの手にかかる気はない」

「残念だ。だが私は、お前の死に顔も見たいと思うのだよ。……ジュリエットと同じで、さぞや美しいだろう」

　ぞっとするような笑みを浮かべ、パリスは素早く剣を突つきだした。

　霊廟に、硬い音が響ひびき渡わたる。

　ロミオもまた目にも留まらぬ速さで剣を抜き、パリスの剣を弾はじいたのだ。

「ほう、子ウサギのわりにはいい動きをするじゃないか」

　パリスの軽口を無視して、ロミオは剣を振ふるった。その素早さに、パリスの顔から一瞬で余よ裕ゆうの表情が消える。ロミオが、油断ならない相手だということに気がついたのだ。

　争いに加わらないためにヴェローナの街で知る人は少なかったが、ロミオは剣の扱あつかいにかけては随ずい一いちと言われていた。その気になれば、どこまでもロミオは残酷に剣を振るい、相手を追おい詰つめることができるのだ。

　表情一つ変えずに剣を振るうロミオに、パリスの顔からは笑みが消え、焦あせりが浮かぶようになっていった。パリスの袖そでが裂さけ、剣が掠かすった手の甲から血が飛び散る。

　じりじりと後退しながらロミオの剣を受けていたパリスだったが、ついにその手から剣がはじき飛んだ。ロミオの鋭い返しに、追いつけなくなったのだ。

　手元から武器を失い、パリスは大きく目を見開く。初めて見せた、パリスの恐きよう怖ふの表情だった。青ざめた顔でロミオを見て、じりじりと後退する。

「なかなか、やるじゃないか」

　それでも余裕を見せようとするパリスに、ロミオは容よう赦しやなく剣を突つきつけた。剣の切っ先が、パリスの首の薄うす皮かわを剝はぐ。

「ひっ！」

　恐怖に顔を引きつらせたパリスを、ロミオは無表情に見つめた。こんな男がジュリエットを怯えさせたのかと冷めた頭で考える。もっと早く、こうすれば良かった。

「な、なにが望みだ」

　黙だまり込むロミオに、震ふるえる声でパリスは言った。

「言っておくが、追放の罰ばつを解くことはこの私でも無理だ。だが、私は大公の親戚だからな。進言するぐらいはできるぞ」

　この男もまた、大公の親戚だったのか。マーキューシオと同じだと気づいた途端、急にロミオの中から殺す気が失うせた。マーキューシオの親戚だからと情けをかけたわけではなく、この男も人間なのだと思ったからだ。

　悪あく魔まのような歪みを持った男だったが、それでも人間なのだ。

　ならば、殺したくはない。こんな人間の血で、ジュリエットの眠ねむる霊廟を汚よごしたくはなかった。

　ロミオが唐とう突とつに突きつけていた剣を降ろすと、パリスはうろたえたようにロミオを見た。

「わ、私を、殺さないのか……？」

　怯えてロミオを見るパリスに、話をすることすら馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる。

「なんか、どうでもよくなっちゃった」

　感情をなくした声で言い捨てて、ロミオは胡う乱ろんな目でパリスを見た。

「あんたに、興味を持つのが馬ば鹿からしいんだ。だから、さっさといなくなってよ。僕は早くジュリエットのところに行きたいんだからさあ」

　真意を図はかるように、パリスは押おし黙だまった。このまま背を向けて、背後から斬きられるのではないかと思っているのかもしれない。怯えきったパリスのことがおかしくて、ロミオは声を上げて笑った。正気を失ったような哄こう笑しようが霊廟に響き渡る。

「別に殺してもいいんだよ。あんたがまだジュリエットを辱める気なら、いつだって殺してあげる。でも、あんたみたいな男がジュリエットのそばで死ぬのも、死んでジュリエットと同じ場所に行くのも許せない。──だからさっさと行けよ」

　ぞっとするようなロミオの声に、ついにパリスは逃げだした。落ちた剣も拾わずに、転がるように霊廟の外へと駆けて行く。

　扉が閉められたのを見て、ロミオは剣を床ゆかに放り投げた。今必要なのは、懐ふところにある毒薬だけだ。

　ロミオは、ゆっくりとジュリエットの亡骸に向かって歩いた。

　静かな霊廟に、一人分の足音だけが響き渡る。

　そして、ジュリエットの亡骸に辿り着いたその時、失ったかと思われていた感情が一気にロミオに揺ゆさぶりをかけた。悲しみの奔ほん流りゆうが、ロミオを襲おそう。

　ジュリエットは、石の棺ひつぎの上に横たわっていた。ほのかな松明の下もとで見るジュリエットの顔立ちは美しく、生前とまったく変わっていないように見える。

　柔やわらかい亜あ麻ま色いろの髪も、胸の上で組まれた細い指も、柔らかそうな唇くちびるも、ロミオが愛したジュリエットそのものだ。穏おだやかに微笑んでいるように見えるその死に顔は安らかで、彼女が苦しまずに命を落としたことが分かった。

　ロミオはゆっくりと近づくと、眠るように死んでいるジュリエットの顔を横から覗のぞき込み、そっと頰ほおを撫なでる。

「ジュリエット」

　愛おしさを込こめて囁いて、ロミオは泣きそうな顔で微笑んだ。

「ねえ。君はなんでまだ、そんなに可か愛わいいの？　ずるいよ、ジュリエット」

　きっと、死神までもがジュリエットに恋こい心ごころを燃やしたのだ。あまりに生前と変わらないそのかんばせに歯は嚙がみする。

「ねえ、ジュリエット。……起きてよ」

　ただ眠っているだけだ。そう信じて囁いてみても、ジュリエットは目を覚まさない。触ふれた肌はだは冷たく、生命の名残なごりは一いつ片ぺんも残っていなかった。

　それでも、呼びかけずにはいられない。

「ジュリエット。好きだよ」

　そっと、手に手を重ねる。

「ジュリエット。愛してる」

　白磁色のジュリエットの頰に、熱い雫しずくが落ちる。

「ねえ、ジュリエット。お願い、もう一度僕の名前を呼んでよ」

　願いは叶かなわない。死は、ジュリエットを搦からめ捕とったのだ。

　声を殺して泣き、ロミオはジュリエットの体を抱きしめた。冷たい。愛しい妻の体は何な故ぜ、氷のように冷たいのだろう。

　たまらなくなって、ロミオは顔を上げるとジュリエットのことを見つめた。美しく、愛しいジュリエット。

　これが、見納めだ。──これが、最後のくちづけだ。

　ロミオは、ゆっくりとジュリエットに覆おおいかぶさり、優やさしく唇を重ねた。

　その瞬しゆん間かん、ジュリエットとの幸せな想おもい出でがつかの間甦よみがえる。

　初めて出会った時のこと。

　初めてくちづけた時のこと。

　バルコニーで語り合った時のこと。

　そして、一夜を共にした時のこと──

　幸せの記き憶おくは走そう馬ま灯とうのように巡り、そして泡あわのように搔き消えた。

　あの幸福な時間の先には、未来なんてなかった。しかしロミオはなぜか、そのことを嘆く気にはなれない。これからは、ジュリエットと添そい遂とげられるからだ。

　この先には苦しみも悲しみもない。あるのは、永遠に共にあるという喜びだけ。

「ジュリエット。君を、好きになれて良かった」

　一筋の涙なみだが、ロミオの頰を伝う。目を瞑って息を整えると、ロミオはジュリエットの眠る石台に上った。死ぬのなら、ジュリエットの隣となりがいい。

　添そい寝ねするように体を横たえさせると、ロミオは懐を探さぐって小瓶を取りだした。かつて、恋の翼で塀へいを飛とび越こえたように、今度はこの毒薬で二人の生と死の境を飛び越えるのだ。

「ジュリエット、待っていて。……今、行くよ」

　首を傾げて、もう一度だけジュリエットに優しいくちづけをする。

　そして、ロミオはその毒瓶に唇をつけた。
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　押さえつける誰かの手が急になくなったように、ふっと空気が胸に入ってくる。

　水底から浮うかび上がる泡のように、ジュリエットはゆっくりと意識を取とり戻もどした。焦しよう点てんの合わない目が、ぼんやりと天てん井じようを見る。

（ここは、どこ……？）

　ずいぶんと長いこと眠っていたような気がする。手足がだるく、自分のものではないように感じられた。

　二、三度瞬まばたきすると、次し第だいに景色がはっきりとしてくる。目に映る天井は、土の色だ。

　見慣れた自室でないことに戸と惑まどいながら体をゆっくりと起こすと、そこでようやくジュリエットはここがどこであるかを悟り、そして眠る前のことを思い出した。

　音を立てて息を吞のみ、両手で口を押さえる。自分は、無事に生せい還かんしたのだ。

　喜びが胸を満たしたその時、ジュリエットは自分の傍かたわらにある存在に気がついた。

「ロミオ！」

　そこにいたのは、ロミオだった。待ちくたびれてしまったのだろう。ジュリエットが目覚めたことにも気づかずに、ロミオは眠っていた。

　ロレンスの言う通りだった！　たった一人霊廟の亡ぼう霊れいたちと待つことにはならず、愛しい人の顔を見て目覚めることができたのだ。嬉しくなって、ジュリエットは微笑みを浮かべた。

「ロミオ、起きて」

　いらえはない。ロミオは、返事もせずに眠り続けていた。

「ロミオ。ね、早く逃にげましょう」

　囁いて、ロミオの肩に触れる。そして、次の瞬間息が止まった。

　横たわるロミオは、息をしていなかったのだ。

　ジュリエットはがくぜんとしてロミオの顔を見て、その頰に触れる。そして、彼が確実に息の根を止めてしまっていることをはっきりと知ったのだった。

「ロミオ……？　どうして、なの……？」

　頭が麻ま痺ひしたようになり、ジュリエットは放心したままロミオのことを見つめ続けた。

　まさか、ロレンス神父から手紙を受け取らなかったのだろうか。

　だからロミオは、ジュリエットが本当に死んだと信じてしまったのだろうか。

　分からない。

　分かるのはただ、ロミオが動かないという事実だけだ。

　本当に悲しい時には、泣くことすらできなくなるのだと、頭の片かた隅すみで考える。

　自分がもはや、なにをすればいいのかが分からなかった。

　猫ねこのように柔らかな金の髪を撫で、唇をなぞる。

　だが、その唇にぬくもりが残っていることに気づいた途端、まぶたが熱くなり、涙がこぼれた。

「ロミオ……目を覚まして」

　必死にすがる子供のように、体を揺する。それでも、ロミオは目を覚まさなかった。体はまだ温かいのに、ぬくもりは残っているのに、もうロミオは息をしていないのだ。

（どうして、こんなに温かいのに、ロミオはもう生きていないの……？）

　ロミオがその命を絶たったのは、ほんの少し前なのだ。あと少し目覚めるのが早ければ、ロミオとジュリエットは再会を喜ぶことができたはずなのに。

　一体、どこで間違えてしまったのだろう。

　なにが、二人を引ひき裂さいたのだろう。

　残酷な運命の女め神がみを呪のろいながら、ジュリエットはロミオの胸に顔を埋うずめた。鼓こ動どうの音は聞こえないけれど、ぬくもりが残る胸に。

「ロミオ──ロミオ。お願い、私の名前を呼んで……！」

　そこに、遠くから人のざわめきがするのに気がついて、ジュリエットははっと顔を上げた。足音が、次第に近づいてくる。耳を澄すませていたジュリエットは、その声の主たちが真まっ直すぐにこの霊廟へ向かっていることに気がついた。おそらくあれは夜警だろう。ロミオがここにいることに気づいた人が、いるのだ。

（人が来てしまう。その前にロミオの元へ行かなければ）

　ジュリエットが生きていることが知れれば、すぐにキャピュレット家に連れ戻されるだろう。ロミオと引ひき離はなされる前に、ジュリエットは自らの命を絶たなければならなかった。そうでなければ、同じ場所へは行けない。

　自害した者が向かう場所。そこは、天国ではありえないのだから。

　慌てて周囲に視線を走らせたジュリエットは、ロミオがなにかを握っていることに気がついた。ロミオの手のひらを開いて、はっと息を吞のむ。

「これは、毒薬……？」

　そこにあったのは、ジュリエットが飲んだ毒薬が入っていた瓶とよく似た、小さな瓶だった。

　──ロミオの命を絶ったのは多分、この毒薬だ。

　霊廟に掲かかげられた松明の炎を受けて、中の液体が鈍にぶく光る。

（ロミオは、これを飲んだのね……）

　瓶の中にはまだ、毒薬が半分残っている。その事実に、ジュリエットは嬉しくなった。これがあれば、彼と同じ場所へ行ける。

　小瓶を両手で握って、ジュリエットは幸せそうに微笑んだ。

　その目から、透とう明めいな雫が静かに流れる。




「毒薬。この胸がお前のいるべき場所よ。そこにお眠り、そして私を死なせて」




　鈴すずを振るうように可か憐れんな声で歌い、ジュリエットは一息に毒薬を飲み干した。

　その刹せつ那な、世界が暗転した。

　もう、何も見えない。閉じた瞳の中で、悠ゆう久きゆうの星の瞬またたきを見た気がした。

　行く先が、煉れん獄ごくであるはずがない。二人はこんなにも、幸せなのだから。
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　ロレンスが駆けつけた時、すでに霊廟は騒さわがしくなっていた。

　ジュリエットの生きているところが見つかってしまったのだろうか？　だがその懸け念ねんは、霊廟に入った途端消え、またたく間に貫つらぬくような絶望がロレンスの胸を襲おそった。

「ロミオ、ジュリエット──！」
















　視線の先で、ロミオとジュリエットが幸せそうに寄より添そいながら、息絶えていた。二人の顔からは赤みが消え、その体からは命がとうに飛び去っていることが分かる。

　間に合わなかったのだ。

　がくぜんとして、ロレンスは膝ひざから崩くずれ落おちた。

（ロミオは、知ってしまったのか）

　手紙が届かなかったばかりに、ロミオは計画を知らず、その命を絶ってしまった。そしておそらくロミオの死を知ったのだろう。その隣でジュリエットも儚はかなく死に絶えてしまった。本来ならば、ジュリエットは時間的にもう生き返っているはずなのだから。

　一つの手て違ちがいが、このような悲劇を引き起こしてしまったのだ。

　せめて、手紙を過あやまたずに届けることができていたら。

　ロミオが霊廟に訪おとずれるよりも先にここに駆けつけることができていたら。

　様々な後こう悔かいが頭をよぎり、老いた修道士を傷いためつける。

（神よ。私は、間違っていたのでしょうか。人々を欺あざむき、強ごう引いんに不仲の両家を結びつけようとしたことが、罪だったのでしょうか──）

　打ちひしがれるロレンスの背後で、悲鳴が上がった。

「ジュリエット！」

「ロミオ！」

　振ふり向むかなくとも、嘆いているのはキャピュレット卿きようとモンタギュー卿だということが分かった。騒ぎを聞きつけ、飛んできたのだ。

「おお、神よ！　一体何が起きたのだ！」

「ロミオ！　父を押しのけてあの世へ先立つとはこの礼れい儀ぎ知らずめ！　おお、馬鹿者！」




　僅かに遅れて霊廟へやってきたベンヴォーリオは、倒れる二人の姿を見て言葉を失った。なにが起きているのかは分からない。それでも、ロミオがジュリエットの後を追って死んだことだけは分かった。悟った途端、マーキューシオを失った時に劣おとらない悲しみがベンヴォーリオを貫く。ロミオに真実を伝えたのは、この自分だ。この手が、伝えた言葉が、ロミオを死へと追いやったのだ。

　今や霊廟は、死を嘆く声で満みち溢あふれていた。

　誰もが頭こうべを垂れ、二人の死し骸がいの傍らで外聞もなくすすり泣く。

　やがて、張りのある低い声がその場に響いた。

「なにごとだ。このように早くから騒ぎたてて、朝の眠りからこの身を呼び起こすとは」

　現れたのは、大公エスカラスだった。ゆったりとしたローブを身にまとい、嘆きの川に身を浸ひたすヴェローナの市民たちを見み渡わたす。夜警たちは顔を見合わせ、遠えん慮りよがちに口を開いた。

「実はパリス伯爵から、キャピュレット家の霊廟にロミオが現れたとの報しらせを受けてここへ来たのですが、来た時にはこのような有あり様さまに……」

「パリスはどこにいる」

「それが、二度とあの霊廟には近づかないとロミオに誓ちかったとのことで」

「誰か、理わ由けを知る者はいないのか。パリスは？　疑わしい者は全てここへ」

（俺おれだ──）

　歩み出ようとしたベンヴォーリオだったが、それよりも先に前に出た男がいた。ロレンスだ。

「疑わしいのは、この身でございます」

　霊廟に集まった者は、驚いてロレンスを見た。ヴェローナの街で最も信頼され、徳が高いとされる人物だったからだ。

「知るところをただちに申すがよい」

　大公の前に立つロレンスは、生きる気力を失ったように小さく、老いて見えた。

　聖職者としての威い厳げんも貫かん禄ろくも失い、ただ懺ざん悔げするように頭を垂れる。

「そこに息絶えたロミオはジュリエットの夫。そこに息絶えたジュリエットはロミオの妻。二人を結けつ婚こんさせたのは、この私でございます」

　息を吞のむ音が、霊廟に広がる。ロレンスはゆっくりと、そしてこの事の次第を語り始めた。

　その密かな婚こん礼れいの日が、ティボルトの最さい期ごの日だったこと。

　パリス伯爵との結婚を強しいられたジュリエットが、重じゆう婚こんを避けるために自害しようとしていたこと。

　それを阻そ止しするために、死を偽装する薬をジュリエットに与えたこと。

　しかし事の次第をしたためた手紙が、事故でロミオに届かなかったこと。

　そのためにロミオがジュリエットの後を追ってしまったらしいこと。

　自分の傍らで死ぬロミオを見て、一度は息を吹き返したジュリエットもまた、その後を追ったであろうこと。

　ロレンスが淡々と告げる中、霊廟の中で言葉を発する者は一人もいなかった。

　水を打ったような静けさの中、松明の燃える音だけが響く。

「全ては、私の落ち度によるもの。容赦なく厳しい法に照らし、この老いの命、寿じゆ命みように僅かに先立って処分を受けましょう」

　言い終えると、ロレンスは大公の判断を仰あおぐようにひざまずいた。

　それでも、誰も動かなかった。

　彼の言葉が真実だとしたら、二人を殺したのは自らの身の内から生まれたものだからだ。

　ヴェローナを取り巻く、キャピュレットとモンタギューの憎にくしみ。そのせいで、二人の子供たちは愛しあうがゆえに死に至ったのだ。

「それは、まことか」

　かろうじて言った大公の前に歩み出たのは、乳う母ばとベンヴォーリオだった。

「まことです。ジュリエットお嬢じよう様さまは、確かにロミオ様を愛しておいででした」

「まことです。ロミオは、確かにジュリエットを愛していました。──そして、マントヴァにいるロミオにジュリエットの誤った死を告げたのは、自分です」

　二人の告白に、嘆きのため息が漏もれた。

　キャピュレット卿はジュリエットを罵ののしったことを悔くい、

　乳母はジュリエットを見捨てたことを悔い、

　ベンヴォーリオはロミオの愛を見誤ったことを悔い、

　ロレンスは事の企くわだてを成なし遂とげられなかったことを悔い、

　大公は二家の不和に目を瞑ったことを悔い、

　そして、モンタギューとキャピュレットの誰もが、互いに憎しみを抱き続けたことを悔いたのだ。

　深い悔かい恨こんが、ゆっくりと波紋のように広がっていく。

　長いこと続いた沈黙を破ったのは、ロレンスだった。

「大公様。どうか、私に裁さばきをお与え下さい。そして、この命をもって全ての憎しみを終わらせて下さい。それこそが、老いた私の最期の願いです」

　両手を組み合わせて祈るように頭を垂れるロレンスの姿に、ヴェローナの人々が言葉を失う。これまでずっと、彼が争いに心を痛めてきたことを思い出したのだ。

　それだというのに、どうしてこの街から諍いさかいはなくならなかったのだろう。

　取り返しのつかない時になるまで、どうして──。

「仇きゆう敵てきの二人はいるか。モンタギュー、キャピュレット」

　ロレンスを見て、エスカラスは言った。

「お前たちは、それでいいのか。二人の恋人の命だけでは飽あきたらず、さらなる命を失わせても、憎しみの炎は消えないと言うのか」

　静かなエスカラスの声にキャピュレット卿は突き動かされるように顔を上げ、モンタギュー卿の顔を見た。その瞬間、雷かみなりに打たれたように硬こう直ちよくする。

　彼は、その時初めて知ったのだ。子を失い嘆なげき悲しむ顔は、自分のものと同じだと。

　──憎んでいたはずの男は、自分と同じ人間だったのだ、と。

「いいえ、いいえ」

　キャピュレット卿は涙で頰を濡らしながら、首を横に振った。

「私にはもう、モンタギューを憎む理由などありません」

「お前はどうだ。モンタギュー」

　エスカラスに問われ、モンタギュー卿は深々と頭を垂れた。

「……憎しみなど、もはや私の中にはございません。全てを失ったこの老いぼれが、どうして同じく愛する者を失った人を憎むことができましょう」

　彼の瞳から、一筋新しい涙が流れていく。

　悄しよう然ぜんと体を縮める彼に、頰を涙で濡らしながらキャピュレット卿は手を差しだした。

「モンタギュー。兄きよう弟だいとして、そのお手を」

　その手を、モンタギュー卿が震える手で受け止める。憎む眼差しはもはやどこにもなかった。憎悪は影も形もなく溶けだし、代わりに悲ひ愛あいが二人の手を結ぶ。

「これが、娘へのご結ゆい納のう。これ以上、何もいただくわけには参りません」

　どこまでも思いやりに満ちた声で、キャピュレット卿が囁く。重ねた手を強く握りしめながら、モンタギュー卿は首を横に振った。

「いや、いや。まだ差し上げるものがあります」

　涙を流しながら、モンタギュー卿が眠るように横たわる二人の恋人へと視線を向ける。

「どうか、私に娘御の純金の像を立てさせて下さい。忠実貞てい節せつなジュリエットの像こそ、何よりも崇あがめられるべきものです」

「それでは、それに劣らぬロミオの像も彼の妻の傍らに。二人は、我ら両家の憎しみの生いけ贄にえなのだ」

　手と手を取り合い、二人は祈った。二人の魂たましいが天へと昇のぼれることを。

　両家に巣食う怒いかりという名の獣が、恨うらみを取り戻さないことを。

　──この憎しみによって二人の子が失われたことを。そして、その子らが二家の憎しみを鎮しずめ、修復をもたらしたことを忘れてはならないのだ。




　朝と共に、陰鬱な安らぎが訪れる。

　太陽も悲しみ、顔を見せようとしない。

　大公は、霊廟に背を向けて、ゆっくりと歩き去った。

　夜警が、ベンヴォーリオが、乳母が、キャピュレット夫人が、キャピュレット卿とモンタギュー卿が、後に続いていく。

　この場を去り、悲しい出来事を語り合うために。

　赦ゆるすべき者を赦し、新たな夜明けを迎むかえるために。

　世に数ある物語のなかで、ひときわ憐れと呼ぶもの。

　それこそこの、ロミオとジュリエットの恋物語だ。

























　柔やわらかい日差しに暖められたそよ風が、馬の背に乗ったベンヴォーリオの頰ほおを優やさしく撫なでていく。

　ゆるやかに馬を歩かせていたベンヴォーリオは、ふと思いついたように馬を止めて振ふり返かえった。その先にあるのは、ヴェローナの街。ベンヴォーリオが生まれてからずっと暮らしていた、大切な街の全景だった。

　今やもう、ヴェローナに争いはない。

　キャピュレット家の人間もモンタギューの人間も、まるで古くからの友人のように互たがいをいたわり、思いやりを持って接するようになっていた。

　全ては、若い二人の恋こい人びとが、ヴェローナの街に生いけ贄にえとして捧ささげられたからだ。

（ロミオと、ジュリエット──）

　この街に平和をもたらした二人の名前を心で呼び、ベンヴォーリオはそっと目を閉じた。

　人は、争う生き物だ。

　いずれまた、憎にくみ合うこともあるかもしれない。別の理由から、戦いくさが起こる可能性だってある。それでもこの街の住人は、二人のことを忘れないだろう。──きっと、後世まで語かたり継つがれるはずだ。

　だからこそ、自分はたった一人でこの道を行かねばならない。ベンヴォーリオは、ゆっくりと視線を行く先へと戻もどした。

　向かう先はジェノヴァ。

　──事の始まりは大公に他言できない相談があるから来て欲ほしい、と言われた時だった。




「少々奇き妙みようなことがあってな。その調査を、お主ぬしに頼たのみたいのだ」

　大公に呼ばれ、滅めつ多たに入ることを許されない執しつ務む室しつにベンヴォーリオが入ると、大公エスカラスはそう言って、小さな瓶びんを取りだした。

　それは、記き憶おく違ちがいでなければ、ロミオとジュリエットの遺体のそばに落ちていたもの。──二人が飲んだとされる毒薬の入っていた瓶だ。

「ロミオは、マントヴァでこの毒薬を買い求めたらしい。だが、マントヴァでは毒薬を売ることは死罪に値あたいする。そのため気になってこの毒薬を売った人間のことを調べていたのだが……。その薬売りは毒を売った覚えがないと言うのだ」

　この話がどこへ行き着くのか分からず眉まゆをひそめて聞いているベンヴォーリオに、エスカラスは続けた。

「店を調べてみたが、確かに毒薬を作れるだけの薬草は見当たらなかった。それを作ったであろう痕こん跡せきも、な。だが代わりに面おも白しろいものを見つけた。──仮死状態にするという薬だ」

　どきりと、緊きん張ちようで心臓が痛くなった。

「それは……」

「それを飲めば、息は止まり、脈も消え、死んだのと見分けがつかない状態になるのだそうだ。そして薬売りは言っていた。自分が売ったのはこれである。だから毒薬を売った罪を背負ってはいないはずだ、と」

　少しずつ、鼓こ動どうが速くなっていく。ベンヴォーリオは、期待と自制の入り混じった感情を覚えながら言葉の続きを待った。

「それともう一つ、奇妙なことがあるのだ。我々はキャピュレット家の霊れい廟びように、ロミオとジュリエットの遺体を並べて葬ほうむったはずだ。それはお前も、覚えているだろう？」

「ええ、もちろんです……」

「誰かが別の場所に勝手に埋まい葬そうしたのか、その二人の遺体が行方ゆくえ不明になったらしいのだ。それと同時に、ジェノヴァのほうに二人の男女が連つれ添そって歩いて行ったのを見た者がいるらしい」

　呼吸が止まりそうになりながら、ベンヴォーリオはエスカラスの顔を凝ぎよう視ししていた。

　部屋をちらちらと舞まう埃ほこりが、午後の光を受けてきらきらと輝かがやく。

　しばらくの間、二人はなにも話さなかった。

　長い、長い沈ちん黙もくが二人の間に落ちる。

　やがてエスカラスは、禁きん忌きを破るように、ふぅっと深いため息をついた。

「私は、ヴェローナの街を出るわけにはいかん。──よって、事の真しん偽ぎを確かめる方法はない。だから信しん頼らいできるお主に、調査を頼みたいのだ」

　唇くちびるに薄うすく笑えみを浮うかべて、大公はベンヴォーリオを見み据すえた。悪戯いたずらを企たくらむ時のような、どこか面白がるような瞳ひとみだった。

「このための資金も惜おしまないつもりだ。行ってくれるな？　ベンヴォーリオ」




　ベンヴォーリオは頷うなずき、そうしてジェノヴァへ向かうこととなった。

　家族らには、大公からの密命を受けての旅だから理由は話せないと言ってある。──もう二度と争いを呼よび戻もどさないために、この事実を知る人は少ないほうが良いのだ。

　そのため、従者の一人も付けずに旅に出ることとなったが、それでもベンヴォーリオの心は晴れやかだった。エスカラスの言葉が真実であれば、自分は失ったはずの人を取とり戻もどすことができるかもしれないのだから。

　大公には、十分すぎるほどの資金を貰もらい受うけている。路銀にしては、多すぎる金額だ。慎つつましく生きれば、人二人が五年は暮らしていけるほどだろう。

　このことの意味、そして自分が選ばれた理由は一つしかない。

　言外に込こめられた意図に気づき、その使命を全うできるのは自分しかいないのだから。

（さあ、行こう──）

　ベンヴォーリオは顔を上げると、馬の首を優しく叩たたいてゆっくりと進み始めた。

　行く手の空には、まばゆい太陽が輝いている。

　遮さえぎるもの一つない青空を仰あおぎ見ながら、ベンヴォーリオはヴェローナの街を後にしたのだった。
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　この作品は、ウィリアム・シェイクスピアの戯ぎ曲きよく「ロミオとジュリエット」を少女小説の形に落とし込んだ物語です。

　初めにこのお話を思いついたのは、友人がロミオとジュリエットのストーリーを身分違いの恋だと勘かん違ちがいしていると知った時でした。

　ウィリアム・シェイクスピア。

　この名前を知らない人は、ほとんどいないのではと思います。

　それでも、彼の書いた戯曲の内容を知る人となると、途端に減ってしまいます。

　戯曲であること。難なん解かいな台詞せりふ回しゆえに脚本で読んでも内容がよく分からないこと。そもそも劇を見る習慣がないこと。内容があまり知られていないのには、様々な理由があると思います。それでも、シェイクスピアを知りたいと思っている人は少なくないはず。そんな考えを担当さんにお話ししてみたところ興味を持って頂くことができ、こうして今回本を出せる運びとなりました。

　原作に興味を持つきっかけになって欲しい。そう思い今回の『もうひとつのロミオとジュリエット』では、なるべく原作の流れや雰ふん囲い気きを損そこなわないよう注ちゆう力りよくしております。

　とはいえ、少女小説にするために削そぎ落としたもの、追加したものも多くあります。

　一番の大きな差はやはり、エピローグです。

　初め、エピローグを書くつもりはありませんでした。ロミオとジュリエットの話の美しさはあそこで終わってこそだと思っていたからです。

　ですが、今回出させて頂くのは少女小説です。はたして、バッドエンドで終わってしまっていいのだろうか。幸せな形が良いのではないだろうか……。悩みに悩んで、担当さんやイラストレーターさんにも相談させて頂き、結果として今回はエピローグを書くことにしました。

　元より、戯曲は演出家によって様々な形に変わります。時代背景や登場人物の性別が変わることさえあります。

　だから今回は《演出：吉村》ということで、少女小説らしい物語にすべく手を加えさせて頂きました。思うところのある方もいらっしゃるとは思いますが、これもまたひとつのロミオとジュリエットの形なのだと思って頂けますと幸いです。

　因ちなみに、「少女小説でこの台詞はさすがにないだろう」というシモネタなどもごっそり削けずっているので、興味ある方はぜひとも原作を読んでみてください。マーキューシオがすごく可か愛わいいです。

　あと個人的に、ロミオが床を転がって自分の墓のサイズを測はかってくれ！　とめそめそ泣くシーンも大好きなのですが、どうにも入れることが出来ず泣く泣く削りました。

　それと、消えた役の人たち、ごめんなさい。主にバルサザー。




　今回執しつ筆ぴつする際には、多くの先生方の訳書にお世話になりました。先生方、ありがとうございました。詳しくは参考文ぶん献けんのほうに記させて頂きましたので、脚本に興味がある方はぜひとも読み比べてみて下さい。

　私は子供の頃から小お田だ島じま先生訳の脚本で演じられる劇を観ることが多かったので、特に今回は小田島先生訳を多めに参考にさせて頂きましたが、どの先生の訳も本当に素晴らしいです。読みやすさ・喋しやべりやすさを重じゆう視しして訳したものもあれば、元の難なん解かいな台詞回しの雰囲気を残したもの、軽快なリズム感を重視した訳など、訳者さんによって様々です。




　次に、この作品を仕上げるにあたってお世話になった方々へのお礼を申し上げます。

　イラストを引き受けて下さった椎しい名な咲さ月つき先生。少年と青年の狭はざ間まの色気たっぷりなロミオをありがとうございます。表紙ラフを頂いた瞬間、「色気に殺される！」と思いました。

　そして今回お話を持って行った時に興味を持って聞いて下さったビーズログアリス編集部のＹ様。常に的てき確かくで面おも白しろい意見を下さった担当のＩ様、そして丁てい寧ねいにチェックしてくださった校正様。

　皆様の手がなければ、この本は生まれませんでした。本当にありがとうございました！

　河か合わい祥しよう一いち郎ろう先生。私自身河合先生の書籍を多く読ませて頂いておりましたので、訳書だけでなくシェイクスピア関連の書籍を多く出されている河合先生からコメントを頂くことができ、驚いたとともに本当に嬉しかったです。心より感謝しております。




　最後になりますが、この本を手にとって下さった皆様。数多くある本の中から選んで下さり、本当にありがとうございます。

　少しでも楽しんで頂けたのであれば、それ以上に嬉しいことはありません。

　因みに『恋するシェイクスピア』シリーズですが、『ロミオとジュリエット』の次は『十二夜』が出ます。ヴァイオラという女の子が漂ひよう流りゆうした先で男だん装そうし、小こ姓しようとして公こう爵しやくにお仕つかえするお話です。

　悲ひ劇げきであるロミオとジュリエットとは打って変わって、喜き劇げきとなります。わいわいと賑やかな原作の雰囲気を残すべく奮ふん闘とう中ちゆうですので、ぜひ「十二夜」も手にとって頂けると嬉しいです。

　それではまた、どこかでお会いできますように！


吉村りりか


















参考資料　～ロミオとジュリエットを更に読み解くために～




訳書

『シェイクスピア全集　ロミオとジュリエット』小田島雄志（翻訳）白水社

『シェイクスピア全集　（２）　ロミオとジュリエット』松岡和子（翻訳）筑摩書房

『新訳　ロミオとジュリエット』河合祥一郎（翻訳）角川書店

『新潮世界文学　１　シェイクスピア　１』福田恆存（翻訳）新潮社

『ロミオとジューリエット』平井正穂（翻訳）岩波書店

『ロミオとジュリエット』中野好夫（翻訳）新潮社

『ロミオとジュリエット（対訳・注解　研究社シェイクスピア選集）』大場建治（翻訳）研究社




映像作品

『ロミオとジュリエット』（１９６８年）監督／フランコ・ゼフィレッリ

　出演／オリビア・ハッセー、レナード・ホワイティング、ミロ・オーシャ、マイケル・ヨーク




『ロミオ＆ジュリエット』（１９９６年）監督／バズ・ラーマン

　出演／レオナルド・ディカプリオ、クレア・デーンズ、ジョン・レグイザモ




　フランス版　ミュージカル『「ロミオ＆ジュリエット」　～ヴェローナの子どもたち～』

　作詞・作曲／ジェラール・プレスギュルヴィック




　宝塚歌劇『ロミオとジュリエット』潤色・演出／小池修一郎

　原作／ウィリアム・シェイクスピア　作／ジェラール・プレスギュルヴィック




派生作品

『ウエスト・サイド物語』監督／ジェローム・ロビンス、ロバート・ワイズ

　出演／ナタリー・ウッド




関連書籍

『シェイクスピア大図鑑』スタンリー・ウェルズ（著）河合祥一郎（監修）三省堂

『一冊でわかる　シェイクスピア　作品ガイド３７』出口典雄（監修）成美堂出版

『読んでみたいシェイクスピア　知っておきたい』菊池規悦　西東社

『あらすじで読むシェイクスピア全作品』河合祥一郎　祥伝社

『シェイクスピアを楽しむために』阿刀田高　新潮社

『シェイクスピアジュニア文学館　１　物語　ロミオとジュリエット』小田島雄志　汐文社




参考文献

『中世びとの万華鏡　ヨーロッパ中世の心象世界』キャロリー・エリクソン（著）武内信一・多ヶ谷有子・石黒太郎（翻訳）新評論

『ルネサンス都市フィレンツェ』ジーン・Ａ・ブラッカー（著）森田義之・松本典昭（翻訳）岩波書店

『中世の星の下で』阿部謹也　筑摩書房

『中世を旅する人びと　ヨーロッパ庶民生活点描』阿部謹也　筑摩書房

『ヨーロッパものしり紀行　《城と中世都市》編』紅山雪夫　新潮社

『図説　中世ヨーロッパの暮らし』河原温・堀越宏一　河出書房新社

『中世への旅　都市と庶民』ハインリヒ・プレティヒャ（著）関楠生（翻訳）白水社

『ルネサンスの都市』ジャクリーン・モーリー（著）マーク・ペッペ（画）野口昌夫（翻訳）三省堂








著

吉村りりか

Ririka Yoshimura




横浜市在住の作家・シナリオライター。

『境界の皇女』（一迅社ノベルス）で小説家デビュー。他作品に『放課後ワンダーランド』シリーズなど。

ゲームシナリオ・ドラマＣＤ脚本なども執筆しています。




龍とドラゴンが好きです。




http://yoshimura-ririka.jimdo.com/










イラスト

椎名咲月

Satsuki Sheena




シェイクスピアはお話を知っていても戯曲はなかなか読みづらく、今回は小説として改めてお話を辿ることが出来て嬉しかったです。

ありがとうございました！



















イラスト／椎名咲月

デザイン／世古口敦志（coil）












電子版　ビーズログ文庫







恋こいするシェイクスピア




もうひとつのロミオとジュリエット








吉よし村むらりりか
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『恋するシェイクスピア　もうひとつのロミオとジュリエット』

2016年9月27日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/
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